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プロローグ　いと長きもの、そしていと深きもの







　殺しましょう、と少女は言った。

　金の髪をした少女だった。愛らしいかんばせと、華きや奢しやな身体。黒いレースも細やかなドレスに身を包んだ、美しい少女は、その姿とは裏腹に、苛烈で非道な言葉を吐いた。

　みんな、みんな殺しましょう。

　この島に住まう、あの街に暮らすすべての人を。

　対する男は少しだけ、困惑の表情を浮かべた。

「簡単に言うがね……」

　殺されて当然のような奴やつなんていなかったはずだが、というようなことを、低く聞き取りづらい声で言った。

「それでもか」と男は聞いた。

　少女の声は大きくはなかったが、明々白々とし、強かった。

「ええ、それでもよ。完膚なきまでに、叩たたき殺してやるの。もう二度と、起き上がることなんてないように。うめき声のひとつさえ上げられないように」

　その言葉に、男は「やめろ」とひと声少女を制止した。

　青年というには疲れた様子の、けれどまだ年若い男だった。ざんばらの緑がかった髪に、灰の瞳。両腕に刻まれた傷は大罪人の証あかしで、平凡な顔立ちでありながら、その目には常に、どこか暗い光が宿っていた。

　薄く乾いた唇で、男は言った。

「あんたがそんな言葉を使うな」

　殺すとか、なんだとか。

　すでに人なら幾人も殺してきたはずの大罪人は、同じ罪を少女が背負うことを、よしとしなかった。

「どうして？」と少女は言った。少女はもう覚悟を持っているつもりだった。

　彼女を愛した老人達は、外げ法ほうとも異端とも言われる秘術──死霊術ネクロマンシーを研究していた。蔑まれるべき隠者であった。

　罪の中に身を浸し、その罪を抱いたままに死んだ。

　そうして少女もまた、聖者であるつもりは毛頭なかった。

　けれどその少女に対して、悪人のような顔をするなと男は言った。

　汚れを知らないお人形のような顔のまま、虫も殺したことのないような顔をしていろと。

「これから行うことには変わりがないのに？」

　そう、少女が言えば。そうだと男は言った。そうだ、それでも。

「大事なんだろう。あんたは、あんたの顔が」

　そのお綺き麗れいな顔を、愛した人間がいたんだろうと男は言った。

　少女は言葉に詰まった。

　男は少女がどのように生きてきたかは知らないはずだった。どのように生まれ、どのように生きて、そしてどのようにすべてを奪われたのか。

　けれど、男は少女のその顔を見て、心に触れて、愛されていたのだろうと判断した。大切にされてきたのだろうと。

　その言葉は、あまりに優しく、少女の胸に響いた。

（この人で、よかった）

　そんな思いが涙のように胸の奥に溢あふれた。愛すると決めて、この島へやってきた。これまで出会った老人達と同じように、必ずこの人を愛し、そして必ずや、愛されてみせると。たとえ相手がどんな人でもかまいはしない。

　けれど今、それが、この人でよかったと少女は思う。

　不器用で、無愛想で。損ばかりをしてきた、罪だけを見れば、きっと罪深い人だけれど。

　……優しい人でよかった。

　少女にとっては、これ以上なき幸福だ。

　対する男にとっては──極めつきの不幸だったかもしれないけれど。

（ごめんなさい。わたしばかりが、わがままで、欲深くて）

　心の中では何度でも謝る。けれど、決意は揺るがなかった。

　男の方を向き直り、その青い瞳を輝かせて。

「では、言い直すわ」

　姫君のように。

　女王のように。

「この島の人ひと達を殺して欲しいの。頼めるかしら」

　殺せ、と少女は命じた。

　美しい顔で。凜り々りしい声で。

　少女の名は、シュガーリア。

　黒き装束でこの島にやってきた、死霊術師ネクロマンサーの孫娘であった。

　対する男は、声には出さず、喉だけを鳴らして笑った。

「誰にものを言ってるんだ？」

　男の名はヨクサル。ヨクサル＝ツェークェンツク。

　生きているだけで罪を犯すと言われた大罪人であり。

　そしてこの島においては、孤独を力に変える悪魔を背負う男である。

　そしてヨクサルは、唇を億おつ劫くうげに曲げたあとに、嘲るように言ったのだ。

「──人間殺すなら、ちょっとばかし、ひとより得意な男だよ、俺は」

　そのことを、誇ったことなどただの一度もなかったけれど。




　男は、いと長き孤独の果てに少女と出会った。

　少女は、いと深き孤独の底で男と出会った。




　ここはかつての黄金の島であり。

　今は悪魔の島であり。

　そして未来永えい劫ごう、孤独の島であった。













第一章　黒い海に一艘そうの小舟







　黒い海を見たことがあるか？

　船乗りにそう問えば、彼らはその豊富な経験から、様々な答えを返してくるだろう。地理や天候。あるいは盛りに盛られた冒険譚たんの導入として。

　けれど、この海域の船乗りは、みな口を揃そろえて言ったものだった。

　──黒い海といえば、そりゃあ、あの悪魔の島を囲う海のことだろう。

　苦々しく、顔を歪ゆがめて。呪いを口にのぼらせるように。

　彼らが渡る海の一角が黒く染まってから、もはや数十年という年月が経たとうとしていた。

　黒い海は魚を溺れさせ、海底を裸にし、生を喰くらって死に変える。

　その海域は禁域とされていたが、近寄りさえしなければ、黒い波は自分から口を開けて吞のみ込こんでくるようなことはない。

　しかし今、船乗り達が忌避するその黒い海に、一艘そうの船が肉薄しようとしていた。

　溶かした青空に夜を沈めたような、深い色をした海はその色の深さとは裏腹に荒れていた。天候は快晴だったが、海原の方はそうはいかなかった。

　波自体が意思を持って荒れ狂い、船を吞のみ込もうとするようだった。

「嬢！　中に入っとうや！　振り落とされてもしらんぞ！」

　船を操っていた老人が、火のつかないパイプをくわえたままで舵かじをとりながら叫んだ。

「大丈夫！」

　先頭でロープにつかまっていた少女が、船乗りに答える。

　甘い金の髪の少女だった。細い身にまとう服は、旅に似つかわしくない黒に幾重もの薄いレースで、極端な肌の露出の少なさは、あたかも喪に服すための装よそおいのようだった。

　暗く重い色の服を着ているというのに、軽く華やかな印象を与えるのは、強い光をたたえた青い瞳のせいなのだろうか。色の薄い瞳は、光の加減によっては銀とも見まごう輝き方をした。

「見えてきたわ！　島よ！」

　喜びの溢あふれる声で少女が叫んだ。はねるように甲板を移動すると、用意しておいたロープをほどき、海に放したのは、ひとりか二人乗り込むのがやっとという小舟だった。

　彼女のつたないロープの扱いに手を貸しながら、老人が叫ぶ。

「本当に行くのか。考え直すなら、今、今、今しかなかぞ」

　大きな船はこれ以上目的の島に近づくことは出来なかった。ここまで来られたのも、老人の熟練した腕のおかげだった。

　あれに見えるは悪魔の島。

　取り囲むは黒き海。

　老人は老い先短い身でありながら、自分の命を惜しむ心を持っていた。だから、これ以上船を進める気にはどうしてもなれなかった。

　ここまでの手引きを頼んだ少女にしても、それは承知の上だった。ここまで連れてきてもらえただけで、十分過ぎた。そしてなにより老人の、己の命を決して軽んじない考え方を、美しいと思っていた。

　だから、ここで老人と少女は別れねばならなかった。

　老人もそのことを承知の上で、最後にこれまで幾度も交わした問いを、もう一度投げたのだった。

　本当に行くのか、と。

　思いとどまるとしたら、今しかない。けれど少女の表情には、ためらいはなかった。最初に出会った時から、少女には決意しかなかった。

　名を名乗るよりも先に、黒い海を越えて、悪魔の島に行きたいと少女は言った。

　なんのために？　と老人は尋ねた。

　問うまでもなく、金のためだろうとは思った。あの島には財宝が眠っていると言われている。この数十年、多くの人々がそのために命を落としたことも知っていた。だから、少女が若いみそらで、なにゆえそのような財を求めるのかと尋ねた。

　けれど少女は、「自分のためよ」と答えた。

　老人には理解しがたかった。まだ少女は、大人の庇ひ護ごを受けているはずの年齢にしか見えなかった。

　その若さで、そんなに金が欲しいのかと重ねて尋ねれば、「お金よりも、もっと」そう言ったあとに、少女は言い直した。

「いいえ。本当に大切なものは、数えられるものと比べてはならないってならったの。その価値が曇ってしまうから」

　だから、自分は、その本当に大切なもののために、あの黒い海を越えたいのだと少女は懇願した。

　老人はしばし黙して考え、彼女の望みを受け入れた。小さな少女のために、船を出す心を固めた。

　そうしてここまで船を進めてきた。少女は輝く笑顔で言った。

「ありがとう、船乗りのおじいちゃん！　わたしを乗せてきてくれて！」

　迎えはいらないわ、と少女は言った。小舟はそのまま、頂戴するつもりだった。そういう約束だった。

「はじめての船旅、とっても楽しかった！」

　輝かんばかりの笑顔に、老人は皺しわに埋もれそうな目を細めた。

　海の色が黒くなるに従い、風もまた塊のように船をなぶった。最後に老人は、ふきすさぶ風に負けぬよう、一言一言を嚙かみしめるようにして言った。

「わしも、お前さんのような嬢を船に乗せたのははじめてのこった。わしには子供がおらんから、こんなことは思ったことはなかったが、……孫がおったら嬢のようだったかもしれんよ」

　どんなに荒れた海でも果敢に渡り、幾人もの死を見送った船乗りの老人が、こんなにも感傷的なことを言うのはとても珍しいことだった。

　本当に大切なものは、数えられるものと比べてはならない。

　老人はふと、そんな風に、少女の言葉を思い返す。

　その価値が、曇るから。

　少女は別れにも慣れた様子で、にっこり笑って老人に向け手を振った。

　時を同じくして、小舟が切り離される。荒れた海原に、こぎ出すというよりも放り出されるように。

　ねぇ！　と少女の声が泡のようにはじけて飛ぶ。

「よければ覚えていて！　わたしは、シュガーリア。小さなシュガーリアよ。あなたさえよかったら」

　最後に少女は、群衆の嘆きのような波の音にも負けず、高らかに告げた。

「わたしをあなたの孫娘だと思ってくれて、かまわないわ！」

　海は広く、世界はより広く。

　生命は一瞬だ。

　だから、二人はもう二度と、出会うことはなかったけれど。通じた気持ちには、ただのひとつの、噓うそもなかった。
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　黒の海域に入った小舟はすぐに、轟ごう々ごうという音に吞のみ込まれた。風の音のようでもあったし、波の音のようでもあった。

　けれど本当はそのどれでもないのだと、シュガーリアは知っていた。つま弾かれる彼女の感性が告げていた。

　見えていたはずの目的地の島は、瞬またたく間まに黒い海の波に阻はばまれ見失ってしまった。小舟に仁王立ちし、シュガーリアがこれから行うのは、操そう舵だではなかった。

「……ひどい声だわ」

　ひとりごちるように、シュガーリアが言う。船が揺れる。振り落とされそうになる。響く音は、自然のものではない。

　シュガーリアはポケットから鎖を取り出した。いくつもの宝石を下げたその鎖は、闇でもきらめくまばゆい光だった。

　その光に呼応するように、音が──声がまた、一段と大きくなる。シュガーリアの薄い色の瞳は、黒い海から海藻のように無数に生える、青白い腕をとらえていた。

　それは死した人の魂であり、怨念であり、島を中心に渦巻く呪いでもあった。

「無念なのね」

　鎖を鳴らす。光を散らして。

「あなた達には」

　海の黒さに、白い泡の縁取り。

「欲望があったんだわ」

　音はかろやか。鈴の音のよう。

「もしくは、願いがあった」

　そして、声は、祈りのようだった。

　嘆きは一層大きく、波は強くなる。シュガーリアはけれど、膝をつくことさえせずに、まっすぐ前を見詰めたまま言い放った。

「それが成らなかったから、こうして、人を吞のみ込もうとするのね」

　彼女が行ったのは、感応であり、呼応であった。嘆きを紐ひも解とき、呪いをほどく。同調し、寄り添う。思考と、心に。ただし……その対象は人ではない。すでに、息絶えた魂達だ。

　この黒い海では、無念が形を成している。

　欲望を持ち、願いを持ち、悪魔の島に踏み込もうとして、果たされることなく死んでいった者達。

　彼らが今、島を取り囲み、近づく船を吞のみ込もうとしているのだ。

　シュガーリアは鎖を握り、自身の唇をなめる。額には汗がにじんでいたが、指先は冷たかった。

「──でもね」

　言葉は、届いているはずだ。変容させるべき魂はすでにここにある。降霊を行うまでもない。よどみ沈むものに、ただ、語りかけるだけでいい。

「みんな、そうなのよ」

　目を細めて、唇を震わせて。

「特別なことじゃあないわ」

　小舟が、ピシピシと嫌な音を立てた。抵抗だった。言葉など聞きたくない魂達が、力尽くで船を叩たたき割わろうとしていた。

「みんな、なにかを成したくて、出来なくて、成せたとしても、上う手まくはいかなかったり、結局すべてが台無しになったりする。そんなものよ」

　そんなもの。

　言うことは簡単だ。けれど、認めることはなんと難しいことだろう。それでも、認めてもらわねばならない。ほんの一時でも。

　言葉を、響かせて、その言葉に従わせなければならない。

「それでもね、──楽になってもいいの」

　シュガーリアは思い出す。彼女が敬愛する家族は、師達は、ここにいたなら、今も生きていたなら、どんな言葉でこの嘆きと語らっただろうか。

　彼らなら、もっともっと上う手まくやれたことだろう。

　もっと寄り添うことが出来ただろう。それに比べたら、シュガーリアのこの術は、あまりに至らず、あまりにつたない。けれど──偉大なる師達の遺志は、確かに継いでいたから。

　そうよ、と語りかける、やわらかな言葉が、呪いの魂を包む。

「諦めて、楽になったっていいんだわ」

　ふっと、笑みさえ浮かべて。

「楽になんてなれないって思うでしょう？　そうね。それもそうよ。楽になんてなれないわ。でも、もういいじゃない」

　いっそ傲慢に、彼女は言うのだ。

「わたしが許します」

　荒れ狂う波をかぶり、シュガーリアの黒い服が濡ぬれた。同時にずっしりと感じたのは、彼女にすがる魂の重みだった。

　腕に絡からみつく白い魂に手を重ねるように、シュガーリアは鎖を捨てて、その冷たい手でなでるような仕草をした。

　涙を落とせば、感傷的だと笑われてしまうだろう。今はもういない、彼女の師達に。

　だから目を伏せようとも涙は落とさず、シュガーリアは言う。

「たいした許しじゃないわ。でも、わたしにだって出来ることだもの。あなたも、自分にそうしてごらんなさい」

　黒い海を浄化するような強い力は、シュガーリアにはなかった。けれど、未まだ、ほんのひと時、いくつかの魂だけでも。

　彼女は確かに、その手中に摑つかんでいた。

「自分を許して、と言ったの」

　アアア、と声がゆっくり変質していく。

「そして、楽になってもいい」

　震えている。その震えは、水の冷たさでも恐怖でもない。

　自分ではないものの、慟どう哭こくだった。

　そうしてシュガーリアからこぼれた声は、組み上げられた術式でも、使役するための力でもなかった。

「本当に、無念ね」

　心の底から、囁ささやいた。

　今はもう、戻るべき身体もない魂達に。

「そればっかりが、本当ね。本当で、いいと思うわ」

　ゆっくりと、ほどかれた腕が、今度は船を押し上げる。未まだ、海は黒く、波は荒かったが。

　その向こうに見える、ひとつの島に向かって。

「わたしは誰かって？」

　反響する声のひとつが問いかける。名を。存在を。確たる証あかしを。その声に、強い意志を持って、少女は答えた。

「わたしはシュガーリア」

　おんおんと、嘆きが大きくなる。小舟が大きく揺れ、粉々になりそうになる。

　この黒い海で。

　前も後ろも、上下さえ失う、その中で、この名乗りだけは上げねばならないとシュガーリアは感じていた。

　自分が自分としてここに立つ、唯一のよすがだ。

「隠者の土地にありてさえ、すでに排斥された、忌いまわしき魔術師の一族。滅びを運命づけられ、そしてそれに殉じ、いまひと度、ほんのひと時、抗あらがいの爪痕を残さんとする者」

　喉をならし、目をらんらんと光らせて。

　その果実のような唇で。

「この魔術の名は──死霊術ネクロマンシー」

　彼女は、宣言をした。その名を虚こ空くうに刻むように。

「わたしはシュガーリア」

　何者であるのか。

　どう生きるのか。

　なにを為なすのか。

　黒い海のただ中で。

　たったひとりで。

　シュガーリアは言った。

「死霊術師ネクロマンサーの、孫娘よ」

　そう告げた、その瞬間だった。唐突に、本当に唐突に。

　──一艘そうの小舟は、闇に包まれた。

「！」

　シュガーリアが息を吞のむ。目を潰され、耳の膜を破られたかと思った。それほどまでに前後不覚となる、唐突な闇だった。甲板の上でよろめき、かたわらの柱を摑つかんだ。足下に落ちた鎖が小さく音を立てて、まだ、自分の耳が生きていることを知った。

　生きている。正確を期すならば……機能は、している。

　それならば、あの群衆の無念は、嘆きは、果たしてどこに行ったのか。

　感じたのは、恐怖だった。静寂が怖いだなんて、そんな、臆病なことを自分が思うだなんて。

　でも、だって、この暗さはまるで死だ、とシュガーリアは思う。

　これは。死だ。

（でも、死なら）

　わたしは、余計に恐れてはならないはずだ……！

　そう心を奮い立たせ、じっと目をこらす。そこにひとつの影が立っている。空中にあるのか、水上にあるのかはわからない。

　そこに、誰かが立っている。

　闇の中でぽっかりと、分厚い外がい套とうをまとったシルエットで。

　長い杖つえを杭くいのように立て、その者は言った。否、本当にその者の声帯であったのかはわからない。

　ただ、海鳴りのごとく音が、響いた。

（ひ、き、）

　ごう、ごうと。しわがれた声のように。かろうじて、男のものだということはわかった。

（か、え、せ）

　その時シュガーリアが思い出したのは、今まさに別れたばかりの、あの船乗りの老人だった。そして、自分を育ててくれた、数々の優しい手とかすれた声のこと。

　引き返せ。

　命が惜しくば。

　そう、あの声は告げているのだ。

　そしてシュガーリアは気づく。

「いいえ」

　この暗闇の正体。これは、死ではない。限りなく死に近いもの。この深く重い闇は……孤独だ。

　死がシュガーリアの傍かたわらにあるものなら。

　かのひとの傍かたわらにあるものは、孤独であるのだろうか。

「いいえ、わたしは」

　そしてシュガーリアは幻の誰かに手を伸ばす。決して届かないことはわかっていたけれど。

　この静寂を越えて。

　この闇と孤独を越えて。

「あなたを愛するために、ここまで来たんだもの」

　ひときわ大きな波が、少女ごと、小舟を吞のみ込む。けれど彼女は闇の中に手を伸ばし、人魚のようにあぶくを吐いた。

　音が、かえる。その瞬間に耳に蘇よみがえるのは、怨えん嗟さの声。しかしそれが波となり、自分を運んでいってくれるような気がした。

　それがどれほどの痛みでも、苦しみでも構わない。

　木の葉のように波にもまれて、少女は進む。あの島へ。

　愛を与えるために。愛を得るために。美しさのために。喜びのために。そして……復ふく讐しゆうを遂げるという、欲望のために。













第二章　死者だけを友として
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　シュガーリアの記憶は、暗い洞窟からはじまっている。

　最初、のことは、そう多くを覚えていない。

　季節を問わず、いつも少しだけ湿った岩の洞窟は、ヒカリゴケと魔術のあかりだけが頼りで、緩慢にうごめく人々は皆個としての判別がつくことを嫌うように、灰色のローブで身を隠しながら生活していた。

　洞窟に棲すまうものすべてが家族であり、友であり、仲間であり、師であり弟子であり、より正確に表現するのならば、排斥されし者達の寄り合いであり、滅びの一途へ向かう、道連れでもあった。

　──隠れて生きよ。

　彼らは己の禁忌に対し、十分に自覚的だった。だからこその隠者であり、暗所における日々はまるで罪人のそれだった。

　かつて、彼らは、志を持って集まったはずだった。

　そして長き時を経て、志だけが彼らの生きる頼りとなっていた。

　光を浴びず、外界とも関わらず。どの国にも与くみせず誰のもとにもくだらない。ただ己らの魔術を研究し、研けん鑽さんするだけの日々。

　その中で、跳ねるようなシュガーリアの金髪は、数少ない光の破片であり、シュガーリアが駆け抜けたあとに残る金糸は、金の足跡と呼ばれた。

　昼も夜もない薄暗い空間に、薬品と土と水、埃ほこりのにおい。

　そんなもので構築された世界だったけれど、シュガーリアの記憶をあざやかに彩るのは、どこまでもあたたかな思い出だった。

　砕いたクルミをとろりと流した、香ばしいタルトのにおいをよく覚えている。

　シュガーリアがなにより大好きだったものだから、クルミのタルトは、それこそ三日と間をあけずに焼き上がり、その度に金の足跡を追って、誰かがシュガーリアを呼びに来た。

「どこかね、可愛かわいいシュガーリア」

　いつもは厳しい顔をして硬くかすれた声しか出さない彼らが、シュガーリアを呼ぶ時だけは、やわらかく、はりのある声を上げたものだった。

「来るがいい、タルトが焼き上がったよ」

　はい、じじさま、とシュガーリアは喜びとともに立ち上がり、タルトの待つテーブルについた。

　広間に置かれた石のテーブルには、いつも誰かが座っていた。タルトの焼き上がりとともに現れる魔術師達は、なにもタルトを食べたかったわけではなく、タルトを食べるシュガーリアを見にやってくるのだ。

「ああいやだ、またこのにおい。においだけで胸焼けがしそうじゃないの」

　そんなことを言いながら、シュガーリアの隣に座るのはいつも同じ老女だった。でっぷりとした大きな身体に、強い薬草のにおい。他の仲間達と同じく、老いていると言われるほどに長きを生きていたはずなのに、彼女には老人らしさがなかった。濃い化粧のせいなのか、ゆたかにまとった贅ぜい肉にくのせいなのか。美しさでははかれない、老婆という言葉が似つかわしくない老女だった。

　その服装も、灰色のローブではなく、本来ならば身体をひきしめる印象を与えたはずの黒衣で、フードのかわりに黒いレースのヘッドドレスを身につけていた。

　魔術師というよりも、恰かつ幅ぷくのいい女主人という風体で、いつもどこか疲れた口調で彼女は言ったものだった。

「ああ、シュガーリア！　アンタは本当にね、うちを死体屋じゃなくタルト屋にでもするつもりなのかしらね」

　口を開けば小言のように響くそれらは挨拶代わりで、本当に嫌に思っていたわけではない、とシュガーリアはわかっていた。

　表現をはばかるということをしない彼女は、この洞窟を死体屋だと表現した。確かに彼女の言うとおり、暗い洞窟には、息づく人の頭と同じか、それ以上に、すでに息絶えた人の頭が隠されていた。

　ここは、そういう場所だったから、シュガーリアはそれを怖いと思ったことはなかった。そう、老女の口調と同じように。

　頰にタルト生地のかけらをつけながらシュガーリアは言う。

「タルトだけじゃないわ。クッキーもパイも、おんなじように好きよ」

「ああいやだ、小娘だけがありがたがる、浮かれたくいものばかりじゃない」

　そう言って、彼女はいつも、大きく特徴的な指輪をはめた指で、長い葉巻をふかすのだ。ただ、その煙は、シュガーリアにかからないよう配慮されていたため、シュガーリアの記憶には、彼女のそっぽを向いた顔ばかりがある。

「ねえ、ばばさま」

　シュガーリアが他の魔術師をじじさまと呼ぶように、彼女のことは、ばばさまと呼んでいた。けれどその呼び名は、本人には不興を買っていた。

「キュイエと呼びなと言ってるでしょう。アンタにババアと言われる度、とらなくてもいい年をひとつずつとっていくような気になるのよ」

　ぶるぶるぶる、と贅ぜい肉にくを揺らすようにしてキュイエはシュガーリアの呼び名をはねつけたものだった。じゃあ、とシュガーリアは言い直す。

「キュイエばばさま」

　そう言えば、決まってキュイエは「はん」と幾重にも丸い煙を吐いた。けれどそれ以上は、受諾も拒絶もしなかった。

「ねぇ、キュイエばばさま」

　シュガーリアが続ける。

「人は死んだらどこにいくの？」

　唐突な言葉だった。幼く愛らしい少女の唇から紡つむがれるには、突拍子もない言葉だった。けれどその広間にいた誰も、シュガーリアの言葉に驚くことはなかった。

　人が死んだらどこにいくのか。

　それは、彼らには、明日の天候を占うよりも慣れ親しんだ問いだった。シュガーリアだけでなく周囲の師達もまた、思慮深い師の言葉を待つように、老女キュイエの言葉を待った。

　キュイエはゆったりとした口調で、けれど迷いなく言った。

「身体は土か、火葬場さ。海に流されりゃあ、水にもなろうよ」

　タルトを崩しながら、シュガーリアが言う。

「じゃあ魂は？」

　ふん、とそこで鼻を鳴らして、キュイエが言う。

「そんなことを聞いて、どうするっていうんだい、この子は」

「知ってみたいわ。知りたいと思ったの。いけないこと？」

　ませた口調でシュガーリアが尋ねる。

　いけないか、いけなくないかで言えば。

　指揮棒を振るように葉巻を回して、キュイエは言った。

「アンタには過ぎたことかもしれないね。だってアタシ達は、何十年も何百年も、その魂とかいう奴やつの、行く先を探しているのだから」

「だったら、他の人よりはわかっているってことよね？」

「ええ、もちろん、少しはね」

　深いため息をついて、キュイエが言う。

「──暗くて遠いところだよ。それは、天国でも地獄でもないのさ」

　抽象的な答えだった。

　けれどそれは子供に言ってもわかるまいという、誤魔化しの言葉ではないのだろうということが、シュガーリアにもわかった。

　この洞窟に暮らす人々は、宗教を信じない。

　神の存在は研究しているけれど、己達が脈々とたどってきたもの以外に、決して信じることはしない。この暗闇に、魔術の深しん淵えんに、足を踏み入れた時から、神を捨てなければならない。

　理由は簡単だった。いかなる信教をもってしても、彼らは罪人であるからだ。信じた分だけ断じなければならないからだ。己達を。

　犯した罪を償うだけの時間も余裕も、彼らにはないのだった。下される罰があるのならば甘んじて受けるだろう。それまでただ、進まねばならない。識しらねばならない。

　生きている限り。否、死しても、なお。

　だからこそ、死の向こう側にある世界について。彼かれ達、彼かの女じよ達は、人間の中では一番詳しいはずだった。

　その彼女らにシュガーリアは聞いたのだ。魂はどこにいくのか。そして。

「……怖くは、ない？」

　宝石のように美しい目で。優しさと喜びを詰めたような甘いタルトを、フォークの先でほじくりながら。

　肉体と臓物の話を。

　そしてそこに類する恐怖の話をしている。

「怖いわよ」

　憤いきどおりに、諦めに、それからさまざまな感情を熱した鍋にくべるように顔を歪ゆがめて、キュイエが言う。

「ひゃっぺん触っても怖いでしょうね」

　それから最後に吐き出すように、小さく笑んだ。威圧感ばかりを与える外見なのに、それでも赤い唇が笑めば、愛あい嬌きようと色気が漏れ出るようだった。

「麻ま痺ひしたことなんか、ただのいっぺんもありゃしない」

　それは意外な言葉だった。この洞窟には、数多くの死が運ばれてくる。そしてその死した者達を、まるで生きている者のように、否、生きている者以上に丁重に扱うことが出来るのがキュイエだった。

　死体が怖くはないのかとシュガーリアが聞いた時には、「怖かないわよ」とキュイエは答えた。

「怖かないわ。……どうしてかしらね。生まれた時からよ。アタシは、死体の扱いに対して、才能を持って生まれてきたんでしょうね」

　自虐的な言葉ではあったが、真実でもあったのだろう。そのキュイエをもってしても、死ぬのは怖いという。

　死体は怖くないのに。そんな希け有うな才をもってしてもなお、……死ぬことは怖いと。

　しかし、彼かの女じよ達は同時に知っているのだ。

　長き月日を、死とともに歩みながら。

　怖いものは、怖いだけで。

　どうしようもならないし。

　怖いものは、ただ、怖いだけだ、ということに。

　それは、麻ま痺ひではない。諦めにも似ているが、真摯で、貞淑な、理解だった。

「ただ、怖い。それはいつかは、もういいか、ともなるんでしょうよ」

「もういい？」

「そう、怖いし、死にたくはない。終わりたくはない。でも……ここまで生きて、それなりに、もういいか、って。徒労がゆっくりと毒のように回るの」

　そういう時が、死に時よ、とキュイエは言った。

　そうか、とシュガーリアは思う。今はまだ、怖いけれど。そういう日が来るのならばいいなと。もういいと、言えるなら。

　終わりもまた、悪くはないことだろう。

「ねぇ、キュイエばばさまは、もういいって思う？」

「そりゃあ、こんなババアになれば、ねぇ」

　彼女はシュガーリアにばばとは呼ばせないくせに、自分からはよく、自分をばばだと言ったものだった。

「もういいんだよ、アタシ達は」

　自分だけの言葉ではない、そんな気がした。彼らは常に、終わりの向こう側を見据えていながら。もういいと、自じ分ぶん達に終わりを与えていたような。

「でもね」

　とキュイエは静かに続ける。

「いいかい、肉体も臓物も替えがきく。魂だけは、離れちゃ戻れない。一度離れて戻った魂は別物だ。本当は、魂が一番初めに離れるように出来ている。それから臓ぞう腑ふが腐り、器が朽ちる」

　タルトを崩しながらする話では、決してない。けれどそれが彼らには日常であり、シュガーリアもまたそれに倣ならっていた。

　いつも彼らは血と肉と魂の話をしていた。

「でもね、シュガーリア」

　ゆっくりと視界が揺れ、記憶が揺れる。

「魂は時に、抵抗をする。執着という形で」

　泥水のような意識の中で、聴覚だけが、最後に残る。

「執着があると、死なない？」

「そうじゃない」

　指の数より多くの指輪をつけた手をすりあわせて、キュイエが言う。

「執着があると、死にきれないのさ」

　だから、自じ分ぶん達がいるのだとキュイエは言う。死にきれない魂を、死なせてやるために。

　あるいは。死にきれない魂を、呼び戻すために。

　彼かの女じよ達は、己の罪に自覚的であり。

　彼かの女じよ達は、己の欲望にもまた、自覚的であった。

　だから、甘いタルトを頰張るシュガーリアを見ながら、目を細めて言ったものだ。

「もしもアタシ達に執着があるとしたら」

　最後に、キュイエは笑っていたのだろうか。

「アンタくらいよ、そんなもの」

　……それは、泣き声みたいな、声ではなかったか。

　その言葉に、シュガーリアはうろたえた。なんと返していいのかわからなくて、ひときわ大きな口をあけて、タルトを頰張った。

　しつこいまでのその甘さが、シュガーリアを喉の奥から甘やかしてくれるようだった。

「ねぇ」

　そしてシュガーリアは誰にともなく言うのだ。

「今度、わたしの誕生日があるでしょう？」

　生まれた日ではない。シュガーリアが、この洞窟に来た日だった。

　それを、誕生の日だと、シュガーリアが勝手に決めた。

「わたし、誕生日には空が見たいわ」

　そう、誰ともなく、宣言するようにシュガーリアは言った。この陰気な洞窟を、嫌いだと思ったことは一度もなかったけれど。

「くさっぱらの中で、みんなで」

　ただ、素晴らしい思いつきを言うように。

「クルミのタルトを食べるのよ」

　そう言いながら、頰張るのだ。愛をそのまま。甘さにかえて。

「ねえ、じじさま、ばばさま」

　そう言った時の、皆の表情を、なぜかシュガーリアは、もう覚えてはいない。

　いつか。そう、いつか。晴れやかで、絵に描いたように幸福な日に。

　──みんなで、ピクニックにいきましょうね。
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　細やかな波が、砂に打ち付ける音がしている。

　寄せては、返す。

　帰りを促すように。回帰を求めるように。果てしない昔に、人がここから陸にあがったのだと囁ささやくように。

「ん……ううん……」

　倒れたシュガーリアが砂浜に頰をこすりつけると、チリチリとした焼けるような痛みが走り、目覚めを強要する。

「──ああ、ああ、まったく……」

　ゆっくりと手をつき、重い頭を持ち上げながら、誰ともなくシュガーリアは呟つぶやく。

「どうして、夢なんて見るんだろう……」

　ぽたりぽたりと、しずくが頰をつたって落ちた。その大部分が、彼女が浴びた海水だったけれど。

「夢で泣くなんて、本当に──」

　本当に。

　それ以上は言葉にならず、シュガーリアは激しく首を振る。

「覚めれば忘れるだけの夢に用はないわ」

　自分を奮い立たせるようにそう言うと、勢いをつけて立ち上がる。

「ここが……悪魔の島」

　足下には白い砂があり、背後には暗い色をした海が広がっていた。けれど先ほどまでの嵐とはうってかわって、押し潰されそうに青い空と、うっそうとした木々があった。

「なんだ」

　いからせていた肩を落とし、シュガーリアが言う。

「なんだか……普通ね」

　シュガーリアはずっと暗い洞窟の中で暮らしていたものだから、普通のことはよくは知らない。けれど、眼前に広がる島が、それほど特別だとは思えなかった。むしろ、すがすがしささえ感じたものだった。

　悪魔の棲すむ島。

　海を黒く蝕むしばむ死の一島。

　そんな世にもおそろしい話ばかり聞いていたから、拍子抜けしなかったといえば、噓うそになる。

　この島は、かつて黄金の島と呼ばれていた。

　在りし日はこの海一帯を統すべていた王国があったと言われている。

　そしてその財宝が、今でも眠っていると。

　だから、この島を暴こうとする者はあとを絶たず。

　一方で……帰ってきた者は、誰もいないと言われている。

　シュガーリアはひとりきりでその島の大地に立つと、キュイエの教えを思い返した。

「新しい土地に着いたならば、その土地に一番聡さとい人に教えを請こいなさい。それが叶かなわないのならば」

　言いながら、彼女はうっそうとした密林に足を踏み入れようとし、その入り口で、一本の小枝を拾った。

「ゆかりの深き魂に尋ねなさい」

　なにかの拍子に折れたのか、まだ葉がいくつか残る小枝だった。

　シュガーリアはその小枝を手に取ると、砂浜へと後ずさり、指先で砂に簡単な陣を書いた。

　単純なものであったが、精巧なものだ。

　円はほぼ真円に近く。

　数式と文字にはひとはねの狂いもない。

　中心には小枝。そして、さげた鎖からちぎったのは水晶だった。純度の高い透明な結晶は、周囲の力を集める役割を果たす。

　手のひらを宙に浮かし、呼吸を三度。

　骨の間を風が吹き抜けていくイメージ。下流ではなく、上流に。そして、集合体としての力を、逃さぬように囁ささやいた。

「──疾とく、来よ」

　枝は、器だ。かつては地と空をつないでいたもの。臓物はほんのひと時、土地の水が代用してくれるだろう。そして。

　……この島には、魂に模しても余りある、執着が染しみついている。

「──応えて」

　次の瞬間、水晶が割れ、砂に帰した。ちりりとした痛みを感じた。大切なものを失う痛みだ。魔力を閉じ込めた宝石。シュガーリアの宝物。

　それが砕けたということは、彼女の行った術の成功も意味していた。

　シュガーリアが行ったのは、初歩的な、魂入れの術式だった。辺りに彷徨さまよう死し霊りようを集め、触媒に閉じ込める。死霊術ネクロマンシーはこの術を発展させ、死した人間の身体をも動かす。

　それは、決して蘇そ生せいではない。死した者は戻らない。傀かい儡らいであり、玩具だ。ただ、そこに意思が発生したのなら。それは、どこまでいけば心となるのか。

　どこまで成れば、魂となるのか。

　死霊術師ネクロマンサー達が心血を注いで研究し続けていたのは、そうした論理であり、魔術であった。

　また、彼らが扱うのはそれだけでなく、死にかけた生物を生き返らせる術、死した魂から言葉を聞き出す術もあった。

　けれどそのどれもが、人の道を外れた所業でしかない。

　ゆっくりと指先で、シュガーリアが小枝をなでる。脳裏に組み上げた術式をうつせば、かすかに、葉先が揺れて。

「……ッシャ──！」

　カクカク、と音を立て、跳ね上がるように小枝が叫んだ。

　見れば、枝にあったうろが、ぱっくりと口をあけ、目らしき空洞も見えた。

「ゲロ、逃ゲロ！　今スグ！」

　薄い石をこすりあわせるような、耳みみ障ざわりな声でわめきたて、小枝はシュガーリアの腕を駆けのぼり、肩から飛び降りた。

「ちょっと！　ちょっと待って！」

　慌ててシュガーリアが手を伸ばすが、すり抜けて何度も跳ね。

「イヤダ、イヤダ、イケナイ、ココ、イケナイ！」

　それはシュガーリアの周りを幾度も回りながら言う。

「子ドモ、女、娘、逃ゲロ、逃ゲロ！」

　不慣れなステップでも踏むように、シュガーリアがその小さな影を追いながら、言う。

「わたしは逃げないわ！」

　強い言葉に、小枝は驚いたように跳ね上がり、近くの岩場の陰に隠れる。

　その岩場に向けて、シュガーリアが言う。

「わたしはこの島の秘密を解き明かすためにここに来た。わたしは今はなき魔術師の一族、死霊術師ネクロマンサーの孫娘、シュガーリア。絶対にわたしは逃げないし、帰ることはない。……だから、だから、教えて」

　岩場の陰に隠れた小枝は、息をひそめて気配を消している。

「この島のこと。あなたのこと」

　答えは、ない。

　騒がしさは噓うそのように消きえ失うせて、そっと岩場の後ろを覗のぞいても、いたはずの小枝は影も形もなかった。

「そんな……」

　がっくりとシュガーリアは膝をつく。小さな術式ではあったが、擬似的にも魂を扱う術は、簡単ではないし、疲れないわけでもないのだ。

　疲労もあったし、大切にしていた水晶の、喪失もあった。

　そして、その結果として逃げられてしまうのならば、落胆もまたひとしおだ。

「わたし、本当に才能ないなぁ……」

　話す相手もいないから、ひとりで言う。噓うそくさい響きになった。

「最後の弟子がこんなんじゃ、ばばさまも……」

　けれど、キュイエ達のことを思えば、さみしさは消えた。心の中で彼女に呼びかける度、あの、厭えん世せい的で皮肉げな答えが返ってくるような気がしたのだ。

『弟子なんかじゃないよ。アンタはね』

　そうだね、とシュガーリアは思う。

　多分そう。きっとそう。自分は多くの術を彼らから学び、習ったけれど、それは彼らが自分の叡えい智ちを継がせようとしたからではなかった。

　あの暗い洞窟で、シュガーリアの好奇心の向かう先が、彼らの行う魔術であることは避けがたいことであったし。

　シュガーリアにはどこまでも甘い「じじさま」達が、教えて、と乞うシュガーリアに、己の、脈々と受け継いできた一族の叡えい智ちすべてを、手厚く、子細に、教えたくならなければ噓うそというものだった。

　慰めの少なかったあの洞窟で。

　咲きたいとうたう花があれば、水をやらずにはいられなかっただけのこと。

　それだけだ。それだけで、たとえ空気や水のように叡えい智ちを手に入れても、シュガーリアは多分最後まで弟子にはなれなかった。

　彼らは弟子をとらなかった。

　自じ分ぶん達が最後の死霊術師ネクロマンサーだと決めていたのだ。長きにわたる研究も、脈々と続いた魔術の歴史も、ここで止めると。終わるのだと。

　彼らは自じ分ぶん達の生き方を間違いだったと思ったのだろうか。隠者として、迫害されながら。しかし、彼らに悲壮さはなかった。どれほど死臭にまみれても。後世にまじないひとつを残せなかったとしても。

　為なしたいことを為なしただけだった。最後まで。

　だから、シュガーリアが死霊術師ネクロマンサーを名乗ることは、多分彼らの本意ではないのだろう。シュガーリアは、ただ、彼らの小さな孫娘だった。それ以上でもそれ以下でもない。

　シュガーリアは、最上の愛情の実りとして、今ここにある。

　愛情の証明は、この身ひとつで十分だ。

　そんな思いとともに、唐突に、強烈なさみしさがシュガーリアを襲い、思わず恐怖から目をそむけるように、両手で顔を覆った。身体は震えはしなかったけれど、喉の奥、瞳の奥が、さみしさでうずいた。

　洞窟を出てから幾度も、シュガーリアはこうして、得も言われぬさみしさに襲われる。けれど、その度に、呪文のように繰り返すのだ。

「大丈夫、大丈夫」

　いつかは、このさみしさを手放すことが出来る。

　もういいか、と思う日が来る。

　それは……今ではない。今ではないから、こうして立ちすくんでしまうけれど。いつかそう思えるのなら、また、顔は、上げられるはずだった。

　それからまだおそれと疲労の抜けきれない足取りで、元いたところよりそう遠ざかることはせず、近くの岩に腰をおろした。

　海辺の岩は長く潮風になぶられ丸くなっていた。あの黒い海でも、吹く風は岩も丸くするのだと思いながら、うなだれて、ゼンマイのきれたおもちゃのようにかたまっていた。

　陽が昇って、昇りきって、落ち始めた頃に。

　いつしかシュガーリアの足下に、細い小枝があった。

　音もなく岩の上にのぼってくると、シュガーリアの指先に、かぷりと嚙かみついた。

「…………」

　シュガーリアは目を細め、その姿をただ眺めている。

　肌の切れない強さでかぷかぷとしばらく嚙かみついてから。

「ナニシテ、ル」

　と小枝は聞いた。シュガーリアは驚くことも、目に見えて喜ぶこともせずに、静かに答える。

「待ってたの」

「ナニヲ？」

「ご挨拶ね。あなたよ」

　小さく笑いながら、シュガーリアが言う。小枝の先の葉が揺れたのは、首を傾かしげるかわりかもしれない。

「逃ゲタ、ノニ」

「でも、戻ってくるかもしれないじゃない？」

　小枝は困惑しているようだった。

　ぐるり、と口から上を回すような仕草をしてから、ぽつりと言った。

「行ケバ、良イ」

「だって」

　小枝に当たらないよう気をつけて、宙を蹴るように足を揺らして、言った。

「ひとりはなんだかさみしくって」

　そんな、甘ったれたことを、シュガーリアは言う。

　他にあなたのようなものをつくることも出来たけれど、別に、誰でもいいってわけじゃないんだもの。

　あなたに側にいて欲しかったから。一緒に行って欲しかったから。

　戻ってきてくれないか、待ってたのよ。

　どこまでも甘えた言葉は、シュガーリアがそれまで、甘やかされ、愛されてきた証拠でもあった。

　それからしばらく、寄り添うふたつの影の間には沈黙があって。

「ココハ、ヒトリ、皆」

　ぽつりと、小枝が言った。

「そうなの」

　シュガーリアが頷うなずく。かくかくと小枝が震える。

「来タモノ。皆オカシ、クナッタ。ダカラヒトリ」

　彼の魂は擬似的なものだ。完全なる個を元にするとは言いがたい。この島にこびりついた、妄執だった。

　この島に来た人間なのか、それとももとよりこの島にいた人間なのか……、最後に強く思った、感情に紐ひも付いている。執着とは名ばかりの……恐怖や、悔恨。その、集合体だった。

　だから、その記憶も、また、あやふやなものではあったけれど。

「コノ島、ハ」

　震える声が、足下から立ち上る。

「悪魔ガ、イル」

　その言葉に、シュガーリアが青い目を細めた。

「そうね」

　悪魔。その存在を、シュガーリアは知っていた。知ってはいたが……知っているだけだ。だから、実感としてはまだ、なにも湧わいてこない。

　恐怖も、おののきも、まだ。

　ただ、彼女はこの島についての知識だけがある。

　──識者曰いわく。この世界の裏側には、悪魔が棲すまう世界があるという。

　そんなものは過去の物語だと言うものもあるだろう。悪魔が人間の世界に溶け込んでいたのは、すでに何百年も以前のことなのだと。

　悪魔と契約を交わし、人じん智ちを超えた力を得ていた人々は、様々な名で呼ばれた。悪魔語り、悪魔憑つき、悪魔背負い……。その呼び方は、契約の仕方により様々であるが、そのどれもが、現在では排斥された禁忌のならいであった。

　もちろん対価もまた壮絶なものであったと言われているが、その対価を払う価値は十分にあったことだろう。

　歴史上には、悪魔と契約することをなりわいとする一族がいたとされる。しかし、彼らはもはや滅んだのだという見解が通説となっている。

（白き聖者が群をなして、悪魔を狩った──）

　古き裏側の世界と、この世界を完全に断絶するために、ある大国が組織した聖者の軍隊があった。彼らは容赦なく、正義の名のもとに悪魔に連なるものを狩った。そしてそうすることで、己の国力を強めていった。

　淘とう汰たではない。それは排斥だった。

　神話の終わりとも、幻想の断絶とも言われる。指揮をとったのは現在の大陸の覇者であるビルク大帝国で、異端討伐のために、強大な力を持つ機関からくりをつくった。

　彼らには正義の大義名分があった。

　悪魔と契約を続ければ、悪魔の世界がこの世界を侵食し、すべてを吞のみ込こむのだという。それが確かなのかはわからない。いや、確かである必要さえなかったのだ。もっともらしい理由があることがすべて。そのために、悪魔とつながる人間達は棲すむ土地を焼かれ、八つ裂きにされた。

　ほどなく、異端と秘術を使う者達も対象となった。

　悪魔とつながる者は滅ぼされ。

　死し霊りようを操る者もまた、この世界を追われた。

　その流れが間違っていたとは、シュガーリアも思わなかった。禁忌というのは、故あっての禁忌だ。自じ分ぶん達はいつかは滅びねばならないと、今は亡なき死霊術師ネクロマンサー達は言っていたし、理解もしていた。シュガーリアの家族がそうだったのだから、彼らが受け入れたものを、シュガーリアが否定するわけにはいかない。

　けれどいつか必ず滅びるであろうものを、それよりも前に力を用いて滅ぼすことは、暴虐や蹂じゆう躙りんではないのか。

（少なくとも、わたしは）

　わたしだけは、たったひとりであったとしても。

（絶対に、許さない）

　だから、この復ふく讐しゆうだけは果たしてみせる。

　そのために、山を越え、海を渡り。

　ここまでたどり着いたのだ。

　この島に棲すまうという悪魔は、その性質だけが、伝説としてこの島、海の外にも伝わっていた。

　悪魔の名は、マーラー。

　孤独を喰くらい、力に変える悪魔だという。

　孤独を喰くらうとは、一体どういうことなのか。考えても出ない答えを、何度も、いくらでも考える。

　悪魔と契約した者が、どのような力を得て、どんな風に力を振るうのか。

　考えながら、シュガーリアは呟つぶやいた。

「でも、その悪魔が独奏者ソリストだからって、わたし達もそうある道理なんてないわ」

　ひとりであるよりも、誰かはいてくれた方がいいだろう。

　たとえそれが……人や生者ではないとしても。

「ねぇ、一緒に来てくれる？」

　いつの間にか、岩にのぼっていた小枝をのぞき込むようにシュガーリアが尋ねれば。

「……名前、クレ」

　そう、導きの小枝は囁ささやいた。

　シュガーリアは綺き麗れいに微笑ほほえむ。

「最初からそのつもりよ」

　蘇よみがえりし者に、名を与える。それは、やはり擬似的ではあれども、生まれ直しをなぞる行為だ。

　そうすることで、また彼の魂は安定するに違いない。どこまでいってもそれは……やはり、生者とは違うけれど。

　もうすでに、名は、決めていた。

「よろしくね、ラモ」

　伸ばす指先を、小枝……ラモは駆け上がる。

　そうして少なくともこの孤島で、シュガーリアはひとりではなくなったのだ。

　ざわざわと木々が揺れ、砂浜には黒い波が打ち寄せていた。

　そうして少女は足を踏み入れる。多くの人間が死した島、今もその呪いにより、還かえる者もいない島の奥地へ。

　決して振り返らず。決して臆さずに。

　死の行軍のような道行きだった。










　夜通しシュガーリアはうっそうとした密林を抜けた。道は平へい坦たんとは言いがたかった。足下はなだらかな場所もあれば、まっすぐ立つことにも苦労するような斜面もあった。光はなかったが、星を読み、風を聞き、時に魔力の流れに触れて。

　財宝が眠るといわれる島の中央部の遺跡に向かっていた。

　密林は、不思議なほど生き物の吐息がしなかった。木々さえも、息をひそめているようだった。

　明け方に、石の上でほんの少しだけ眠った。「ソレだけでいいのカ」とラモが尋ねるが、「体力には自信があるの」とシュガーリアは笑った。

　少女はいささか傲慢なほど、大体のことには自信があった。

　名を得たラモは徐々に魂の形を固めつつあり、段々と流りゆう暢ちように言葉を操るようになった。

「ソッチ、チガウ」

　心なしかその外皮には表情らしきものも浮かぶような気がした。

　シュガーリアの行く道を、示してくれることさえあった。

「覚えているの？」

「おぼえて、ナイ」

　ただ、知っているかもしれない、というようなことをラモは言った。

　彼の魂は寄せ集めだった。だから、ラモとして意識を得たあとの記憶しかないはずだ。けれど、寄せ集めだったからこそ、その意識は混濁した色を残していたのかもしれなかった。

　そうして導きとともに密林を抜けると、広がった光景があった。

「うわあ……」

　思わずシュガーリアが声を上げる。そこに広がっていたのは、まごうことなき遺跡群だった。かつて栄華を極めたその面影を残し、所々を自然に蹂じゆう躙りんされ、朽ちはじめていたが、それでも吞のみ込みきれないほど強い、人間の意志があった。

　並ぶ高い壁は外敵から国を守ったのだろう。

　朽ちながらも美しき建造物は、計算し尽くされていたに違いない。

　水路に加えて、広い溜ため池いけも見えた。そこにたくわえられた水は、おけを持ち、水を汲くむ者を失ってもなお、豊かで美しかった。

　決して大きくはない国だ。けれど、固く強い国であったのだろう。その土地が、手つかずのまま残っているとしたら。

　財宝を求める人々には、もってこいの目的地に違いない。

「……でも」

　小声でひとりごちるように、シュガーリアは言う。

「静かね」

　あの密林と同じく、余りに静かだと思った。海を越え、島に乗り込むためのあの乱痴気騒ぎに比べたら、ざわざわと魂の嘆くあの海岸に、比べたら。

　倫理を外れ、この島に囚とらわれているという魂達は、一体どこにあるのだろう。

「行きましょう、とりあえず……」

　こうして遺跡を俯ふ瞰かんしていても仕方がない。シュガーリアは入り口を探した。

　正確に切り出された岩を積み重ね、高い壁が国を囲んでいた。壁を越えてもよかったけれど、どこから入るべきかと物色していた、その時だった。

「ダメ、シュガーリア！」

　突然、ラモが叫ぶ。足を止め、振り返れば。

「逃ゲロ！」

　影が、あった。

「な……っ」

　白い影だ。小山のように巨大な影が伸び上がり、動いた。

「まさか」

　轟ごう音おんを上げ、その首に比べればずいぶん短い腕が、近くの壁を崩した。巨大なそれは鳴き声を上げることはなかった。ただ、石と金属をこすりあわせたような、神経に障さわる音を立てて緩慢に動いた。

　シュガーリアは思わず声を上げる。

「こんなところに、竜!?」

　近くの茂みに飛び込みながら。

「噓うそでしょう！」

　その姿は、本でしか見たことがないような竜、そのものだった。しかし、竜とは本来限られた土地、竜の巣と呼ばれる山脈にしか生息していないはずだ。

　人里より離れ、切り立った崖に群ぐん棲せいするはずの古き生き物が、どうしてこんな孤島に……。

　しかも、こんな巨体を隠して、近づくまでわからないということがあるだろうか。

　今の今まで気配のひとつもなかったその竜は、今は首を振り、岩を摑つかみ、あたりを蹂じゆう躙りんしている。

「どういうこと、まさか、腐ふ竜りゆう……？」

　理解が追いつかずシュガーリアが呟つぶやく。

　竜は人語を解するほどに聡そう明めいで長命な生き物であるが、死の間ま際ぎわには必ず狂う、と言われている。身体は変色し、脳と神経まで膿うむことから、末期の狂った竜につけられた呼び名は腐竜という。

　シュガーリアは竜も腐竜も、知識としてしか知らない。

　しかし、対たい峙じするものはそのどれも、適当ではないような気がした。

　そこには意識が感じられない。シュガーリアを目標と定める様子もなかった。ただ、手のつけられないような狂乱だけがあった。

「逃ゲロ。逃ゲロシュガーリア！」

　肩に乗ったラモが叫ぶ。

「アイツハ、コワイ」

　その言葉に、嘆きに、シュガーリアが逃げながらも目を細める。

「知っているのね、あなたの中の誰かが」

「コワイ。皆、クッチマッタ」

「喰くった？」

　ドゥン、と低い音を立てて、竜の爪がシュガーリアのすぐそばの土をえぐった。どこまでも純粋な暴力が、災いのごとく降り注ぐ。

　そう、これは意志だとシュガーリアは感じた。

　遺跡の番人。

　──侵入者を、喰くらう。

　ただそれだけの。純粋な意志が形をなす。その形のあり方は……シュガーリアにとっては、馴な染じみの深いものだった。

「あの竜は……まさか。魂寄せ……!?」

　思考をそのまま口にのぼらせる、すでに結論は出ていた。必死に逃げながら、自分の気持ちを落ちつかせるようにシュガーリアは言う。

「しかも、膨大な量だわ。いくつの魂を集めたら、竜なんて形成出来るというの。まるで、魂の軍団レギオンよ」

　キュイエ達がここにいたら、途方に暮れながらも、興奮を覚えたに違いない。けれどシュガーリアは、この危機にそこまで迎合は出来なかった。

　触れれば喰くわれる。

　喰くわれれば朽ちる。

　ここにきた理由も、目的も、願いも祈りも欲望も、この身に受けた愛もすべて！

　それだけは、避けねばならなかった。そのためならば、戦う用意はあった。どれほど傷ついてもなにを殺しても。たとえ自分自身の命を縮めても。

「離れていて。あの竜から、出来るだけ遠く！」

　ラモを逃がし、シュガーリアは強い一歩で駆け出した。石壁をなぎ倒し、土をえぐる竜の手足を避けながら、その途みちが、大きく円を描くように。

　腰につけた瓶からは、さらさらと鱗りん粉ぷんのごとき粉が落ちていた。細く薄くつながる砂状の金属が、やがて大きな円となり、竜レギオンを取り囲む。

「その大きな身体、なにを依より代しろにしているのかは知らないけれど」

　呼吸を整える。

　伸ばした指先に、チリチリと感じる熱は、天を走る導火線だ。着火は、一瞬。鋭い吐息が、真円の端に火をつける。

「火をつけて燃やせないものなんて、ないでしょう……！」

　ごう、と音を立て、火柱が上がった。火炎は竜を包み、天まで焦がさんとするかのようだった。

　咆ほう哮こうはまるで噴火のようだった。

「…………っ」

　シュガーリアは伸ばした手首をもう一方の手で支え、奥歯を砕くかというほど歯を食いしばった。

　一度集めて固めた魂に、天敵があるとすればそれは火だ。

　依より代しろとなる身体が燃え尽きれば、魂もまた、その場にはとどまることが出来ない。とどまったとしても、物質に影響を与えることなど不可能だ。

　あの竜が、なにから出来ているかはわからなかった。木でもなければ、肉でもない。金属かもしれないし、土かもしれない。けれどひたすらに温度を上げ続ければ、燃えないはずはないとわかっていた。

　火をつける魔術は決して難しくはない。

　ただ必要なのは──天井のわからない炎の熱を高め続けるための、魔力だ。

「──っ」

　過ぎた魔力の放出は、命を削る。けれどシュガーリアにはそのことにためらいがなかった。自信もあった。命にかえてもという無謀さが、シュガーリアにはあった。小さな彼女の、それが唯一にして最大の武器だった。

　業ごう火かはぐんぐんと熱を高め、生き物のように竜を吞のんでいる。

　苦しみがあの竜にあるかどうかは定さだかではないが、長い首を狂ったように振り回し、辺りを破壊し尽くしていた。

「！」

　振り抜いた首の頭頂部が、どろりと溶け、はじけとび、シュガーリアの傍かたわらの壁にはりつき、焦げついた。

「……？」

　なにか嫌な予感がして、シュガーリアは魔術の手を止め、その破片に駆け寄る。竜はすでに融解をはじめていた。

　このままいけば、溶かし尽くせる。そう、思っていたけれど。

「これは……」

　辺りを焦げつかし、黒く変色してはいたが、こびりついた破片の端に触れた指を、シュガーリアはためらうことなく口に持って行った。

　青い目を見開く。

「まさか、塩!?」

　木でも土でも水でもなく、より柔軟により純度を高く、成形を果たせる、あの竜の依より代しろが塩だとしたら。

「まずい」

　振り返り、シュガーリアは顔を歪ゆがめる。

　視線の先では、溶け出した竜がすでに暴れることも出来ず、その身体が炎から流れ出ていた。

　流れるその先には、湖のごとき溜ため池いけもある。

「溶融塩は、水につけると……」

　──爆発、する。

　言葉は最後まで続かず、気がついた時には、シュガーリアは強い爆風に木の葉のように吹き飛ばされていた。

（──！）

　悲鳴はかき消され、強い光と熱風が、シュガーリアの青い瞳を灼やいた。

（いた、い）

　瞬まばたきをするだけで激痛が走る。否、それが痛みなのかもよくわからなかった。痛いはずだという信号だっただけなのかもしれない。

　ただ、目の前が白くはじけ、赤く染まり、そしてほんの少し間を置いて、闇が訪れた。

「……っは、あ……はっ」

　荒い息とともに、顔を覆う。

　傷があるのならば、処置をしなければいけないと思った。こんなところで、倒れるわけにはいかない。

　どのくらいの時間がたったかはわからない。遺跡の中、すでに朽ち果て急傾斜となった坂道の端でうずくまるシュガーリアの耳元で、すぐ側に、気配を感じた。

「…………」

　砂を踏みしめるような音と、人間の息づかい。

　苦い、煙草たばこのにおい。

　獣でも魔物でもない、それは人のにおいだと思った。

　驚きにシュガーリアは痛む身を起こそうとし、顎だけをあげて中空を見た。……その目はまだ、闇の中だったけれど。

「誰……？」

　そして、シュガーリアの細い、折れそうな首元に、冷たい金属のようなものが押しつけられた。

　持ち上げた手が相手の腕に触れた。冷たい腕だった。ざらつく肌には血管のように細いなにかが浮いている。ああ、こんな腕を知っているとシュガーリアは思った。

　多くのこんな老いた手がシュガーリアをなでてくれた。

　多くのこんな老いた手がシュガーリアを導いてくれた。

　きっと、この島にも、いるはずだった。それは……。

「じじさま？　ばばさま？」

　シュガーリアがかすかな声で唇を震わせそう言えば。向き合った相手の、呼気がふと止まる気がした。

　逡しゆん巡じゆんは、一瞬。

　そして、首元に押しつけられた、冷たいなにかが離れた。

　──それが、彼女の命を奪わんと向けられた冷たい刃であったことに、ついぞシュガーリアは気づかなかった。

　そして気づかぬままに、その相手は、低い声で言った。

「目が、見えないのか」

　かすれた声だった。

　低く、かすれて、ずいぶん、喋しやべることを忘れているような不自由な口ぶりだった。シュガーリアは自分の目を何度も押さえ、その相手を見るために開こうとした。けれどまだ、視力は戻らず。

「あな、た、は」

　指先だけを、宙に浮かせてシュガーリアはうわごとのようにそう言った。

　相手はその指をとらなかった。

「この島に盲めしいて流れ着くならば、相当な罪人だ」

　乾いた喉から絞り出すように、そう吐き捨てるように言った。

　その言葉よりもその声をシュガーリアは嚙かみしめて、男だ、と思う。

（じじさまだ）

　この島に住む隠者が現れたのだろうとシュガーリアは思う。探していた人。求めていた人。シュガーリアが、会いにきた人。

　けれど彼はシュガーリアから遠ざかった。気配だけで、それがわかった。低い声は、呟つぶやくように言った。

「島流しなら、十分間に合っている」

　待って、とシュガーリアは立ち上がろうとしたが、上う手まくバランスがとれず、膝をつく。その間も、気配は深い闇の中に沈んでいく。

　最後に聞こえたのは、突き放すような言葉だった。

「──海に戻れ」

　今なら間に合う、と。その言葉を残して消えてしまう。辺りに残されたのは、潰されそうな孤独だけだ。

　ああ、と地に倒れ、シュガーリアは朦もう朧ろうとする意識の中で思う。

（わたし、あなたを）

　急速に落ちていく意識の中。

（あなたを愛するために、ここまで来たの……）

　行かないで、と願う声は言葉にならず。

　シュガーリアは、その意識を手放した。













第三章　軽やかに死の踊る街










　　　＊




　かつて、ひとりの男がこの島に流れ着いた。

　死にかけていた男を介抱したのは、島独特のあざやかな布を身にまとう、浅黒く健康的な肌をした女だった。

　目覚めた男に女は言った。

「この島は、黄金の島」

　その声に、言葉に、悲しみをたたえて。

「そして……あとは滅びを待つだけの、悪魔の島よ」

　それはまだ、島の海が。

　青く美しかった頃の話だ。




　　　＊




　意識を失ったシュガーリアが次に目を覚ました時、そこは白く清潔な寝台の上だった。

　意識を失う間ま際ぎわに自分に行った術は上う手まく作用したようで、視力は戻り、身体の痛みも問題ないまでに快復していた。

　ゆっくりと目を開けて、洞窟ではない、と思った。土壁ではない天井があり、蛍石ではない薄い灯あかりがともっていた。そしてシュガーリアをのぞき込んでいたのは、ひとりの女だった。

「目がさめたのね」

　よかった、と笑った女は、浅黒く健康的な肌をしていて、あざやかな布を身にまとっていた。

「身体は動かせる？　息は苦しくない？　言葉はわかるかしら」

　慣れた様子でそんなことを言い、起き上がったシュガーリアに、冷たい水を一口与えると、

「どうぞ、いつまでもここにいてね」

　どこか幻のような微笑ほほえみで女は言う。

「この島は、黄金の島」

　瞳を空虚に泳がせて。

「そして……今はもう滅びしかない、悪魔の島よ」

　身を起こしたシュガーリアは思う。

　ついに、自分は、死の国に来てしまったのだろうかと。










　いつまでもいてくれて構わない、と女は言った。

　この街は貴方あなたに優しいだろう。

　シュガーリアが簡素な家から外を覗のぞくと、確かに街が広がっていた。どこか懐なつかしさを感じたのは、滞留する空気の、砂と湿った土のにおい。

　あの壁の内側なのだろう。外からは人の気配などほとんどなかったというのに、広がる街はひどく活気に溢あふれていた。幌ほろを張った商店、行き交う人々。けれどそのどれもが、どこか蜃しん気き楼ろうのように揺らいでいる。

　シュガーリアは混乱を覚えながら呆ぼう然ぜんとその街にたたずんだ。滅んだとされるこの島に、これだけの人が暮らしているのだと、感激するにはどうしても納得がいかなかった。

　……だって、誰ひとり、生きていない。

　それはシュガーリアだからわかることだ。間違えようもないことだ。シュガーリアを助けてくれたあの女性も、今足音をたてて隣を通り過ぎた男性も、遠くで走り回る子供も、あくびをする猫でさえ。

　誰もその実体を持たない、ということが、シュガーリアにはわかってしまった。

　この町は影であり、幻である。

　もしくは、牢ろう獄ごくであるのかもしれない。

　シュガーリアはもう一度、自分の手のひらを開き、握り、確かめる。ここにあるのは肉体だ。それは確かだ。だとしたら、この街においては異物であり、異質であろう。

　あの塩の竜に、喰くわれた、とラモは言っていた。喰くわれた者はあの竜に取り込まれる。そしてあの竜を抜けられることが出来ても、多分──。

「どうかした？」

　背後からシュガーリアに尋ねる影があった。女の声だ。優しく、やわらかで、いたわりの深い声だ。

　しかしシュガーリアは、注意深く、慎重に尋ねる。

「生きている人はいないの？」

　女は笑う。

「どういう意味？」

　シュガーリアは踵かかとに力を入れ、はりのある声で言った。

「だって、あなた達は死んでいるでしょう？　あなたが認めなくとも、どれほど生きるまねごとをしようとも、あなたは死んでいる。あなたは亡霊であり、この島に縛られているわ」

　そして、自分は死霊術師ネクロマンサーの孫娘である。その正当なる後継では決してないが……こうして間違った形で囚とらわれている魂を、放ってはおけないとシュガーリアは思った。

「不思議なことを言う女の子ね」

　微笑ほほえみを絶やさず、女は言った。

「死んでいるなんて、あり得ないわ。でも、もしもわたし達が死んでいるのだとしたら……貴方あなたも、ここに来た時点で死んでいるのではなくて？」

　その言葉にシュガーリアはかすかに顔を歪ゆがめた。

　死んでいるなんて、あり得ない。

　その思考は強固だ。そのうえで、陳腐でもあった。亡霊の常じよう套とうであると言ってもよかった。

　肉体を失い、魂と妄執だけになった時、自分が死んだことにも気づかない者は実に多い。だからこそ、死霊術師ネクロマンサーは彼らの魂を絡からめ、言葉を聞き、操ることが出来る。

　そして魂に死を理解させ、自分の歪ゆがんだありようを自覚させ、正しいあり方へ導くことも出来るはずだった。

　けれど、この街の人々に同じことが出来るだろうかと、シュガーリアは自問する。

　少なくともこの女性は、自分が死んでいると突きつけられても、動揺する様子さえ見せなかった。そしてそれは当然のことのようにも思うのだ。

　だって、死者であることは異質ではない。少なくとも、この街では。

　笑い声が聞こえる。

　怒号が、足音が、息づかいがする。

　それらはすべて、彼らにとっては……生のすべてと言えるのかも知れない。

　沼に手足をとられるような思考だった。落ち着け、とシュガーリアは思う。地のように水のように、凪なぎの心を持たねばならない。

　そうでなければ、死に触れる者は、いともたやすく死に感染する。

　あの洞窟で、シュガーリアは老師達から学んだ。

　引きずられてはいけない。とらわれてはならない。流されても、魅入られてもいけない。考えねばならない。事象として、現象として。

　けれどどれほど考えても、なぜこのようないびつな街が成り立つのかはシュガーリアにはわからなかった。理由も、目的も。

　ただ、自然ではない力を感じた。この島は歪ゆがめられている。そしてそれが、なんの力であるのか。

　どうしてこんなことになったのかはわからないが。

　確かに人には過ぎた力だ、とシュガーリアは思った。

「ねぇ」

　シュガーリアは助けてくれた女を振り返り、強い光をその瞳にたたえて言った。

「悪魔のことを、教えてくれない？」

　この島にいるという悪魔。

　その強大な力をもってしなければ、こんな死者の街は存在出来ないだろう。理解出来ないのは……なんのために、こんな街が存在しているのか。

　ただの戯たわむれなのかもしれない。なんらかの贄にえかもしれなければ、人間への憎しみなのかもしれない。

　どちらにせよ、悪魔のことを、人の心で考えても仕方がない。

　直接対たい峙じして聞くのが一番の近道だとシュガーリアは思った。

　女はシュガーリアの問いかけに、淡く笑った。

「それを、わたし達が答えられるとでも？」

　ぴりりと、女とシュガーリアの間にある空気が鋭くなった。けれどその、返答は、決して虚無ではなかった。

　たった一瞬ののち、その黒い瞳は、揺れるようにしてまた意志を消した。深い夜のように、なにも映していないようだった。まほろばのようなこの街も、シュガーリアの姿も。

「あなた……あなたは、聞いたわね。生きてる人はいないの、と」

　それから女はそっと、まぶたをおろした。長いまつげの影だけが、感情を映すようだった。

　それもまた、まぼろしかもしれないけれど。

「いるわ」

　と女は言った。

「この島に、ずっと、ひとりだけ」

　それは誰かと、シュガーリアは当然尋ねた。しかし、女はシュガーリアの声も届いていないようで。

　視線を流すと、ひとり、呟つぶやくように言った。

「でも、わたしはその人を、思い出すことも出来ないの」

　どこかで遠く、鳥の鳴き声もしていたが。

　それもまた……死した鳥の嘆きの声だった。










　広い海のただ中に浮かぶ島は、その長い時間を孤立して過ごしてきた。

　それは他者をよせつけずにいられるほどに強く、豊かであった証拠でもある。

　黄金の島とも異名をとる島は、星さえ彼らのために落ちるといわれるほど、恵まれ繁栄した一国を築いていた。

　広場では子供達が歌っている。

　──海よりくるもの。黄金。宝石。王様のすくうもの。

　──海よりくるもの。鏡。魂。王様のすくうもの。

　声を揃そろえて。円になって。

　──もっと深くを探してごらん。

　──もっと暗くを探してごらん。

　──ひとりぼっちを探してごらん。

　歌声は響いている。

　そしてかつての繁栄を映すように、街は活気に溢あふれていた。

　島の地底には黄金が眠り、その黄金よりも力ある、魔力の塊とされる宝石が湧わくのだという。

「王様は素晴らしいお人さ」

　統治者について問えば、誰もが口を揃そろえてそんな風に言った。この島を治めてきたのは、選ばれし王族であるという。その絶対の統治に、不満をこぼす者はいなかった。

　見初められた島の女が王族に愛めでられ子をなす以外には、王族以外に権力が与えられることはないのだという。

　悪魔のことを知っているかとシュガーリアが問えば、皆「それはただの言い伝えだろう」と一蹴する。

　この島のはじまりに、王族は悪魔と契約をしたとも言われている。けれどそれがなんだと島の人間達は思っているようだった。

「たとえば人をつくったのが、神でも悪魔でも、今の幸福はかわらないだろう？」

　疑いのない言葉。すでに死した人の口から流れてくる言葉であることが、シュガーリアの心をもかき乱した。

　感情でなく、思考ではなく、幻惑されるようだった。狂う、というのが近いのかもしれないと、歯を食いしばりながら、シュガーリアは思う。

　どこからともなく入ってきたはずのこの街には、出口はどこにも見当たらなかった。

　どこにも行けず。

　どこへも進めない。

　──ひとりぼっちを探してごらん。

　子供の歌が聞こえてくる。

　生と死の境界で。

　表と裏をいれかえて。

　なるほどこの街を訪れた旅人が、狂気に吞のまれて自我をなくすのも道理だと思った。

　シュガーリアはまだしっかりと立っていたけれど、それでも街の外れに抜けて、自分の肩が上下するほど落ち着きをなくしていることに気づいた。

「…………っ」

　人の目から離れ、腰元から取り出したのはいくつかの宝石。そして……大ぶりの指輪だった。

　その指輪を中心に、シュガーリアの指先が空中に陣を描く。

　行ったのは、生者が死者の声を聞く術だった。

　この土地の砂と。

　この土地の水と風を使って。

　呼び寄せたのは……けれど、この街に縛られた魂ではなかった。

「ばばさま」

　呼び声がこぼれる。涙は落ちないけれど、伏せたまつげが震えた。

「キュイエばばさま」

　その呼びかけは、はじめてではなかった。さみしさを感じた時、苦しさを感じた時、何度も求めた。

　優しくして欲しかった。少しだけ皮肉めいたあの口調で、馬鹿な子ねと言って欲しかった。

　しかし、これまでもそうであったように、シュガーリアの術では、死したキュイエの声を聞き届けることは出来なかった。

　理由もまた、知っているつもりだった。わかっているつもりだった。

　自分のいたらなさだけではなく。

　彼女は……彼かの女じよ達は、中ちゆう途と半はん端ぱな執着などすべて捨てて、純然たる力にかわったのだから。

（執着を、力に）

　ひとりで残す、孫娘の助けになるために。

　あたたかな言葉より、世界を動かす力となることを選んだ。

　だから、シュガーリアはキュイエ達の言葉をもう聞くことが出来ない。どれほど望んでも、どれほど願っても。だからこれから行う行為は、意味のないものだった。シュガーリアは陣の前に膝をつき、囁ささやく。

「わたしに、才能があればよかった」

　じじさま達のような。ばばさま達のような。優れた死霊術師ネクロマンサーであったなら、この死者の街に立ち向かうことも出来ただろう。

「どうして、いてくれないの……？」

　返る声のない空虚に、シュガーリアはせめて、まぶたをおろして思い出をたぐった。

　この島のことや悪魔に関して調べる前に、シュガーリアはこの島のことを知っていた。老女キュイエが、なみなみならぬ執着を見せていた島だったからだ。

　数多あまたの宝石を用い、術を使い、遠見をして。この島の異変を察知していたキュイエは、島の調査を仲間達に嘆願した。

　この島では、人の手に余るなにかが起きている。

　だから、自分に行かせてくれと。

　けれど、常ならばキュイエの豪胆さに気け圧おされる師達も、決してその望みを受け入れることはしなかった。

　──異国への干渉は、死霊術師ネクロマンサーの禁忌である。

　もうその国も、滅びているかもしれないのに!?　とキュイエは声を荒らげた。それでも、そうだと師達は苦渋を滲にじませ頷うなずいた。

『理解せよ。我らが同胞よ。我らは隠れる限りに生き長らえた一族である。血でも魂でもなく、その秘匿によってのみ、繫つながり群れる外げ法ほうの徒にすぎない。この力を他者のためにもちいれば、必ずそれは光のもとにさらされるであろう。さすれば……』

　そして彼らは、断じるように重々しく告げたのだ。

『さすれば、我らは必ず狩りにあう』

　理解せよ、と師達は繰り返す。

『聡そう明めいなる我が同胞キュイエよ』

　そしてどこか悲しげな声で、答えは聞かずに、呟つぶやきをもらした。

『そなたはもう、すでに、十分すぎるほどに禁を犯しただろう……』

　罪がなんだ。

　禁がなんだ。

　馬鹿げた話だと、今となってはシュガーリアは思う。

　だって、彼らは、彼女らは、結局、あれほどに慎つつましく生きたのに。最後は、無残に狩られてしまったではないか。

　生きていることが過あやまちだと言われたのではないか。

　ぐっと唇を嚙かんで力を込めた、その時だった。

　────…………。

「え？」

　驚きにシュガーリアが目を見開く。

　魔方陣の中心で、指輪が震えた。

　声はない。魂の気配もない。ただ。

（これは）

　共鳴──？

　確かにどこかの方角から、この指輪が震える反応があった気がした。耳を澄まし、感覚を研ぎ澄ました、その時だった。

　シュガーリアは小さな音を聞きつけた。これまでとは違う、すぐそばで。すがるように振り返ると、かさり、と確かな音。

　石か、木くずかと思ったが、木くずも木くず──。

「ラモ！」

　その名前を呼ぶと、そばの茂みから出てきたラモは、シュガーリアの指の先から肩に駆け上がってきた。

　あの爆発に巻き込まれたのだろうか。手先足先は焦げてひび割れていたが、その焼け跡が器用にも手足として形作られるようだった。

「ありがとう、見つけてくれたのね！」

「しゅがー、りあ、ぶじ？」

　シュガーリアの耳元にラモが語りかける。別れる前よりも、幾分安定した口ぶりだった。

　彼の魂は、いくつかの断片の寄せ集めが、溶けて、混ざり、その中でより強いものが、個となるために残っていくのだろう。

「ええ、無事よ。このとおり、ぴんぴんしてる！」

　でも、あなたとはもう会えないかと思ったわ、とシュガーリアはつま先立ちで一回転をして喜びを表した。

「よかった、あなたが燃えてしまっていたらどうしようかと思っていたの」

「もえ、たら、また、つくれバ」

　シュガーリアの言葉に、ラモはたどたどしく、少しさみしいことを言った。彼は高い知性は持たなかったけれど、それでも、自分がどういう存在であるのか、どう生まれてどう生きるのかを知っているようだった。

　感情と衝動のかたまりではなく、小さなつくりものでありながらも生きていこうとしているのだと思った。そう思うと、よけいにシュガーリアの胸はしめつけられるようだった。

「そうね。でも、多分、あなたと同じものはつくれないのよ」

　似た触媒をつかい、同じ手順を踏み、近しい魂を集めたとしても。

　シュガーリアがシュガーリアだけなように。

　ラモもまた、ここにいるラモだけなのだ。

　だから、こうして戻ってきてくれたことが嬉うれしい、とシュガーリアはその頰をラモの細い身体に寄せた。

　ラモはその身になんの感情も表さなかったが、ただだまってシュガーリアのなすがままにしていた。そしてそれから小さな声で囁ささやく。

「にげ、テ」

　その言葉に、シュガーリアは眉根を寄せる。

「この街について、あなたは、思い出せることはある？」

　それはラモの、魂としての集合知に問いかけた言葉だった。ラモはここに至る前、あの塩で出来た竜にも恐れる感情を持っていた。あの竜に殺された魂があるように、この街を知る魂もあるかもしれなかった。

　ラモはシュガーリアの肩で小さく震えた。

「カエリタイ、カナシイ、コワイ、クルシイ」

　いくつかの記憶が混濁するかのように、矢継ぎ早に感情が飛び出した。動き始めたばかりの時のように、不安定な口ぶりだった。

　けれどそれから迷いを押し込めるようにして、言う。

「このマチは、オソロシイ」

　シュガーリアはその言葉に目を細めて、指先で優しくラモをなぜた。

　ともすれば、それは死の掘り返しでもある。酷なことをさせているのかもしれなかった。

「ダッテ……だって」

　けれど、彼は……彼らの魂は、本当は語りたいのだ。いつだって。それが、霧散出来ない執着というものだった。

「ミンナ、オカシクなる」

　おかしくなるとはどんなことだろう。シュガーリアからすれば、すでに十分異質な街だった。だからといって、逃げ出すわけにもいかなかったのは、この街には確かに、人ならざるものの力が強くにおっているからだった。

　だから、この街をもっと、知らなくてはならない……そう思った瞬間だった。

　異変はひどく、唐突に訪れた。

　最初に聞こえたのは、獣のような咆ほう哮こうだった。驚き、ラモを連れて街の通りに戻れば、そこに露店を出していたはずの人々はいなかった。

　行き交う人も。遊ぶ子供も。

　否、人が、いなかったわけではない。人は、いた。人はいたが、人であった者達は、みな、もはや人の形を成してはいなかった。

「アア……ア……」

　肌が崩れ、肉が落ち、目玉だけがぎょろりとはじけた。辺りはとたんに強い腐臭に包まれ、ガスのごとき霧が充満した。

　彼らは死にながらにして生きていたはずなのに、死にながら生きる者になり果てたようだった。突如として、果実の皮をむくように、生と死が反転をした。

「うそ……こんな……」

　商人も、子供も、鳥もなにもかも。命あるものは、あったはずのものが、死に吞のみ込こまれる。

　彼らは断末魔の苦しみの声を上げながら、誰ひとり、本当の死を迎えられないでいるようだった。

　妨げられていた死が逆流し、ただ苦しみだけが襲い来る。

　そして彼らはその苦しみから逃れようとするように、互いを喰くらい始めた。

「アアアア！！！！」

　絶望のるつぼと化したような街で、シュガーリアはいつまでも衝撃に立ち尽くしてはいられなかった。

「……リア！」

　耳元で、ラモの声。その声にハッと気づいた時には、シュガーリアの肩に、亡もう者じやの手が迫っていた。

「！」

　その腕を払い、飛とび退のこうとするが、次の瞬間には身体がかしいだ。足下に這はってきた亡もう者じやが、シュガーリアの足首を握って集団の中へ引きずり込もうとしたのだ。

「っ！」

　シュガーリアは奥歯を嚙かみしめ、宝石のひとつを取り出すと、短く一息で呪しゆをかける。

「光を！」

　小さくも激しい火花が散り、淀よどんだ色をした血のようなものが飛び散った。亡もう者じやの手のひらがあまりに深くに食い込んでいたために、足の肉を少々飛ばさねばならなかった。

　シュガーリアはただれた足を引きずるようにその場を離れた。顔を歪ゆがめるような痛みの信号にも、止まることだけは出来なかった。

　絶叫だけが背中に聞こえる。その声を聞きながら、シュガーリアは死霊術師ネクロマンサーとして強く強く後ろ髪を引かれた。

（あんまりだわ）

　出来うることならばこの魂を導いてやりたい。けれど、自分には無理だとも思った。もっと、確実に強烈な死を与えなければ。この魂は何度でも死を繰り返すことになるだろう。

　囚とらわれた魂はどこへもいけない。

　死よ。

　その絶望よ。

　そしてあるいは……唯一の平穏よ。

　奥歯を嚙かみ、涙が浮かぶ。無力に引き裂かれそうになりながら、それでも歩みを進めた。この街に迷い込んだ旅人は皆、ここで喰くわれたのかもしれない。けれど自分は、それにならうつもりはなかった。

「ハヤク！」

　先をゆくラモの小さな影を追うように、シュガーリアは亡もう者じやの街をがむしゃらに走った。

　逃げる場所などどこにもない……そう思っていたけれど。

「コッチ！」

　ラモが逃げ込んだ小さな家には、見覚えがあった。間違いない、シュガーリアが、最初に目覚めた家だった。

　確かめる間もなく、滑り込んで扉を閉める。

　すると次の瞬間、ふっと、舞台が暗転するように、あれほど激しく聞こえていた悲鳴が途切れた。

　わけもわからず、肩を上下させながら、シュガーリアが辺りを見た。

　部屋の奥には、笑みを浮かべて、たたずむ女が、ひとり。

「おかえりなさい」

　その女は、シュガーリアを見送った時と同じ穏やかさで、どこかうつろな目で、やわらかく言うのだ。

「傷を負っているのね。疲れているのね。どうぞ、おやすみなさい。いつまでもここにいてもいいのよ」

　その肌はまだ浅黒く。はかなげではあったけれど。

　外の者達のような、亡もう者じやには見えなかった。

「どう……して……？」

　シュガーリアの問いに、女は答えない。外の喧けん噪そうなどまったく知らない様子で。

「どうぞ、いつまでもここにいてね」

　囚とらわれの鳥のように、同じことを言った。










　簡単ながら魔術を使って怪け我がの治療をし、シュガーリアはやはり浅く短く眠った。

　次に目を覚ました時、また同じように女は「目がさめたのね」と言った。

　そして街は、同じように静寂と歓声を取り戻していた。

　同じように巡り。同じ人が行き交い、同じ言葉を交わし、同じように笑う。

　そして、一日の終わりに、必ず──死の逆流を迎える。

　囚とらわれた魂は、それぞれが営みをしているわけではない。まねごとを、繰り返しているに過ぎない。

　壊れた人形のように。

　終わらない悪夢のように。

　目め眩まいがしそうだとシュガーリアは思う。

「シュガー、リア」

　座り込んで深く息をつく、シュガーリアにそんな声をかけてきたのはラモだった。

「だいじょう、ぶ？」

　その問いかけに、シュガーリアは弱々しく笑い返した。自分の作り出したつぎはぎの生き物であっても、同じ時を生きてくれるものがいてくれるというだけで、強く励みになった。

　大丈夫よ、と強がりでなく答える、その後、シュガーリアの目が、ラモのその身にまかれた、細長い小さな布にとまった。

「それ、どうしたの？」

　朝にはなかったものだった。ラモはその布を自分にまきつけ、持ち上げるようにして言った。

「もら、った」

　あざやかな色は、シュガーリアを介抱し、家においてくれている女が編んでいたもののように見えた。

「……ラモ、彼女が誰か、わかる？」

　尋ねてはみるけれど、ラモは小さく身体を斜めに傾かしげて、答えることはなかった。

　シュガーリアも期待はしていなかった。ラモはこの島の案内人として魂を寄せたのだ。生きていた時の記憶は、よほど強いものでなければ残ってはいないだろうから。

　彼女はなんなのだろう、とシュガーリアは思う。

　この街にありながらも、彼女だけが狂わない。けれど、その回遊は、確実に訪れているようだった。

　旅人に目覚めを促す、強い執念。

　彼女はきっと、この島の狂いをほどく鍵になることだろう。

（聞いてみなければならない）

　言葉だけではなく……その魂に。

　残された時間は多くはない。けれどシュガーリアはその前に確かめたい場所があった。布を身体にまきつけるラモを懐ふところに隠して。

　シュガーリアは、その手に古い指輪を握り、街を進んだ。










　灰色の街の外れに一軒の小さな家があった。

　人ひとりが慎つつましく暮らしているだけの、小さいが手入れが行き届いた家であったことが、そのたたずまいから窺うかがうことが出来た。

　ただ、今は、部屋のいたるところに、砂の混じった埃ほこりが薄い膜のように沈殿していた。家には病に伏せる老婆がひとりいるばかりだった。

「こんにちは」

　ひとりきりで眠る老婆の枕元で、そんな声がした。

　老婆はすでに目も弱く、その声の主が何者なのか、判断することは出来なかった。一日置きに身の回りの世話をしてくれる縁者だろうか。それにしては、あまりに幼く甘い声ではなかったか。

「おばあちゃん、調子はどう？」

　それは、聞き覚えがあるような気がしたし。

　まったく初めて聞く声のような気もした。

　ただ、悪意というものが一切感じられず、また未知のものに対する恐怖も薄くしか持てない老婆であったから、歯の少ない口元で、かすれた声で言った。

「今日はずいぶんいいようだよ」

　なにと比べるわけでもなかったけれど。理由もわからなかったけれど。老婆はそう答えた。

　身体が少し、楽なような気がした。伏せるようになってからは、重い水袋のようにしか感じられていなかった身体が、今日はずいぶん軽いのだ。

「痛みはない？」

「ええ」

「苦しいこともない？」

「ええ」

「かなしいことは？」

「……」

　不思議なことを聞くものだ、と老婆は思う。医者だって聞かなかった。家族だって。否、家族なんて、もうとうの昔に亡なくしてしまった気がする。

「もう、ずっと」

　老婆は震える唇でそう言うけれど、それから先、なんと言葉を続けていいのか、まったくわからなくなってしまった。

「うん」

　と聞き手は答えた。寄り添うような返事だった。

「ずうっと、ずっと、かなしいことがあったのね」

　そう、ずっと。

　悲しいことがあった。

「本当に悲しくて、やりきれないこと。でも、今はそれも安らいでいる。……それでいい？」

　囁ささやきは耳元。頭もひとりでは持ち上げられない老婆の隣に添うように。

「本当に悲しいことを、なかったことにしてしまっていいの？」

「……いけないかもしれないね」

　老婆はそう、答えていた。

　今ではもうろくに開かない目から、涙がこぼれた。でも、それはそんな気がしただけで、滴は古くさいシーツを濡ぬらすことはなかった。

「じゃあ、わたしの話を聞いてね、おばあちゃん」

　重く分厚いまぶたの向こう側に、金糸の髪が見えた気がした。

　相手が少女であると、その時はじめて気づき、そして同時に、そのことがひどく老婆の胸を打った。

「おばあちゃんが、今、痛くもなくて、つらくもなくて、悲しみもないのは、おばあちゃんが、大事なことを忘れているからなの」

　大事なこととはなんだろう。

　ああ、それは、それはきっと……。

　なにかを思い出そうとしたが、思考はたださまようばかりで、答えを摑つかむことは出来ない。

　けれど迷い伸ばされた手を、聞き手の少女が摑つかんだ。

　目の覚める水のように、冷たい手だった。

　そして、少女は、天の使いのように透明な声で言ったのだ。

「おばあちゃんはもう、生きてはいません」

　生きて、いない？

　老婆はその言葉を、ゆっくりと嚙かみしめた。不思議と、傍かたわらの少女を疑う気にはなれなかった。

「死んでしまったんだわ。死んでしまうはずだった一日を、もう何度もやり直しているの。この街の人は、みんながそう。けれどわたしの言葉がちゃんとこうして届くのは……おばあちゃんが、もう、向こう側に近いからなのでしょうね」

　最後の言葉は、老婆にはきっと届かなかったことだろう。シュガーリアが突きつけたのは、この街に暮らす人には決して理解出来ない事実だった。

　生きている人間は常に死ぬことを意識などはしていないし、ましてや自分が死んでいるかもしれないと考えることはない。

　それはこの街の死者達も同じこと。

　けれど、死を考えずにはいられなかった人とていたはずだろう。死を覚悟せずにはいられなかった魂。その境界にたたずむ人であれば。

　シュガーリアの言葉も届くかもしれなかった。

　今、老婆の心と魂が大きく揺らいでいることを、シュガーリアは感じ取っていた。

「死んで……」

　老婆の声は震えている。それは襲い来る悲しみでもあるし、積み重なった痛みと苦しみでもある。

　そして同時に、それらをしばりつける、幻の生からの解放でもあった。

「誰か」

　震える手が空くうを摑つかむ。その皺しわにまみれた手には、大ぶりの指輪がある。どれほど指が瘦せ細ろうと、彼女の手から逃れることはない、鎖のごとき指輪は。

　──間違いなく、シュガーリアの持つ、キュイエの残したそれと同じもの。

　確かに共鳴をした。今はもういない魂が、ここにシュガーリアを導いたのだとしたら。それだけで、この島に来た意味はあったとシュガーリアは思った。

　そして老婆は繰り返す。

「誰か」

　小さな部屋で、足を曲げて眠るような小さなベッドで、手を伸ばす先が空であることに、シュガーリアの胸は詰まった。

　すがるように伸ばされた手を、シュガーリアが摑つかむ。

「わたしがいるわ」

　彼女に襲い来る苦しみを、空虚を、シュガーリアは決してわかった気になんてなれなかった。どれほど近くにいても。思いやっても。

　たとえ同じ苦渋を知っていたとしても、成り代わることはきっと、無理だ。その上で、寄り添うことは出来るはずだと思った。

　けれど。

「いいえ」

　盲めしいた目を見開いて、老婆はシュガーリアの手を払う。荒い仕草ではあったが、錯乱したようには見えなかった。

「誰もいらない。ひとりで逝ゆく」

　死するという時を前に、言葉にははっきりとした意志があった。かくやあらんとする、覚悟にも似たそれ。

「この時を、ずっと、ずっと待っていたわ」

　震えには、恐怖と歓喜が混在している。

　生き方を選ぶように、死に方もまた選ぶというように。老婆は言う。

「優しくはしないでちょうだい」

　傍かたわらにいる、誰とも知らない、小さなシュガーリアに。

「せめてひとりで死ぬわ。それが罰なの。かつて、一番大切なものを手放したわたしの」

　ああ、──、と不明瞭な発音で老婆は誰かの名前を呼んだ。愛おしむように、いつくしむように。

「これ以上アンタにまで、背負わせるわけにはいかない」

　どれほどの才があっても。

　これ以上。

　そう老婆は繰り返し、幼子を呼ぶような口調で。

「このばあばを、許しておくれ……」

　その時、シュガーリアが唐突に。本当に唐突に、ベッドに身を乗り出して老婆の身体にすがりついた。

「おばあちゃん」

　名を呼ぶ。頰を包み、その目元を、鼻を、口を、確かめるように。

「おばあちゃん」

　もう一度、そして次の時には、不思議な……確信を持って。

「ばばさま」

　そう、呼べば、老婆の目に涙が浮かんだ。しかしそれは、彼女の流したものではなく、のぞき込むシュガーリアがこぼした、大粒の涙だった。

「──？」

　呼応するように、老婆がシュガーリアの耳慣れない名前を呼んだ。キュイエが、この島に捨ててきたのであろう名だ。しかし、すぐに打ち消すように言う。

「いいえ、あの子じゃあない。あの子はもっと低い声だった。あの子はもっと短い指だった。あの子はもっと、もっと……」

「ええ、わたしはあなたの、孫娘ではありません」

　そう、シュガーリアは言った。これまでも何度も、あなたの孫娘になると言ってきた。そう思ってくれて構わない。それだけの愛情を受け取り、それだけの愛情を返そう。……けれど、今はそれは、決して出来ないと思った。

　あなたの、孫娘は他にいる。

　涙をこぼし、奥歯を嚙かみながら。

　一度あえぐような呼吸をして。それからは……囁ささやく声を、鎮しずめるように、耳元で告げた。

「わたしは死の国からやってきた、死者の使いよ」

　それは呪文だ。真実なんてどこにもないけれど、伝わる言葉に、動く心があれば。真実よりも強く、力を発することもあるだろう。

「あなたは長い時を、この一日を繰り返して過ごしてきたの」

　どれくらい前から、この島がこんな風になってしまったのかは、シュガーリアの与あずかり知らぬことであったけれど。

　長い時間がすでに経たっていることは確かだった。そしてその時間は、老婆に、自分の死よりもなお遠いことを示すこととなった。

「その間に、あなたの孫娘は、遠い地で亡なくなりました」

　しん、と、老婆は反応をなくした。見開いた目は濁り、なにも映さずに。手は宙に静止したまま、涙のかわりにかすれた声をこぼした。

「死んだ」

　実際に声にはなり得なかった。わななくように唇が震えただけだった。

　──そして、そこまでだった。

　境界にたゆたうその老婆と、確かな言葉を交わせたのは、それが最後。

「アアアア────!!」

　突如として、寝台に横たわる彼女の存在が崩れ、末端が溶けた。唇は流れ、歯がむき出しになり、頭蓋の骨がその肌を突き抜け、はじけるようだった。

「──っ！」

　シュガーリアは身を反らし、寝台から転がるように離れて座り込んだ。

（──もう）

　限界だ。死が、彼女を喰くらったのだと思った。まだ時間はあるはずだと思っていたのに。時を待って、生から死へと移行するはずだった、その導線が強引にねじ曲げられていた。

　シュガーリアの魔術によって生死のあわいが揺れ、妨げられていた死が誘因されたのだ。

「ガ……フー、ア……」

　寝台からゆらりと立ち上がったのは、穏やかに死を受け入れ、まどろむ老婆ではもうなかった。死という境界の向こうから立ち上がった──亡もう者じやだ。

　そこに安寧はなく。

　そこに人格はない。

　まぶたもくずれて、盲めしいたはずの目が、真っ黒な空洞を晒さらしている。今この瞬間まで言葉を交わしていたからこそ、愛した人との縁を知ってしまったからこそ、こんな風に変わり果てた姿になることを食い止めたかった。

　そのために、自分に出来ることは、ただひとつ。

（殺さなければ）

　奥歯が震え、音がする。その音を無理矢理かき消すように、シュガーリアは強く、自分の持つ金の鎖といくつかの宝石をわし摑づかみにした。

　彼女は死霊術師ネクロマンサーとしての術を持っていた。だからこの時に、なにをすべきかは見えていた。確信していた。

（この人に）

　亡もう者じやに。

　もう一度、確かな死を。それは救済となるのか。あるいは──ただの拷問となるのか。確信はなかったが。

（殺さ、）

　なければならない、そのことはわかっているのに、迷いが生じた。決して迷ってはならない瞬間だった。それなのに、決断を、しきれなかった。

　よぎって、しまった。

　キュイエの顔が。

　シュガーリアを抱きしめ、愛してくれたその人の思い出が。

「────アアアア!!」

　亡もう者じやと化した老婆が、シュガーリアに襲いかかり、すべては遅きに失した。シュガーリアの知る魔術、どんな一手も間に合わないだろう。

（こうなれば、もう）

　最後の手段をとるしか、ない──。

　そう、シュガーリアが目を閉じ、両腕を開いた、その時だった。

「──……」

　来るであろう衝撃はなく、痛みも苦しみも感じることはなかった。

　あるいはもうすべての意識を失ってしまったのかとさえ思った。

　ゆっくりと、目を開ける。

　その座り込んだシュガーリアの胸に、倒れ込むように、老婆の身体がおりてきた。その背に、首の付け根であった場所に、深々と突き刺さるのは、大ぶりのナイフ。

　骨も砕くような強烈な一撃は、まさに命を絶つそれだった。

　そして、老婆の寝台の上に立つ、黒い影があった。

　それは、ここには本来いなかったはずの者だ。この街にありながら、この街の機構からくりには決して組み込まれない。

　はっきりとした、異質。

　だからこそ、そこに立っていた『人』が、何者であるのか、シュガーリアにはすぐにわかったのだ。

　くすんだ色の外がい套とうを頭から覆い、少し背中を丸めている。

　顔は決して見えなかったが、口元から薄く細い煙が上がっていた。かすかに鼻び腔こうをかすめたのは苦みのあるにおい。

　ふと、唐突に思い出したのは、ひとつの声だった。

（「引き返せ」）

　その声は黒き海の底からもたらされた。

　そして、また違う闇の中で、同じ声はもう一度シュガーリアに話しかけていた。

（「海に戻れ」）

　聞き違えるわけがない。まさにその人である、とシュガーリアは思った。シュガーリアが探し求めてきた人だ。

　ここで出会うと決めていた人。

　愛すると、愛されると決めていたのに。その手をとって、傍かたわらに立って、言葉を交わして、心をつなぐのだと。

　けれど今。

　二人の間にただようのはただ、濃厚な死のにおいだった。













第四章　孤独とはなにか







　思いもよらぬことが起きた。そんな時でも、シュガーリアは決して、自分のやらなければならないことの順番を間違えることはなかった。

　それは、死霊術師ネクロマンサーの孫娘としてのさがだったのかもしれない。

　背中を刺された亡もう者じやの骸むくろは、急速にその存在が朽ちていった。もう、砂のように崩れるだけだとしても、シュガーリアは抱きしめる腕に、力を込めた。

　最さい期ごの瞬間に、彼女をひとりにしないために。

　長らく縛られ、閉じ込められていた魂を、自由にするために。

　それから、シュガーリアはもう届かないであろう老婆に囁ささやくのだ。

「──あなたの」

　誰のためでもない言葉だった。ただ、自分のために、彼女に伝えたかった。

「あなたの孫娘は亡なくなりました。でも、最さい期ごまで」

　視界が揺れる。海の中にでもいるみたいだ。

　なぜ涙なんて流れるのだろう。

「最さい期ごまで、あなたのことも、この島のことも、忘れたことはなかったわ」

　きっと。そう。

　……たとえ彼女が、どのように、生まれた島を捨て、名前を捨て、死霊術師ネクロマンサーとして隠れて生きたのかはわからないけれど、それでも。

　キュイエの指には、いつも、老婆と同じ指輪があった。

　そして彼女は、常に、この島の平安を祈っていた。

「だから」

　シュガーリアはすがるように、もはや存在が朽ちかけたその細腕を握り、額を合わせて言った。

「もう、いいんだよ」

　泣かなくてもいいの。死に続けて、自分を罰し続けなくていい。

　向こうで、彼女に会うことがあったら。

　どうか笑ってあげて、とシュガーリアは願った。自分勝手な願いだった。そしてその願いを最後に。

　次にシュガーリアが顔を上げた時には、老婆は砂と、ひとかけらの骨だけになっていた。拾い上げた指輪を、お守りのように拳に握り込む。

「あなた……」

　人影を見上げ、シュガーリアが言う。

「だあれ？」

　動揺が過ぎ、焦点が定まれば、そこに立つ人をはっきりと観察することが出来た。ようやくその姿を、シュガーリアは瞳に映した。

　無造作に切ったざんばら髪で、その色は、緑にも見える暗い黒だった。

　長い前髪の隙間から見える、瞳は少し灰色がかった同じく黒で、少し疲れたような目元をしていた。中肉中背の老人のような猫背だった。

　老人のような。

　老人のようではあったが……。そう、その相手は……決して、老人ではなく。シュガーリアが覚えている、どんな師よりも、年若い青年に見えた。

　むき出しの腕に見えるのは老いから刻まれる皺しわではなく……無数の傷だった。戦いによりついた傷ではないと思った。

「あんたこそ」

　響く声は、長らく話すことを忘れていたかのようにかすれて低かった。けれど、やはり、老人のものではない。

　くわえていた煙草たばこを無造作に摑つかんで手のひらで火を消し、男は言った。

「俺に誰だと聞けるなんて、一体何者なんだろうな」

　それが、孤独の悪魔、マーラーを背負う、悪魔背負いとの出会いだった。
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　この島に最初の異変があったとされるのは、実に数十年も前のことである。その間に、年若かったキュイエは老い、多くの人々が命を落とした。

　そして、この島の時間が止まっていることを知ってもなお、悪魔背負いの彼かの人はきっと、老人なのであろうとシュガーリアは疑うことはなかった。

　じじさまか、ばばさまなのだろうと。

　今になって思えば、ただの思い込みであり、願望だったに過ぎない。なんの根拠もなかった。これまで愛情を持って接したのが、年老いた人ばかりだったから。

　そうであったらいい、そうに違いないと思ってしまった。

　だから、その人を前にした時、シュガーリアはどうしようもなくうろたえた。古びた外がい套とうに身を包んだ、街の人々とは明らかに違うたたずまい。なによりそれは、この島に乗り込む前、黒い海の中で与えられたものと同じ印象だった。

　長い外がい套とうで身を覆っていたが、その腕だけはあらわで、浅黒い肌には、彫り物のように着色された傷があった。

　それは罪人の刻印だと、シュガーリアは知識だけでは知り得ている。実際に見たことがあるのは死人の腕にあるそれだけだが、その刻印は罪人が牢ろうにいれられる時につけられる傷で、罪の重さによって増えるとも、殺した人数によって増えるとも言われる。

　そして男の、腕にある傷は。

　ひと目で数えることが出来ないほどに、無数、だった。

「あの」

　どんな相手でも構わないと思っていた。どんな醜い相手でも。どんな気難しい相手でも。これまでもそうだったように、必ず愛して、愛されるつもりだった。

　けれど今、いざその当人を前にして、シュガーリアは完全にうろたえていた。小枝のラモは、怯おびえたようにポケットの中に隠れてしまった。

「あの、わたし……！」

「悪魔か？」

　吐き捨てるような問いかけ。

　そしてもう一度、正面に目を落とし、崩れて形をなくした、老婆であったものを見た。

　亡もう者じやであった。囚とらわれ、変質した幻影だった。

　けれど、他でもない、彼が、絶命させた命だった。

「それとも……死神かね」

　今度は、苦み走った滋味を嚙かみしめるような顔で言った。

　悪魔か、死神か、それが自分を指す言葉だと理解するまで、数拍の間を要してから。ぐっと拳に力を込めなおしてシュガーリアは言った。

「どちらでもないわ」

　立ち上がり、言う。

「わたしはシュガーリア！　今は亡なき、死霊術師ネクロマンサーの一族の孫娘よ！」

　何度も上げた名乗りだった。それこそが彼女のすべてだった。

　シュガーリアの言葉に男は目を細めた。鈍い痛みをこらえるような表情だった。

「死霊術師ネクロマンサー」

　ぼそりと呟つぶやくと。

「それで？」

　断じるように、尋ねる。

「それで、あんたも、この島の財宝を奪いにきたのか」

「──……！」

　その瞬間だった。感じたのは、強い憎しみだった。殺気といってもいい。すなわち死の予感だ。これまでシュガーリアにはあれほど死が、近くにあったにも拘かかわらず。

　抜き身の刃を向けられるがごとき視線に、足がすくんだ。あの塩の竜を前にしたって、こんな恐怖に襲われた覚えはなかった。

　この人は自分を殺すのかもしれない。ためらいなく、当然のように。その時が来たら迎え撃たねばならない。

　あの竜のように。

　おそろしさが消えるわけではなかったが、今、むざむざと、ただ、殺されるわけにはいかなかった。

「財宝なんて興味はないわ」

　振り切るようにそう言った。強がりではなかった。本心だ。

　この島に眠るとされる、数多あまたの黄金にも、宝石にも、興味がない。

「……へえ。じゃあ、なんの目的があって、こんなところに」

　男はそんな風に口では言ってみるものの、到底答えを求めているようには見えなかった。シュガーリアはほんの少しだけ肩の力を抜いて言う。

「あなたよ」

　どうして海を越えて。ここへ来たのかといえば。

「あなたよ。悪魔背負いの……」

　おじいちゃん、でなかったことは、見当違いであったけれど。間違いない。この人に会いにきたのだとシュガーリアは思った。

　その言葉を聞いた男はやるきなく頭の後ろをかく仕草をして。

「俺、俺、俺ねぇ……」

　そう言って、何度か乾いた咳せきをした。

「すまんね。人と話すことが久方ぶりでね。声の出し方をどうも……しかし、そう、俺ね……」

　そう繰り返し、自嘲気味に笑った。

「死霊術師ネクロマンサーどのは、死体を愛めでるみたいに、悪魔も好むってことか」

　暗い色をした瞳が赤く色づいた気がする。それは、ただの錯覚でしかないのかもしれないけれど。

　シュガーリアは男の感情は読めなかったし、思考もたどることが出来なかった。どんな偏屈な老人でも、心を砕いてもらえるくらいに寄り添えるはずだという傲慢な考えがあったし、その一方で、老人ではない相手の考えることは想像がつかなかった。

　無理を言い、道理でないことを通すのであればなおさらだ。

「……そうね」

　けれど、ここまできて、退くわけにはいかなかった。出来るとしたら、この身を捨ててでもぶつかっていくしかない。

　この欲望に似た願い以外、守るものなどないのだから。

「あなたにしか、頼めないの」

　だからまっすぐに、男を見上げて、シュガーリアは言った。

「ねぇ、悪魔背負いの……おにいさん」

　なんと、呼んでいいのかは、わからなかったけれど。シュガーリアは心を決めて、言った。

「あなたの力が欲しいわ」

　その言葉は、鷹おう揚ようとした男にある程度の衝撃を与えることが出来たようで、口くちの端はに挟んだ煙草たばこの先から、いくつか灰が力なく落ちた。

「なんだって？」

　あっけにとられたように男が言う。

「聞こえなかった？　あなたの力よ」

　そう、シュガーリアが繰り返した。

「悪魔を背負うという力を貸して欲しいの。あるべきではない力を。この世界がたどるであろう、ふさわしい流れに反逆をするために。唐突なことと驚かれるでしょうけれど……説明をしている時間さえ惜しいわ」

　はやくしなければ、間に合わない。力もそうであったし。……時間も、そうだ。

　シュガーリアには、時間がない。同時に、力を振るうことは、その残り少ない時間を縮めることになるのかもしれない。それでも。

　力を貸して欲しかった。

　人ならざる力を。

　悪魔の力を。

「なんのために？」

　男は本当に、不可解さをにじませてそう言った。問いかけというよりも、独白に近かった。

　シュガーリアもまた、本当にわかってもらおうとは思ってはいなかった。ただ、言いたいことを言った。

「わたしのことを愛してくれた人ひと達は、みんな、正義を掲げる力に討たれた」

　指輪を握る。鎖を握る。宝石を握る。もういない人のことを思うと、心が引き裂かれそうになる。

　唇をわななかせて、目を見開き、シュガーリアが言う。

「人の道に外れた力だから。結実してはならない魔術だから。じじさまも、ばばさまも、みんなそのことに納得して、死んでいった」

　来たるべき日が来ただけだと言っていた。

　それはそうだったのかもしれない。そのとおりだったのかもしれない。

「でも、わたしは、わたしだけは……それを、認めない」

　認めないし、許さない。たとえこの怒りが無意味でも。

「たった一いつ矢しで構わない。わたしは、復ふく讐しゆうをする」

　そのために、ここまで来た。まだこの世界に残っている悪魔の力を求めて。シュガーリアの説明はけれど、男には届かず。

「無意味だ」

　と男は言うけれど。

　シュガーリアは笑った。「意味なんて関係がないわ」と、微笑ほほえみというには壮絶すぎる表情を浮かべて。

「やりたいことをやることが、生きるということではない？」

　少なくとも、わたしはそう。

　それがシュガーリアの答えだった。

「いかれてやがる」

　と、ぼそりと男は言った。

　答えを求めるような呟つぶやきではなかったけれど、「そうかしら」とシュガーリアは生真面目に考え込んでみせる。

「正気かと問われたら、自分でも確かめ方はわからないの。ただ、わたしは本気だし、大真面目よ。わたしは死霊術師ネクロマンサーの孫娘として生まれたけれど、弟子としてはなり損ないもいいところ。たいした力もないのだから、ここまできて、あなたの力を借りるしか方法が見つからなかった」

「たいした力もない奴やつが、あの塩漬け竜を吹き飛ばすかね」

　呆あきれたように言った男の言葉に、シュガーリアが顔を上げる。

「あの場に、いたのね？」

　この街に至る前に、やりあったあの一戦を。

　男は面倒そうに顔を歪ゆがめ、それ以上は答えずに、ひとりごとのように言った。

「運が良ければ逃げられたかもしれないものを。……結局あの女に、拾われたか」

「彼女を知っているの？」

　驚きにシュガーリアが尋ねる。

　シュガーリアがこの街で目覚めた時にそばにいた女性は、確かにこの島について、そして悪魔背負いについてもまた、なにかを知っているようではあったが。

「ああ」

　男は、なんでもないことのように言う。

「浜辺に打ち上げられる罪人を拾うのは、あの女のただの習性だ」

　その言葉に、シュガーリアはひどく慎重に、ゆっくりと言った。

「……あなたも？」

　彼女に拾われたのかと、シュガーリアは尋ねたのだ。

　罪人という言葉が、ひっかかった。この国に住まう人の特徴を知るわけではなかったが、少なくとも、彼に刻まれた腕の刻印は、広く大陸で使われている刑罰だった。

　男は答えず、うっすらと笑った。笑みを浮かべるというには、そらおそろしい表情だった。

　けれどシュガーリアは、怯おびえることはなかった。

　どれほどの罪が男にあったとして。どれほどの悪人であったとして。シュガーリアに彼を断罪する資格はないだろう。

　奥歯を嚙かみしめ、なにも返事が出来ないでいると、男はまたため息まじりに言うのだ。

「聞こえなかったか？　……引き返せ、ってな」

　シュガーリアはその言葉に、少しだけ肩の力を抜いて、そして思わず、軽やかな口調で言ったのだ。

「あなたが、止めてくれたのね」

　あの、黒い海の中で。

　少なくとも、無干渉ではなかったということだ。どういった種類のものかはわからないが、興味だか、関心だかがあり。

　シュガーリアがこの島を訪れるのを、止めようとしたのだろう。

　ああ、と投げやりに男は言う。

「──止め損だ。大体がそうだ。黒い海に来ちゃあ溺れてくたばる、遺跡に入り込もうとすりゃ、竜に焼かれる。そしてこの街に迷い込めば……頭が狂って死ぬだけだろう」

　バカンスなら、もう少し静かに出来ないものかねと、嘲笑にも似た言葉。大仰に肩をすくめて、呆あきれたように男は続ける。

「それでも大体が、この島の財宝を盗みにきた盗人ぬすつとだ。俺は悪人には容赦しないからな。おびえもなけりゃ、尊重もしない。自分と同じクズだろう。死にたい奴やつは死ねばいい。それは……悪魔を盗とりにきた奴やつだって、同じことだ」

　最後は、シュガーリアに向けられた冷たい敵意だった。

　死にたい奴やつは、死ねばいい。

　言外に、自分が殺しても構わない、と言われているようだった。相手と対たい峙じしている間、絶え間なく感じる恐怖があった。

　それは、彼が人として異質であるという恐怖だ。しかしそれが生来のものなのか、それとも悪魔と契約をしたことにより、変わってしまったのかはシュガーリアにはわからない。

　いつ殺されてもおかしくはない気がした。

　その覚悟は常にあれど、死にたいのかと聞かれたら。

　別に、死にたいわけでは、ない。

「盗とりにきたわけじゃないわ。ちゃんと、あなたに、お願いにきたんだもの」

「力を貸してってか」

　はは、と乾いた笑いをもらした。笑いこそしたがその目は暗く、顔も歪ゆがむばかりだった。

「あんたみたいな嬢ちゃんが、死し霊りようを操るってのも馬鹿げた話だが、悪魔だってあんたが思うような万能の力じゃない。ただの……悪夢の続きみたいなもんだ」

「だから……」

　一歩踏み出し、シュガーリアは重ねて言おうとした。

「まあ、なんであっても──」

　男はもう一度笑うような乾いた表情だけをして。

「お断りだ」

　はっきりとした口調で言った。一瞬針で刺されたようなショックを受けて、シュガーリアは半歩下がる。

「俺だって、嬢ちゃんのままごとに付き合ってる暇はねぇよ」

　むき出しの殺気でそう言ってから、自分の言葉をいぶかしむように、己の顎をなで、言う。

「いや、暇は、あるっちゃあるのか……まあ、いいや。たとえ俺が死にそうなほどに暇だとしても、あんたに情けをかけてやる理由はないだろう」

　ひどく投げやりな言葉だった。

　シュガーリアは、自分をふるいたたせ、その一方で小さく首を傾かしげてみせる。

「理由があれば情けをかけてくれるのね？　どうしたら、わたしの話を聞いてもらえるかしら」

　どんな情があれば。

　どんな想いがあれば。

「まず、あんたが俺の話を聞けよ」

　考えなしの嬢ちゃん、というようなことを男は言った。その呼び方に、シュガーリアは首を振って。

「シュガーリア。わたしはシュガーリアよ」

　もう何度目か、自分の名乗りを上げると、その対価を得るように、男に尋ねた。

「悪魔背負いのおにいさん、あなたの名前は？」

　男は長めの前髪の奥で、ほんの少し虚を突かれたようにまぶたを持ち上げた。それから肩をすくめて言う。

「名前ねぇ。忘れてしまったよ。長いこと、呼ぶことも呼ばれることもなかったもんでね。……どうせ、後生大事に誰かに明け渡してみせるほど、大した名前でもなかったんだろう」

「名前は大事よ」

　じゃあ、こうしましょう、とシュガーリアが、距離をとりながらも男をのぞき込むようにして言う。

「思い出すまで、わたしがそばにいてあげるわ」

　その言葉に、いよいよ男は呆あきれ果はてた様子で。

「子供ってのは、こんなに、人の話を聞かないもんだったかね……」

　そんな風に、嘯うそぶいた。

　シュガーリアに向けて言った言葉ではないようだった。ふと、この男は長い時間こうして、たったひとり、誰に話しかけるでもなく呟つぶやき続けていたのだろうかと思った。声のみずみずしさを忘れるほど、長い時間を。

　──それは、どれほどの孤独であろうか。

　若々しくも疲れた男の横顔を見ながら、まとう空気を読み、滲にじむ哀切を嚙かみ、思考を嗅ぎ取ろうとするけれど。

「参ったな……」

　けだるい男からは、強い力も、意志も感じられなかった。

　そして男は口元から煙草たばこを外して地面に投げ捨て、靴の底で念入りに潰してから、その吸い殻を拾うために腰をかがめ、ついでのように、近くの小石をひとつ、拾い上げた。

　そしてその小石を、指の先ではじく、小さな仕草をした。

　その瞬間のことだ。

「いっ！」

　目元の横に焼けるような痛み。同時にばらばらとシュガーリアの金の髪が一ひと房ふさ散った。

　血が噴き出す前に、シュガーリアは左目の脇を袖で押さえた。切れている、と思う。目元から耳。大きな傷ではない。しかし。

　ほんの少し軌道がずれていたら、その衝撃は、シュガーリアの目を潰し、頭の裏まで貫通していたのではないか。

　シュガーリアは咄とつ嗟さに己の腰元に手を伸ばし、そこに下げた宝石のいくつかをもぎとると、傷ついた場所に押し当てて、短い呪文を唱えた。

　次の瞬間淡い光と熱を放ち、宝石が灰へと変わる。同時に辺りの木くずや落ち葉が、巻き上がる風にぶわりと浮かんだ。

　その後にはシュガーリアからは傷が消え去り、ただ、少しだけ不ふ揃ぞろいな金の髪があるだけだった。

「……なんだ、そりゃ」

　はじめて、男が驚いたような、呆あきれたような表情を浮かべた。シュガーリアが行った術式への驚きではないようだった。

「今燃えた魔力……その、宝石は」

　吐き捨てるように。

「一体誰の魂だ？」

　それは、やはり問いかけよりも自問のような言葉だった。

　シュガーリアはけれどそのいぶかしげな目を強く見つめ、はっきりと言った。

「これは、わたしの、大切な人の魂よ」

　シュガーリアの持つ宝石が美しいのは、ひとつひとつに魂を封じ込めているがゆえのこと。

　だから、魔術に使えば灰となり、……もう、戻ってはこない。

「だったらこんなことに使うなって、思う？　でも、顔に傷なんてつくったら、みんなが悲しむんだもの」

　淡く笑ってシュガーリアがそう言えば。

「……俺の知ったことじゃあないが」

　男はシュガーリアから目をそらし、吐き捨てるように言った。

「死霊術師ネクロマンサーってのは……どうにも、胸くその悪い野郎だな」

　シュガーリアは眉を下げて、笑う。

「そう……かもしれないわね」

　最初から、人の道にはもとること。けれどそれは、悪魔だとてそうではないかと、思いはしたが、口にはしなかった。

　男は、指先ひとつでシュガーリアに灼やけるような痛みを与えておきながら、なおまだそのうるささを疎むようだった。

「……あァ、殺せばいいんだろうな」

　そしてひとりごとのように小さく呟つぶやくのだ。相変わらず、やる気のない、けだるげな一本調子で。

「殺せばいい。あんたは目め障ざわりだし、うるさいし、なによりあつかましい。首を折ってもいいし頭を割ってもいい。その目玉をえぐっても舌を切っても、あんたがあの竜にしたように一瞬で焼き尽くしたって構わない。どうしたってあんたはすぐに死ぬ。そんなことをしなくたって、俺のこの、よくわからん魔力とやらを使えば、あんたを狂わせて、あの竜みたいに塩漬けにすることだって簡単なんだろう」

　つくりたくもない料理の作り方を列挙するような言葉だった。

　波のようだ、とシュガーリアは思う。

　男の殺意は寄せては返す、あの黒い波のようだ。そしてこれほど大きな波のような殺意を、身体の中に飼うということは、穏やかなことではないだろうとも思った。

　この波の延長線上で。

　腕の傷に刻まれたように、多くの人を殺してきたのか。

　まだしびれるような痛みに顔を歪ゆがめながらも、シュガーリアは注意深く、嚙かみしめるように言う。

「脅されているのかしら。わたし」

「さぁな」

　と、悪魔を背負うといわれる男は肩をすくめた。その重そうな背中には、悪魔の影が見えなかったが。見えないだけで、今も背負っているのだろうか。

　おかしな話だな。とため息まじり、呆あきれるように男は言う。

「ここまできて、顔に傷をつくるのが嫌だと言ってみたり、脅されているのかと問い返してみたり。俺はあんたがなにをしたいのかわからない。死ぬのが怖いなら、はなからこんな島には来ちゃいねぇだろうに」

　それはシュガーリアの向こう見ずさを認めているようでもあったし、やはりどうでもいいと投げ捨てるようでもあった。

「そうね」

　長いまつげを伏せて、シュガーリアは言う。

「そうかもしれない」

　死ぬのが怖かったら、こんな所には来なかった。それはそう、そうなのだろう。

　でも、とシュガーリアは凜りんとして顔を上げ言う。

「でも、訂正をしておくわ。わたし、死ぬのは怖いと思ってる。いつだって怖いし、いつまでだって怖いと思う。……でも、ただそれだけだって、思うから」

　彼女の師達がそうであったように。

「わたし、あなたに殺されても、多分、それだけよ」

　たとえ自分で死を選んでも。

　いつか本当に、土に還かえることになっても。ただ、それだけだ。それは、そうであるということだけ。

「今は……嫌だけれど」

　男はシュガーリアの言葉を、不可解だとでも言うように目を細めた。

　戯たわむれでさえない、いいかげんな衝動で、シュガーリアを傷つけたことには、一片の機微も持たないようだった。

　だから、それはそれでいいのだ。大事なのは、男がシュガーリアを傷つけたことではない。傷つけてもなお、命までは奪わなかったということだ。

　殺せる相手を殺そうとして。

　なお、殺さなかったということ。

「……なぁ」

　それから、男はシュガーリアから目をそらし、地に視線を落として、言った。

「あの、ばあさんは」

　それが、今まさに土に還かえった、老婆のことだとシュガーリアはすぐにわかった。

「死んだのか」

　と男は尋ねた。それから、自分の言葉に違和感を覚えたのか、言い直した。

「俺が殺したのか」

　シュガーリアが注意深く、なんと返答すべきか考えていると、もう一度、より正確を期すように男は言い直す。

「俺が、殺せたのか？」

　どういう意味か。シュガーリアが視線だけで聞き返せば、ぼそぼそと男は疲れた口調で言った。

「これまで俺の刃は一度だってこの街の人間に届かなかった。俺の声も届かなければ、俺の姿が目に入ることもなかった」

　それが、どういう意味なのか、なぜなのかはシュガーリアにはわからなかった。けれど、男が老婆に刃を振り下ろしたあとに、不可解な顔をしていた、その感情の一端に触れたような気がした。

　そして、シュガーリアは答える。

　死霊術師ネクロマンサーの、孫娘として。

「……彼女は、死んだわ」

　はっきりと、迷いなく答える。

「縫い止められていた魂は、その死を進めることで逆流し、亡もう者じやとして蘇よみがえった。けれど、あなたの一撃は亡もう者じやとなった彼女を貫いて、彼女の魂は、もうここにはない」

　それが、救いであったのかは、断言はしかねるけれど。

　そうか、と男は言う。

　それから、少しだけ天井を見上げて。

「この島に来た時に、悪夢にうなされる俺に、このばあさんは頼んでもいないのにまじないをしてくれた。効いたか効かなかったのかはわからんが……その夜は、悪夢を見ずに眠ることが出来た」

　男はシュガーリアの方を見なかったけれど。

　シュガーリアは、男のその顔を、食い入るように見つめていた。

「別に、感謝はしちゃいない。ばあさんの過去にも興味がない。死の間ま際ぎわを繰り返すことだって、好きでやっていたことだろうよ」

　男は強がりでもなく、ため息のようにそう呟つぶやいて。

「けど、なぁ、死霊術師ネクロマンサー。……このばあさんは、今、悪い夢は、見ていないだろうか」

　そう、尋ねるから。

　シュガーリアは、一言一言を、大切にするように言った。

「死んだ人のこと、すべてわかることは不可能だわ。でも、彼女のことなら、たとえ魂寄せをしなくたってわかる。……悪い夢なんて、絶対に見ないわ。彼女の孫娘が、彼女を迎えにきてくれるはずだから」

　この島の妄執にもとり込まれることはなく。

　彼女は安らかに死者となったはずだ。

「そうか」

　男は感情の見えない声で、そっぽを向いたまま、言う。

「……そうか」

　そう、繰り返す、横顔を見ながら、シュガーリアは話をしたい、と思った。

　この人と、話をしたい。もっと。

　シュガーリアには目的がある。願いがある。けれどその願望とは別に、彼と、もっと話がしたいと思ったのだ。

　対する男はシュガーリアから目をそらし、うつむき目を伏せるようにして、また不自由そうにかすれた声で言った。

「あんたがどこで野垂れて死のうと、俺の知ったことじゃない。力を貸すなんて、まっぴらご免だ。だが、まあ。……もう一度だけなら、言ってやるよ」

　にらみつける目は冷たかった。声も、その表情も、温かさなんて感じられることはなかった。

　男は言った。

「この島から逃げろ」

　吐き捨てるように言ったその言葉を……それでも情のないものだとは、シュガーリアには思えなかった。

　そして男はもう一言、付け加えた。

「この島には、未来がない」

　シュガーリアは耳元を押さえたままで、小さな声で尋ねた。

「あなたにも？」

　男はその問いかけに、笑った。空虚で自嘲気味な笑いであったし、恐怖と悲しみを、一度に与える表情だった。

「自分に未来があるなんて、思ったことは一度もないね」

　それが、答え。

　そして室内に砂さ塵じんが舞い上がり、次の瞬間には、男の姿は影も形もなかった。

　現れる時にまぼろしのように現れた、それと同じに、まぼろしのように消えてしまった。

　まぼろしなのは、どちらなのだろうとシュガーリアが思う。実体がないのは、情念だけが揺らぐのは、この街の方ではないか。だとしたら、自分はどちらだ。実体なのか。それとも、まぼろしなのか。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすシュガーリアの耳に、すすり泣くような小さな声が届いた。

「……イ」

　シュガーリアの懐ふところで、息を殺して隠れていたラモだった。

　細布で顔を覆って。

「コワイ」

　あの男は、コワイ。

　ラモの中のなにかが、誰かがそれを告げているのだろう。それは男の残虐性の証明でもあった。少なくとも、この島で。彼は誰かの魂を怯おびえさせるような行為に出たのだ。シュガーリアはその嘆きに寄り添うように、そっと自分の懐ふところをなでた。

　シュガーリアはそれから、自分の顔にも触れた。もう傷も残ってはいないが、感じた恐怖は本物だ。シュガーリアも確かに、怖かった。

　あの男は、自分を殺していてもおかしくはなかった。その事実を思えば今も手が震えるが、同時に心は高揚もしていた。

「あの人が……悪魔を背負う人」

　数十年の孤独を生き、それを糧かてに強大な魔力を得て、この島と海域を統すべるという。遠からず……排斥される種の人だ。

　この世界にはいらないものだから。

　いてはならないものだから。

　でも、それを決めるのは誰だろう。なんの権利があって、隠れて生きる人をあぶりだし、無残にも殺すのか。

　それが正義だとしたら。

　自分は、悪人でいいとシュガーリアは思う。それから、気持ちを入れ直すよう微笑ほほえんで、懐ふところに隠れるラモに言う。

「さぁ、手伝って、ラモ」

　砂を盛り、石を置いて。

「ここに、彼女のお墓をつくりましょう」

　骨のかけらと、指輪がふたつ。たとえもう誰も、参る人がいないとしても。安らかにあれという祈りを、せめて形にするために。










　踏み込んだ足が、朽ちかけた遺跡の底についた時、肌に触れるひりひりとした静寂に、ああ帰ってきたのだと男は思った。

　まほろばの街は、いつ足を踏み入れてもおぞましさだけを自分に残す。

　それから男は口元の違和感を拭うように、何度か己の顎を摑つかむ仕草をした。

　まだ、喉と顎がきしむような異物感があった。悪魔背負いになってから長い間、こんなにも長い会話を人と交わしたことなどなかったからだ。

　迷い来る者に引き返せと言い捨てたことはあった。

　襲い来る者を言葉も交わさず切り捨てたこともあった。

　けれど、このように対話をしたことは初めてで、自分にまだ、人と言葉を交わせるだけの声帯が残っていたことが、いっそ不思議なほどだった。

　食事もいらず、もしかしたら呼吸も必要とはしていないかもしれない身体だ。長い間、煙草たばこを吸うことだけが、男の持ち得た娯楽だった。

　そして朽ちかけた暗い遺跡の底で、男はずっとこの島に踏み入れる者達を見ていた。

　シュガーリアもまた、例外ではない。

　彼女がこの島に流れ着いた時からずっと。否、彼女が小舟に乗り、黒い海へと踏み込んでから、ずっと。理由があってそうしたわけではない。

　他に、することもなかったから。

　黒い海は悪魔の力が長く島に滞留したゆえの澱よどみである。残ざん滓しであり、同時にその力と認識の及ぶ領域である。

　その海に飛び込んできた、シュガーリアは一目でその異質をあらわにしていた。幼く愛くるしい容姿も、きらめくような金の髪も。

　だからといって、心が惹ひかれたかといえば、そんなことはなかった。これまでの、他の盗人ぬすつとと同じように、ほどなく死ぬ哀れなものだとしか思えなかった。

　この島には流れ着いたようだが、塩の竜を見れば逃げ帰るだろうと思っていた。

　あの塩の竜は、あまりの盗人ぬすつとの多さに男が戯たわむれでつくった。巨大な竜を前に尻尾をまいて逃げるのならばそれでよかった。

　しかし、あまりに見事な手腕で塩の竜を焼き尽くしたものだから、啞あ然ぜんとした。思わず近くに寄り、ほんの気まぐれに、殺してやろうと思った。

『じじさま？　ばばさま？』

　そんな風に、シュガーリアは男に尋ねた。

　目が、見えないのかと思った。罪人だと言ったのは──かつて、自分がこの島に流れ着いた時に、やはり、盲めしいていたからだった。

　おかしな既視感が、男の頭をもたげた。

　自分の罪と、対たい峙じをするような。

　海に戻れといったが、逃げ切れるとも思ってはいなかった。どんな形であれ、結局はあの街に引きずり込まれることだろう。

　そして、街にとり込まれれば、もはやそこには恐きよう慌こうしかない。

　これまでも、あのまほろばの街で、心を狂わされた者達が一番ひどい死に方をしてきた。

　──そうなるのも、道理だった。あの街は、男のためにつくられた、悪趣味な孤独の装置である。

　人の身でその中に迷い込んで、狂い死なずにいられるはずがなかった。

　しかし少女は、金の髪の少女は、シュガーリアは、果敢にもあの街で立たんとし、それだけではなく、逃げようともせずに街の人間へと干渉をはじめた。

　出来るわけがないと思った。けれど、シュガーリアはそれを果たし、結局は──男の刃さえも、あの街の民に届かせたのだ。

　男は荒い息を吐き、目を閉じる。

　孤独について、考える。

　これまで常に考え続け、そして答えは出ずなにも得られなかった、深い闇のことを思う。

（孤独とは、なんだ？）

　金の髪と、強い瞳を思う。

（「力を貸して欲しいの」）

　迷いのない言葉を、思い出す。

（「やりたいことをやることが、生きるということではない？」）

　だとしたら。

　俺はずっと、生まれた時から死んでいるも同じだと、男は思った。

　薄く目を開ければ、灰色の瞳に光が反射する。

　目の前に、山と積まれた黄金を前にして、男は思う。

（死んでいる人間が、人を殺すのか）

　自分の腕。そこに刻まれた死の数を思う。

　そして、そこに刻まれそこなった、溢あふれた死の数もまた。

（死んでいるままで、死んでいくのか）

　ただひとり。

　永遠にひとりで。

　ただ、ひとりでいることだけは、自分に似合いだと、男は呼吸にもならない、ため息を吐ついた。













第五章　死してなお生きるなら







　シュガーリアとラモがつくった墓は、とても簡素なもので、子供の砂山のような形をしていた。

　シュガーリアは、この土地の墓の形を知らない。似せようにも、まほろばの街には、どこを探しても墓はなかった。

　砂の山に、石と細い木々を置いた。

「しゅがー、りあ」

　肩に乗ったラモが囁ささやく。

「ないて、いるの」

「いいえ」

　ラモの問いかけに、シュガーリアは目を伏せたままそう答えた。

「いいえ。泣いてはいないわ。……ただ、少し、悲しいだけ」

　人を見送ることはなんて悲しいのだろう。悲しさとさみしさが、喉の奥までせり上がってくるようだ。

　この悲しみは、ただ悲しいだけだとシュガーリアは思う。

　遠からずいつか、痛みはやわらぎ。

　けれど絶対に、消えることはないのだ。

　煮え湯を、飲み続けていくように、生きていくしかないのだと、シュガーリアは思う。

　本当は花があればもっとよかったけれど、この街では見つけることが出来なかった。もっと広く探せばあるいはどこかに咲いていたのかもしれない。

　けれどシュガーリアは、限られた時間の中で生きているから、老婆の墓に長い時間をかけることは出来ないのだった。

「これから、どうする、ノ」

　ラモが尋ねる。もちろん、とシュガーリアは言う。

「もう一度、彼に会うわ」

　隠れていて、とシュガーリアはラモを再び懐ふところに隠した。ラモには徐々に、自我の発露があった。だからこそ無理におそろしい目にあう必要はないとシュガーリアは思った。

　彼に会う。

　あの人に。

　シュガーリアはそう決めていたけれど、手がかりがあるわけではなかった。悪魔背負いの男がどこにいるかはわかりようがなかったし、そもそも、この街から出られるのかどうか。

　けれどどこかにほころびはあるはずだとシュガーリアは思う。

　死なないはずだった街の住人が土に還かえり、その魂が解放されたのだから。街もまた、今のままではいられないはずだ。

　そして、悪魔背負いの彼につながる糸は、この街に必ずあるはずだとシュガーリアは信じていた。

「──……おかえりなさい」

　そう、家に帰ると女は言った。

　シュガーリアをこの街に迎え入れた女、目覚めるといつも目覚めはどうかと尋ねる女に、シュガーリアは改めて、名前を問うた。

　女は自分の名前をムムカと答えた。

　見れば見るほど美しい女性で、長い髪を流して編み物をしていた。

　それだけがムムカの仕事のようだった。その編み物ひとつで仕事に不自由はしていないようだ。

　編み物だけがいつもその模様をかえていた。そして今、彼女の編み物は……大きな白い花だった。

　その模様に、シュガーリアは目を細める。

　はじめて見る柄だった。まるで花の咲かないこの街で、唯一咲く、弔いのそれのようにも感じられた。

「ねぇ、ムムカ」

　改めて、シュガーリアがその名前を呼ぶ。

　この街にあり、シュガーリアを迎え入れる他には、なにを尋ねても曖昧な微笑ほほえみを返すだけだったムムカに。

「あなたに聞きたいことがあるの」

　シュガーリアは簡素なテーブルに座って、そう言った。

　ムムカは優しく、ただ笑むだけだ。

　明日になればまた、ムムカはシュガーリアを、この島にはじめてきた人間のように扱うに違いない。

（「浜辺に打ち上げられるような罪人を拾うのは、あの女のただの習性だ」）

　シュガーリアは、思い出す。悪魔背負いの男の言葉を。

　彼の言葉が、確かならば。

「聞きたいことって？」

　編み物から顔を上げずに、ムムカが言う。

「この島の、悪魔のことよ」

　横顔は穏やかで、どこか悲しみに満ちている。

「そうでなければ……あなたの拾った、男の人のこと」

　やはり、返事はない。

　その横顔を眺めながら、シュガーリアはテーブルの上に宝石を広げた。

　ひとつ、またひとつ。気づいたムムカが、身を乗り出して言った。

「綺き麗れいね」

　と一片たりともうらやむような様子もなく、吐息のように。

「ええ」

　シュガーリアは頷うなずいて、その宝石と、砂金でテーブルに陣を描いた。

「この石は？」

　ムムカの長い指が伸びる。中央に置かれた石は、丸く緑の色をしていた。

「これは、蛍石」

　シュガーリアが愛おしいものを教えるように言う。

「熱をくわえると光を放つ宝石よ」

　綺き麗れいね、とムムカはもう一度言った。ええ、とシュガーリアも同じように繰り返して答えた。

「これから行うのは、降霊の魔法なの」

　とシュガーリアは囁ささやいた。

「こうれい？」

　ムムカははじめて聞いた言葉のように問い返した。

「死者を呼び出して、話を聞く術」

「怖いわ」

　とムムカは言いながら、その言葉に恐怖は感じられなかった。

「ムムカには、呼んで欲しい死者はいる？」

　返答は、微笑ほほえみ。

　きっと、微笑ほほえみだけで、なにも返ってこないと思っていたのに。

「……いた、気がする」

　そう、ムムカは、しばしの沈黙ののちに呟つぶやいた。

「でも、もういいの」

　シュガーリアには、その言葉の真意はわからない。

　そしてムムカは逆に、シュガーリアに問う。

「あなたには、いるの？」

　問われてシュガーリアは、淡く笑う。ムムカの微笑ほほえみを思い返しながら、ああ、確かに、微笑ほほえむことしか出来ないと思いながら。

「ええ、いるわ。呼んでも呼んでも、答えてはくれない人ばかりだけれど」

　それはもう、仕方がないことだ。答える声なんて、ない方がいいに決まっている。

　眠る者は、どこまでも安らかに。

　けれど、眠れぬ者もいることだろう。

　蛍石を中心に、すうっと手のひらで円を描くようにシュガーリアが宙をなでた。その仕草に呼応するように、数多の夜がそうであるように、蛍石は光を放つ。音なき音が、魂を呼ぶだろう。それは記憶の塊であり、感情の塊である。

「……願わくば」

　囁ささやくように、シュガーリアが言う。

「あなたは……恩を仇あだで返すようなわたしの無礼を、許してくれますように」

　死は、誰にとっても痛く苦しく悲しいものだ。

　今は笑むばかりの女性、ムムカ。

　シュガーリアは、他でもない彼女を呼び出すつもりだった。呼ぶというやわらかな表現が正しいのかもわからない。

　思い出せと、シュガーリアは命じるのだった。魔術を使い、力を用いて。強引に、こじ開ける。

　記憶を。感情を。

　そして、その死を、進めるのだ。

　もう一度。……死ぬような痛みを、与えるのかもしれないけれど。

「──呼び声に応えよ」

　過度の集中に、額に汗が浮かぶ。

　そして、テーブルの端に飛んだ、赤い飛沫しぶきをシュガーリアは見た。あざやかな飛沫しぶきだった。幻ではあるけれど。

　ああ、降りてきた、とシュガーリアは思う。

　痛みと苦しみとともに。そして顔を上げた時。

　傍かたわらにたたずむ、ムムカは、その首から血を噴き出し、眼球まで赤く染め上げながら、シュガーリアの隣に降り、たたずんでいた。

　停止していた時間は流れ、苦しみを繰り返すだろう。そのことに、胸が痛まないといえば、噓うそにはなるけれど。

「教えてくれる？」

　シュガーリアが、魂に問いかける。

「あなたが、海で拾った、男の人の話を」

　ムムカはひゅうひゅうと不思議な声で鳴いた。喉を切られていたせいだった。

　病で死んだあの老婆とは違う、とシュガーリアは思う。彼女は死の間ま際ぎわに、誰かにこのような暴虐を受けたのだ。

　幻の身体は。それを構築する魂は。不可逆であるはずの時の流れに逆行する。

　赤い涙をこぼしてもなお、ムムカは壊れた玩具のように言った。

「……めが、さめたのね」

　彼女は繰り返す。

「からだは──いきは──ことばは」

　ええ、とシュガーリアは頷うなずく。それは、シュガーリアも問われたことだった。シュガーリアではない誰かにも、同じように問いかけたのだろう。

「その人は、浜辺で拾ったのかしら」

「はまべ、で」

　オウムのごとく、繰り返す。

　声は、届いているのだと思った。シュガーリアの声が届き、言葉が、届いている。

「腕に傷のある男の人よ」

「ああ」

　ムムカはふわりとその場に膝をつく。羽でも生えているかのように軽やかにたおやかに。そして、丸いなにかをなでるような仕草をして。

「いけない、衰弱している」

　突然、はっきりと声色をかえた。シュガーリアに向けてではない。それは彼女の……記憶の中での言葉なのだろう。

　膝をついたまま、倒れた誰かをなでる仕草をして。

「でも、この人は強い人なのでしょう」

　誰に言うでもなく、ムムカは呟つぶやいた。希望さえ、にじませる声で。

「強くて、ためらわない人。……そんな人を、待っていたわ」

　あの悪魔のもとに、たどりつくために。

　その言葉に、シュガーリアは目を細め、考える。

　この島が悪魔の島と呼ばれているのは、ここ数十年のことだろう。それより以前から、この島はその豊かさを悪魔の力に頼っていたのかもしれないが。

　それは、誰もがどこまで知ることなのだろうかとシュガーリアは思う。少なくとも、今この街に暮らす人は、悪魔のことをおとぎ話だと言って、日常的に口にはしない。

　その中で、ムムカは悪魔を、確かに存在するものとして語っているようだった。

　彼女は……確かになにかを知っているのだ。

　けれど、それ以上の言葉を引き出すことが出来ず、シュガーリアは奥歯を嚙かむ。彼女は鮮明に「その時」の記憶を再生するかわりに、その精神をここから遠くへおいやってしまった。

　低く、うなり声を上げる。そしてそれに抵抗するように、頭を抱えた。

　変容しようとしているのだ。

　まほろばの民から、死の逆流する亡もう者じやに。

　彼女の中で、なにが、その強い衝動を抑えつけようとしているのかはわからない。けれど彼女が彼女たらんとする今であれば、出来るかもしれないと思った。

「…………っ」

　シュガーリアは傍かたわらの宝石を摑つかみ、迷い、躊ちゆう躇ちよする。より多くの情報を得ること。より詳しい知識を得ること。

　もっと、識しる、こと。

　その方法が、シュガーリアにはあった。シュガーリアにしか出来ないことだ。

　けれど。

（「これだけは、ならないよ」）

　そう言った、師達がいた。

　最初にシュガーリアがその才を開花させたのは、ただの事故だった。

　あの死し霊りようにまみれた洞窟で。ひときわ強い意志を持つ魂を前に。

　話を聞かせて、とシュガーリアは言ったのだ。他の師達にならうように。

　その声に……死し霊りようは、応えた。

　しかし、それは行ってはならないことだと師達は言った。

（「人の道を外れてしまう」）

　外げ法ほうと禁術にまみれながらも。

（「我らはよい。けれど……お前は、どうか、ただの、孫娘でいておくれ」）

　そう、願った人ひと達がいた。願いに応えたかった。いつだって、いつまでも。優しい老人達の可愛かわいい孫娘でありたかった。けれど。

　彼らは、もういない。

　そして、シュガーリアはそれ以上、迷わなかった。

「──話を、聞かせて」

　シュガーリアは、新しくいくつもの宝石を砂にかえながら、囁ささやく。

「おいで」

　ぶわりと、ムムカの魂が質量を増やす。膨張し、肥大し、そしてシュガーリアに襲いかかった。

　シュガーリアは腕を広げ、その魂を受け止める。

（────）

　もよおす吐き気。それを押し戻すように、シュガーリアはイメージする。震える指先が摑つかむ、とろりととろける甘さ。

　イメージは、ただのイメージだ。けれど、そのイメージが、シュガーリアの中で嘗なめられ、溶ける。

　同時に強い感情が流れ込んでくる。境界が曖昧になり、混濁する。

　シュガーリア、と名前を呼ぶのは誰だろう。

　泣いているのは、誰だろう。

　かあさま、と。

　呼び声が、己の身のうちから聞こえる。

　思い出す。覚えている。どれだけ変わってもどれだけ溶けたとしても。

　愛された記憶だけが本物だ。

　愛した記憶だけが自分だ。

　そして、シュガーリアの心には、彼女のものではない、愛した思いと愛された記憶が、流れ込んできた。




　　　＊




　夜だった。

　かぐわしい香りが煙となってただよっていた。

「悪魔との契約は、王族の秘術」

　響く言葉はいつも寝所だった。物語のように。詩のように。

「すまないね、ムムカ」

　優しい人だった。

　わたしの、わたし達の王様。

　わたしは彼の妻とは決してなり得なかったけれど、ほんの数えるほどの夜でも、なんと豊かな愛情をもらったことだろう。

　そして、尊い血筋の子さえ、宿すことが出来た。

　赤子の誕生を、王はこの上なく喜んでくれた。それだけで十分だった。特別なことなど、なにも望んではいなかったのに。

「一番年若い王の子供が、その身を捧ささげなければならない」

　だから、君の子供をもらっていくよと王は言った。

　その言葉の意味が、わからなかった。

　思い出したのは、あの子の、小さな手。

　そして、どこか鳥のような、泣き声。

　懸命に乳を吸う姿。

　わたしの愛いとし子ご。

　やがてくる、寒さの前に、毛布を編んでいるの。今。

　あの子に似合いの、あざやかな色を。

　けれど王は、当然のことのように言うのだ。

「今日までの勤めに褒ほう美びをとらせよう」

　願うのならば黄金を。

　宝石を。

　この島で、不自由なき生活を。

　──そんなものはいりません。王よ、尊き王よ。

　あの子は、どうなるのですか。

　別れの間ま際ぎわに、教えてくれたのは。哀れみだったのか、それとも。

　王は言う。これ以上はないほどの、残酷な言葉を。

「悪魔を背負いし者は、その一生を、孤独に過ごす。悪魔はその孤独を喰くらい、この島に繁栄をもたらす」

　そのために、末の王子は捧ささげられる。

　それは、尊きことであると。

　どうして。

　どうして。

「そんなことのために……あの子を産んだわけじゃないのに」

　嘆きは届かない。







　ムムカは子供をあきらめなかった。悪魔は遺跡の最さい奥おうに隠されているのだと、今は王仕えの身をおりたおばばさまが、泣きくれるムムカに教えてくれた。

　この島の深く、まだ深く。

　よほど強き人間でなければ、そこまでたどりつけないだろうと。

　恐れを知らぬ人間を探した。

　恐怖に打ち勝てる人間を。

　地獄の底まで、行き着けるような人間を。

　彷徨さまようように島の砂浜を歩いている時に、横たわる影を見つけた。

　かろうじて人の形を成してこそいたが、息があるようには見えなかった。たとえば傍かたわらを腹を空かせた犬が通ったからといって、鼻のひとつを鳴らすこともしなかっただろう。

　水みず際ぎわにうちあげられたその姿は、漂着物とかわりがなかった。

　息も脈も希薄で、なによりその物体からは意志が感じられなかった。生きているものが、死に向かう意志。もしくは、死に抗あらがう意志が。

　ただでさえ、波の荒立つ海域だった。死した者もあったし、生きた者もあった。

　ムムカがその影を連れ帰り、身体の砂を落とすと、屈強な腕に現れたのは、いくつもの刻印だった。

　罪の印であり、力の証明でもあった。

　それは恐怖を与え、同時に、強い希望を与えた。

　自分の待ち望んでいた相手なのかもしれないと思った。

「……目がさめたのね」

　よかった、とムムカは笑った。

「身体は動かせる？　息は苦しくない？　言葉はわかるかしら」

　答えはない。けれど構わなかった。

「水をどうぞ」

　介抱をしたムムカは、やわらかい口調の中に、どこか哀れむような、悔いるような色をにじませて囁ささやく。

「どうぞ、いつまでもここにいてね」

　黒く長いまつげを伏せて。

「この島は、黄金の島」

　その声に、言葉に、悲しみをたたえて、ムムカは言った。

「そして……あとは滅びを待つだけの、悪魔の島よ」

　それはまだ、島の海が。

　青く美しかった頃の話だった。







　海で拾った男が快復したのは、目を覚まして数週間が経たってからだった。

　すぐに目覚めこそしたが、その目は長らくの栄養失調のためか満足に光を映さず、緩慢に動かすことしか出来なかった。

　ムムカはそんな男を献身的に介抱した。食を与え、薬を与えた。けれど男は口がきけないわけでもないだろうに、礼の言葉も言わなければ、お前は誰だと尋ねることさえしなかった。

　そして夜になると決まって、ベッドから転げ落ちそうなほどにうなされた。拳を振り上げ、うなり声を上げ。

　おそろしいものに襲われているというよりも。

　おそろしいものを、襲っているかのようだった。

　ムムカは街の外れに住む老婆に相談をした。病をおして、杖つえをついて現れた老婆は、眠る男にまじないをかけてくれた。

　その夜から、男はうなされることはなくなり。

　今、目の前に立ち上がっていた。

　その暗い瞳に、ムムカを映して。

（よかった）

　その屈強な身体を見て思う。

　傷の刻まれた腕を見て思う。

　そして、虫でも振り払うように、自分をつらぬいたナイフを見て思うのだ。

（わたしの見立ては間違っていなかった）

　血は海のように流れた。熱と命は水のように流れていった。それでも満足だった。痛みさえ。よろこびにかわるようだった。

「──施しに礼は言わない」

　聞き覚えのない、男の声は空虚に響いた。

　男はムムカの髪を摑つかみ。

「この島の財宝のありかを言え」

　そう命じた。

　どこか億おつ劫くうそうに、ただ、それしか目的はないというように。

　血を流しながらムムカは答える。

　──この島に、財宝は、あるわ。黄金も、宝石も、山のように。

　返答とともに、喉の振動が首をつたい、噴き出した血が足下を赤く染める。

　鎖骨の辺りには、まだナイフが引っかかっている。人をこれだけ無残に痛める力があるのかと思うほど、小さなナイフだった。

　ムムカは男の足にすがる。

　手足もすでに、ろくには動かなかったけれど。

　──わたしの命なんて、いらない。……ただ、お願いがあるのよ。海からきた人。

　──宝ほう物もつ庫この奥にある棺を暴いて、悪魔を呼び出してちょうだい。

　お願いよ。

　どうかお願い。

　──宝も、力も、あなたが奪っていって。

　そして。あの子を助けて。

　本当の願いは、いつも、言葉にならない。

　決して振り返ることのない男の背中を見送って、それでもムムカはまだ、行かなくてはならないと思っていた。

（行かなくては）

　あの海辺で。

　探さなくては。

　……あの子を、救ってくれるかもしれない、強い、人、を。

　執念にも似たその願望だけがわたしを動かす。

　そして身体を引きずるように歩き出した、その先にかすかな光を見た。

　導く、ような。小さな光。

　ああ。

（そこに）

　そこに、いたのね。

　伸ばした、手は。

　届かなくても──もう、いいのだ。




　　　＊




「あんた」

　呼び声が聞こえる。

　伸ばした手が、摑つかまれ、力任せに引かれている。

　座り込んで見上げるのは、シュガーリアが、もう一度会わねばならないと思っていた人であり、同時にムムカが海辺で拾った男だった。

　これは、どちらの記憶だろう、と考える。そして呼びかける相手もまた、顔を歪ゆがめて吐き捨てるように同じ問いを発した。

「あんた、──誰だ？」

　その低い声に、ゆっくりと自分の手を持ち上げ、首から鎖骨にあてた。そこには、血はなく。

　深々と突き刺さったナイフもない。

　そして、シュガーリアは、名前を言った。

「シュガーリア」

　その声は自分のもの。その名前は自分のもの。

　魂の輪郭を確かめるように、もう一度言う。

「わたしは、シュガーリアよ」

　いつの間にか、座り込んでいたのは光も届かない地下の遺跡だった。ここまでどのようにやってきたのか。どのようにあの街を抜けてきたのかはわからない。

　シュガーリアの身体が動き、シュガーリアの喉が動き。

　……悪魔背負いの、男に問う。

「あの子は……ここにはいるかしら」

　その声に、いよいよ男は顔を歪ゆがめて。

「ムムカ」

　と、女の名前を呼んだ。

　自分を拾った女の名前を。

　自分が殺した女の名前を。

　シュガーリアは笑った。

　笑ったのはシュガーリアであったけれど……。もしかしたら、ムムカだったのかもしれない。判別は、つきかねる。

　見下ろす男は尋ねる。

　多分、ムムカではなく、シュガーリアに。

「喰くったのか」

　どのようにして理解したのかはわからない。魂の色を見分けるすべを、彼が持っていたことは驚きだった。けれど、確信を持って、男は言った。

　ムムカの魂を、喰くったのかと。

　シュガーリアはその問いに答えなかった。

　答えなかったことが、なにより雄弁な答えでもあった。

　男はひどく顔を歪ゆがめていた。腹を立てているようでもあったし、忌避するような、蔑むような表情でもあった。

　むき出しにしたその感情のまま、吐き捨てるように言った。

「あんた、それで、人間のつもりか？」

　人の魂を喰くらい、その記憶を我がものにする。

　すべてを知ることは出来ない。その負荷は大きすぎる。ただ、強い記憶だけが、シュガーリアの中に残る。

　シュガーリアの行うその行為は、すでに術ではなかった。師の誰も出来なかった、彼女だけの特性だった。

　その上で、男は問うのだ。

　そんなことまでして、人間のつもりなのかと。

　本当に人間であるのかと聞かれたら、シュガーリアにも答えようがない。けれど、人間のつもりかと聞かれたら。

　シュガーリアは黒いレースのスカートを広げて座り込んだままで、笑った。

「つもり、よ。どこまで離れてしまっても。わたしは、人間、のつもり」

　そして、呼びかける。

「あなたは、どう？」

　人間の、つもり？

　見下ろす瞳を見上げながら、ああ、と思う。ムムカの感情が、シュガーリアの胸の中で炎のように揺れる。この目が……自分を殺そうとした目だと。けれど恐怖はなかった。

　救いにも似ていた。

　けれど男は歪ゆがめた顔のまま、吐き捨てるように言った。

　己はなんのつもりかという、その問いには答えずに。

「お前の愛したという師は、それを許すのか」

　そう、言った。

　シュガーリアは、その言葉に、笑う。

　そうだ、それは、あまりに、あまりに的確な非難ではないか！

　彼の言うとおりだった。シュガーリアの師は誰ひとり、彼女がこうして悪あく食じきに走ることを是としなかった。それが特別な才でも。奇跡に近しい術だとしても。

　キュイエなど、顔を真っ赤にして、脳天から怒ったものだった。全く愚かなシュガーリア、アンタがそんなことをして、なんになるのかと。誰のためになるのかと。

　そうした怒りが、なにに由来するものなのか、シュガーリアは知っている。

　愛されていたからだ。

　大切にされていたからだ。

　そして、今、同時に思う。

　よかった。この人は、優しい人だ。たとえどれほどの悪事を行ったとしても、たとえどれほどの人を手にかけたとしても。……わたしを、殺しても。

　ここにいるのが、優しい人でよかった。

　老人では、なかったけれど。

　これまで、自分を愛してくれた人ひと達のように。

　自分の周りには、優しい人しか、ずっといなかった。

　優しい人を愛することは、喜びだ。幸福だと、シュガーリアは思う。そしてその優しさに甘えるように、シュガーリアは問うたのだ。

「じゃあ今は、あなたが、止めてくれる？」

　拒絶は承知のこと。それでも、胸は跳ねていた。会えてよかったと思った。向き合えてよかった。

　そして。

（ごめんなさい）

　そう思ったのは、自分であったのか、それとも、ムムカであったのか、自分でもわからなかった。

　男はシュガーリアの言葉に、なにかを返そうとした。

「──」

　口を開き、言葉を、発しようとした。その瞬間だった。

　ぶわりと、彼の背中から、噴き出した闇があった。

「！」

　シュガーリアは目を見開き、男もまた驚きに振り返る。その背に現れたのが何者であるのか、背負っているはずの男もまた驚いているのは、滑稽なことだった。

　そう、闇の中に現れたのは、人でなく、また獣でもないシルエットだった。うろこの浮いた身体に、大きく開いた口。口と同じように大きな瞳の虹こう彩さいは、ヤギのように細く、単眼だった。

　まごうことなき悪魔の姿で、『それ』は大笑する。

　──■■■■■!!

　そしてなんらかの言葉を発するけれど、シュガーリアには伝わることはなかった。男にしてもそうだったようで。

「いたのか。……貴様」

　ただそう、吐き捨てるように言った。

「これが……」

　シュガーリアは地面に座り込んだまま宙を見上げ、呟つぶやきをもらす。

　これが、マーラー。

　孤独を喰くらうという……この島の悪魔の姿なのか。
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　マーラーは何度かその哄こう笑しようの中で、波長をあわせるように雑音めいた響きを放ち、そして言語をすりあわせ、言った。

　──いいものを、見つけた！

　思わず耳を塞いでしまうような、不協和音の声だった。

　──流石さあすがだ、ヨクサル。

　それが誰の名前なのかは、咄とつ嗟さにシュガーリアにはわからなかった。聞いたことが、なかったから。

　しかし悪魔は続ける。笑い声を響かせながら。

　──そいつはお前に力を与えるぞ。

　──そいつはお前に孤独を与えるぞ。

　せいぜい大事にしてみせろ、と悪魔は笑う。それから自らの取り付く男にべったりと張り付き、耳を寄せ、愛を囁ささやくように言うのだ。

　──力が欲しいのだろう？

　その問いかけに、男は一瞬、ほんの一瞬ではあるけれど、シュガーリアを視線で嘗なめた。そしてそれから、己に確かめるようにして。

「……そうだな」

　男は腕を振り上げ、なにかを握るような仕草をした。乱暴で、感情にまかせた仕草だった。

　そして血を吐くように低い声で言う。

「どうせなら、あんたを殺せるくらいの力が欲しい」

　その答えに、笑い声だけ残し、マーラーは霧散する。

　あとに残ったのは座り込んだシュガーリアと、男だけで。

　悪い、夢のようなひと時だった。

「どこにいったの？」

　シュガーリアは呆ぼう然ぜんと尋ねた。あまりに綺き麗れいに、気配が消えてしまったから。

「……知らない」

　と男はシュガーリアから目をそらして言うので、シュガーリアは呆あきれて問いを重ねる。

「知らないって、あなたが契約をしているんでしょう？　契約をした悪魔は、いつもあなたと一緒にいるんじゃないの？」

　その言葉に男はシュガーリアを見下ろして、

「まるで他の悪魔を知っているような口ぶりだな」

　と冷たく言う。

　シュガーリアはぐっと言葉に詰まる。常に快活である彼女にしては、珍しい反応だった。

　けれど男はそれを意に介することはなく。

「……そうか、あんたか」

　そう、誰に言うでもなく呟つぶやいた。

「今度はあんたなのか」

　絶望のようでもあったし、無気力のようでもあった。ため息とともに、呪文のように言う。

「あんたがあいつのよこした孤独の餌なら、俺は拒絶はしない。歓迎もしないが……俺は俺の、役目を果たす」

　そしてシュガーリアと視線を合わせ、言った。

「ようこそ」

　それははじめて、男から、シュガーリアに向けられた言葉にも聞こえた。

「ようこそ、悪魔の島へ」

　その手は、伸びなかったけれど。

「俺の名前にも意味があるとは思えないけれど……欲しいというならくれてやるよ。少なくとも、おにいさんなんて呼ばれる方が、がらじゃあない」

　そして男は名乗りを上げた。

　シュガーリアの問いかけから、ずいぶん時間をかけて。

「俺は、ヨクサル」

　己が何者であるかと。

「ヨクサル＝ツェークェンツク」

　続く名前はシュガーリアは知ることはなかったが……今はもうなき国と土地の名前だった。

　そして、重ねて言う。

「人を殺すことぐらいしか能がないくそ悪党で、この島では、なんの因果か、マーラーとかいうくそ野郎を背負っている」

　人を殺すことぐらいしか、能がない。

　ささやかな不名誉のように言うには、重すぎる言葉だったけれど、シュガーリアはゆっくり、注意深く立ち上がり、スカートの砂を払った。

「わたしはシュガーリア。死霊術師ネクロマンサーの孫娘。シュガーリアよ。術師としても落ちこぼれ、出来ることといったら……あなたが言うように、とても悪趣味な食事ぐらい」

　食事とシュガーリアは言ったが、それが正しいことだとは、自分でも思ってはいなかった。魂を喰くらっても、なにも満たされない。自分が喰くっているのか、自分が喰くわれているのかも、さだかではない。

　ただ、自分は自分であるという、強い意志があるだけだ。そしてそれだけで、十分だとシュガーリアは感じている。

　目をそらすことはせず、震えることもせずに、シュガーリアはヨクサルに言う。

「悪魔の力が欲しくて、この島まで来たわ。……あなたが、どんな人でも構わない。わたしのことは、どんな風に扱ってくれてもいい」

　そばに置いて欲しいの。

　それが、シュガーリアの願いだった。

　そしてシュガーリアは、差し出しかけた手を、ゆっくりと自分の胸元に、祈る形に戻した。

「はじめまして、ヨクサル」

　シュガーリアのまっすぐな視線からは目をそらし。

　ヨクサルは、頭の後ろをかいて、ひどく居心地が悪そうにした。

　出会うはずのない二人、通じるはずのない二人が出会った、その瞬間だった。













第六章　宝石と黄金







　ヨクサルは光のあたらない地下の遺跡で暮らしていた。それはあの幻の街よりも下層にある、静かで陰鬱な空間だった。

　ムムカの魂を喰くったシュガーリアはあの街を抜けることが出来た。そして、街からこの遺跡まで導いてくれたのは、ほんの手のひらほどの大きさの影だった。

「そいつは、なんだ」

　シュガーリアの胸元から覗のぞくラモを、億おつ劫くうそうに指さしてヨクサルが尋ねる。

「この子は、ラモよ」

　手の中に取り出しながら、また、形をかえたとシュガーリアは思った。段々と人の形になろうとしているかのようだった。魂をなぞって、その変容とともに形をかえていく。まだ目も口も空洞のようではあるけれど、少年の形を削り出そうとするかのようだった。

　その形が、魂に由来するものなのか、それともなにかの真ま似ねであるのかは、シュガーリアにもわからない。わかるのは、どんな形になっても、この小枝の人形を愛し続けるということだけだった。

「可愛かわいいでしょう？」

　そう言ってシュガーリアが笑えば、ヨクサルは理解が出来ないというようにゆるく首を振りながら言った。

「死体人形を侍はべらすのは、死霊術師ネクロマンサーの趣味か」

「わたしは死霊術師ネクロマンサーではないわ。ただの、孫娘よ」

「だったらなおさら、悪趣味がすぎるだろう」

　そんな悪態を、顔をそむけながら言う。

　風の音のような、水の音のような、息づかいめいた音が常に鳴っている。冷たい場所だなとシュガーリアは思った。地の底というよりは、海の腹の中という気がした。シュガーリアの暮らしていた洞窟とは、また違う場所だった。

「ここに、ずっと？」

　シュガーリアが問いかければ、

「ああ」

　隣にたたずむヨクサルが言う。

「ひとりで？」

「ああ」

　もう一度、頷うなずき。

「ひとりで……なにをしているの？」

　長い長い時間を。そう尋ねるシュガーリアに、難しいことを聞くもんだね、とヨクサルは、疲れたため息をもらした。つくりだけなら端正な顔に浮かぶのは、老成にも似た強い疲労だった。

「なにを？　なにを……別に、なにもしちゃあいない」

　ただ、孤独なだけだとヨクサルは言った。

　孤独なだけ。

　言葉にしてしまえばそれだけのことに、一体どれだけの重みが詰まっているのかは、シュガーリアにははかりしれない。

「あえていうなら……なにもしないってことで、あいつにも、なにもさせちゃいないってところか」

「あいつって……あの、悪魔のこと？」

　孤独の悪魔。託宣めいた言葉を残し、霧散してしまったあの異形について。

　そうだ、とヨクサルは言い、前に進んだ。淡い闇の中を迷いなく進むその足取りを追いかけながら、シュガーリアは自分がなんと尋ねるべきか言葉に迷う。

　どう尋ねれば、なにを答えてくれるのだろう。この島について。この国について。悪魔について。

　めまぐるしく思考を巡らせても答えは出ず、やがて二人は人の手でつくられた、祭殿めいた場所に出た。

　突然目に入ったのは、光。細やかな光は、強く反射して瞳を焼く。

「すごい」

　思わず感嘆の声が出た。そこに山と積まれていたのは、黄金と宝石の数々。秘宝とも、財宝とも呼べるだろう、文字どおりの宝の山があった。

　夢のような光景だと思った。

　その一方で、悪夢のようだとも思った。これほどの財宝だ。いともたやすく多くの人を狂わせるだろう。それは、盗人ぬすつとに狙われるだけではないだろうと思った。

　ヨクサルの灰の目にも黄金と宝石がうつっていた。黄金の光を反射して、暗い瞳がチラチラと光った。

「……俺はこの島に来るまで、人を殺して財宝を奪うような生き方をしていた」

　それは職業ではなく生き方だったとヨクサルは言う。

　悪人という、生き方だ。

「生きることは、殺すことだ。得るということは、奪うことだ。どうせ奪うなら……宝石だとか、黄金だとか、冷たくて、静かなものがいいと思っていた」

　足下の小石を拾うように、よく研磨された金剛石をとり上げた。

「けれど、この島の財宝は──あまりにうるさすぎる」

　その金剛石の輝きは、シュガーリアもよく知るものだ。ただの宝石とは違い、強い魔力が凝縮されている。

（……魂？）

　そこで畏怖を覚えたように、財宝の山を見渡し、半歩下がった。

（まさか）

　ここにある、金銀財宝が全部？

　尋常ではない。確かに、人の命、そこに燃える魂は、宝石や黄金に精製することが出来る。けれどそれは、魔術師ひとりが一生をかけても、宝石ひとつが精一杯だ。

　どれほどの術師がいたのか。それとも、どれほどの時間をかけたのか。

　呆ぼう然ぜんとしていると、ヨクサルが唐突に言った。

「この島には墓がない」

「え？」

　見上げたシュガーリアを、視線だけで見下ろして、ヨクサルが言う。

「人間は死んだらどこにいくと思う？　死霊術師ネクロマンサー」

「……わからないわ。じじさま達も、ばばさま達もわからなかった」

　魂の、行方。

　それはまだ、誰にもわからない。

「お前はけれど、そこに、魂を持っているだろう」

　え？　とシュガーリアは、再び尋ねた。ヨクサルが一体なんのことを言っているのか、まったくわからないと思った。

　わからないのに、ひどく、胸がざわついた。

　まるで、知り得るはずのない問いの答えを、手に入れてしまっているかのように。

「人が死んだらどこに行くのか。この島では明白だった」

　ぽう、と火が灯ともるように金剛石が光り、宙に浮かんだ。

「人は死んだら黄金に変わる」

　炎のようにゆらめくのは……力だ。

「その魂は宝石になる」

　シュガーリアは自然と、自分が提げる宝石達を抱きしめていた。この宝石は確かに、彼女の師が宿るものだった。

　そしてここにある、財宝の山は。

　それと……同じもの。

「人が生きる限り、そして死ぬ限り。生み出されていく財宝が、この島の富の秘密だった」

　本来であれば、資源とは、枯こ渇かつするものだ。

　永久には手に入らない。地に埋まるものも、水に沈んでいるものも。そしてあるべきものがなくなる時、人は醜く争うことだろう。

　無から有を生み出すことが出来れば、その絶望からも逃れられるのか。

　しかし、それは。

　……もはや、人の力ではないだろう。

「悪魔の力で、死した人を財宝にかえていたというの？」

　黙っていることも苦しくて、シュガーリアが言う。

「それは、死者への冒ぼう瀆とくでしょう」

「お前が言うのか」

　それを、お前が言うのか。

　死し霊りようを操る術を使う者が。

「言うわ」

　はっきりとシュガーリアが答える。

「わたし達は……少なくとも、じじさまやばばさまは、それが罪であることを自覚していた。だからこそ、自らが叡えい智ち以外の富を得ることを、そして自じ分ぶん達の叡えい智ちが権力に所有されることを強く拒絶していたはずよ」

　学びを力にかえてはならない。

　いかなる理由があっても。

　それでも、罪を重ねていたではないかと言われたら、それは、そのとおりだった。けれど、彼らはだからこそ、最後は……。

　最後は、自らの手で自らの叡えい智ちを終わらせたのだ。

「違いがあるかねぇ」

　そう、ヨクサルは懐疑的に呟つぶやく。まだ言いつのろうとしたシュガーリアに、かぶせるようにヨクサルが言った。

「構わんと思うよ、俺はな」

　罪なら罪で。

　欲望なら欲望で、構わないじゃないかとヨクサルは言う。

　罪人を裁くのは、自分の仕事ではないというように。シュガーリアも気持ちをしずめ、落ち着いた声で言った。

「……この島の人ひと達は、それを受け入れていたの？」

　死したのち、この島の財宝となることを。

「この機構からくりを、知っていたのは王族と、一握りの神官だけだ」

　ヨクサルもまた、静かに答えた。

「この島には時折、人間の死に聡さとい者が生まれる。その者達が神官になる」

　けれど神官とは名ばかりの死体屋だ、とヨクサルは言った。それは、葬儀屋でさえない。

　どういった仕事であるのかは、はかりしれなかったが。

「多分……あの、俺にまじないをしたばあさんも、そうだったんじゃないか」

　ヨクサルの言葉に、はっとシュガーリアは顔を上げた。

　人間の死に聡さとい者。

　魂の扱い。

「そして、あんたの師匠だという術師は、不思議な力を持っていた。そうだろう」

　けれど、この島から逃がされた。

　この島の呪わしい因習にとり込まれないために。いや、それを呪いといってもいいのかは、シュガーリアにはわからない。

　事実、島を逃げたキュイエも……結局は、死霊術ネクロマンシーにたどりついたのならば。

　どこにいても、どう生きたとしても。

　死を見ることには、抗あらがえなかった。

　そうだとしたら……せめて、この島にいた方が幸せだったのかもしれないとさえ思う。

（でも、そうしたら）

　利己的なことを、シュガーリアは思う。

（わたしは、会えなかった）

　キュイエがいなかったら、きっと今の自分もいなかっただろうと思う。

　自分がそれほどの存在であるのか、結論は出せなかったけれど。

「でもこの島には今は、誰もいないのね」

　死したあとにどのように扱われるのであれ、大切なことは、生きてる人がどのように生きるかということだろう。

　シュガーリアがこの島に来て出会ったのは、さまよえる魂と、塩の竜、そして死者が幻のようにたゆたう街だけだった。

「死んだよ」

　簡単なことのように、ヨクサルは言う。

「俺が殺した」

　シュガーリアはそんなヨクサルを見上げて、まっすぐに見て言った。

「なんのために？」

　ヨクサルの眼球だけが動いて、シュガーリアを見下ろす。

「殺したいから殺したというには、労力のかかりすぎることだと思うわ」

　そう、シュガーリアが言えば、軽くため息をついて。

「……さぁ」

　と言った。

　視線をそらし、考え込むように自分の口元をなぞりながら。これまで、そのことを思考することを、意図的に避けてきたかのように。

　ぽつりぽつりと、事実をなぞるようにヨクサルは言った。

「俺と出会った時、あの野郎は孤独を喰くえればなんでもいいとのたまった。なんでもいいが……より鮮烈であればそれに越したことはないと。これまではとかく善良で無む垢くで、退屈な魂しか相手にしてこなかったと」

　かつてこの島に、悪人が流れ着き、そして悪人は悪人らしく、財宝の眠る神殿の地下に入り込んだ。

　そこには、財宝とともに、悪魔とその生いけ贄にえがいることも知らずに。

「おあつらえむきな悪人のおでましに、喝采をしたのは悪魔の方だ。……つくづく、俺は、悪魔が似合いの男だったんだろうよ」

　幼い生いけ贄にえの王子を捨て、悪人に乗り換えた悪魔は歓喜のままに、極彩色の孤独を求めた。

「俺が知っていた──……人殺しの味だ」

　シュガーリアは黙したまま息を吞のんだ。ヨクサルの腕に刻まれた傷、その一本一本が、ミミズのように這い回るような気がした。

　人殺しの悪人から、悪魔は、人を殺すやり方を覚えた。

「あいつはまず、島の人間を皆殺しにした。ただ殺しただけじゃあない。死に続ける街をつくった」

　殺すだけでは飽き足らない。

　死よりも甘美な孤独がある。

「あれは、俺の孤独のための街だ」

　繰り返し、繰り返し。

　死を、夢に見るように。

「それが、お前に似合いの孤独だろうとあいつが言った」

　諦めに似た言葉だった。シュガーリアは暗雲のように立ちこめた不安が色を変えていくように感じた。そして、傍かたわらにあるヨクサルの手を取ろうとして、少しためらい。

　腰元から蛍石を取り出すと、淡い光を放つそれを、お守りのように包み込んだ。

　シュガーリアは悪魔の高らかな笑い声を思い出す。

（──そいつはお前に孤独を与えるぞ）

　予言のような、あの言葉を。

　罪人と契約を結ぶことで、孤独の味を覚えた悪魔。それは裏返せば……ヨクサルがずっと孤独であったということを示しているのではないだろうか。

　罪を犯す度。

　人を殺す度。

　そして今、自分の背負った悪魔の犯した罪まで、自分のものだと背負うのは……あんまりに、あんまりだとシュガーリアは思った。

「それは、あなたが殺したわけではないわ」

　そう告げて、意を決して、手を、伸ばした。

　傷だらけの腕に。

　肌の硬い手に。

　シュガーリアの、かすかにあたたかい、指先が触れて。

「あなたは、殺したかったわけじゃないでしょう」

　そう、祈るような声で言った。

　ヨクサルはシュガーリアの手を振り払うことはしなかった。けれど、そちらを振り返ることもせずに。

「俺だよ」

　財宝の山を見詰めながら、かすれた声で言う。

「結果的にはそうだった。殺したくて殺したわけじゃあないが、殺す以外に生き方を知らなかった。何人も殺してきた。ムムカを殺す時もためらいはしなかった。騒がれるのも面倒だと思った。そういう頭の悪い殺しだった。最後は子供の王子も殺して、その死体はまだ、あの黄金の下に埋まってる。そのことを、悪いと思ったことさえない」

　シュガーリアは指先が、急速に冷えていくのを感じた。

　いつまでも、あたたかさを保てないことを、とても、口く惜やしいと、シュガーリアは思った。

　自分の手では、この人をあたためられないということが。

「全部、俺だ」

　そしてヨクサルは、繰り返す。

「俺でいい」

　その言葉に、シュガーリアは手を離し、目を伏せて。

「なんだか……わかってきたわ」

　あなたと言う人が。

　その言葉に、ヨクサルはシュガーリアを睨にらみつける。その不ぶ躾しつけな言い方を、憎むような視線だった。

　けれどシュガーリアは、言葉を途中でやめることはなく、はっきりと言った。

「あなたは……とても、損な性分なのね」

　優しさや。

　残酷さや、その善悪とはまったく別に。

「──ああ」

　ヨクサルは自然と肩を落とすようにして、頷うなずいていた。

「そうかもな」

　そして、少しだけ、垂らした腕の先、その手を、握るような仕草をした。もう、シュガーリアの冷たく小さな手はそこにはなかったけれど。

　山と積まれた黄金と、宝石だけが。

　二人の影を濃くしていた。

　それから二人、ずいぶん長い時間を、立ち尽くして過ごしていたけれど。やがて、ぽつりとヨクサルは言った。

「──それで？　俺に、力を貸せとか、言ったか」

　その言葉に、シュガーリアは驚く。

「お願いを聞いてくれる気になったの？」

　思わず聞き返してしまった。言ってから、しまったと思ったけれど、ヨクサルはその反応に腹を立てた風ではなかった。

　ただ、ずっとこれまでもそうであったように、不機嫌の延長線で言うのだ。

「……あんたの頼みを聞いてやる、義理はないがね……」

　それから、シュガーリアでも財宝でもなく、虚こ空くうを見詰めてヨクサルは言う。

「あんたにつきあうことが、新しい孤独だと、あいつは言った」

　あいつ。

　人の孤独を喰くらい、力にかえるという悪魔。

　そしてその悪魔を背負う、男は。

「俺はここで、孤独という孤独を嚙かみしめる用意ならある」

　救いなんていらないと言うようだった。

「あの街はすでに、悪魔に力を送りつづける養殖場だ。あの街がある限り……俺も、あの悪魔も、ここを離れることは出来ない」

　重き荷は、牢ろうにもなるだろう。

　その言葉に、ヨクサルの前に、一歩を踏み出したのは、シュガーリアの方だった。

「ねぇ、わたし、あなたの力を借りても、あなたに返せるものなんて、ひとつもないと思っていたけれど」

　だから、かわりに、愛情だけを、精一杯伝えられたらと思ってきたけれど。

「ひとつだけ、あるわ」

　指を一本。中空に掲げるようにして。

「あなたへの対価として。わたしが出来ることがある」

　多分、彼はなにも欲しがりはしないのだろう。黄金も、宝石も、愛情さえ。それでも、自分にはまだ差し出せるものがあるとシュガーリアは信じていた。

　今はもう、この世で、自分にしか出来ないこと。

「わたしは、この島に閉じ込められた、あの街の人ひと達の魂を解放することが出来る」

　繰り返し繰り返し、死という狂気を苦しみ続ける人ひと達に、安息をあたえること。

　それが、自分ならば出来るとシュガーリアは思っていた。

「……もちろん、それには、あなたの力も借りなくちゃいけないけれど、ね」

　決して悪い条件ではないはずだとシュガーリアは言った。その対価として……ヨクサルは、この島から出られるかもしれないのだから。

　ヨクサルはその言葉を聞いても、すぐには理解が追いつかないようで、不可解そうな顔でシュガーリアをにらんだ。

　お願いごとをするばかりが、シュガーリアは得意だった。もちろん、ヨクサルは、人の願いを聞くことが得意ではなかったから、ただ困惑だけを顔に滲にじませて、シュガーリアを凝視していた。

　シュガーリアは、小さいけれど確かな歩みで踏み出し、踵かかとを軸にくるりと回ると、山となす財宝を背に、言った。

「ねぇ、この財宝は、あなたのものではないのね？」

　黄金に宝石。

　人を殺してでも、それを奪おうとした盗人ぬすつと。

　けれどヨクサルは、顔を歪ゆがめて、シュガーリアの言葉を否定した。

「こんなうるさい財宝、頼まれたってもらってやるつもりはないね」

　その答えに、シュガーリアは一度、頷うなずいて。

「それじゃあ、やることは決まっているわ」

　己のスカートをつまむと、ステップでも踏むように、もう一度くるりと一回りした。

　そして、両手を広げて。

「葬儀をしましょう」

　そう、宣言をする。

「ここに死者の肉体があり」

　黄金を指し。

「ここに死者の魂があります」

　宝石を指し。

「とりなしと導きは、わたしがするわ」

　胸元を押さえて。

　シュガーリアは、青い瞳を見開き、言った。

「そのために──あの街の人々を、殺しましょう」

　病に伏せった老婆が、土に還かえったように。

　もう二度と、起き上がることがないように。

　シュガーリアのその傲慢さに、ヨクサルは思わず笑みを漏らした。

　別に、愉快ではなかった。喜ばしくもなければ、嬉うれしくもあるわけない。ただ、呆あきれて、吐き捨てるように言った。

「あんた、何様のつもりだ」

　どんな権利があって、人を殺すとのたまうのか。

　けれどシュガーリアは、臆さず名乗りを上げる。

　何度も言い続けてきた言葉を。まだ何度でも、言い続けるのだと宣言するように。

　何者のつもりかといえば。

　人間のつもりだ。

　そして、その上で。

「わたしはシュガーリア。この世界で最後の……死霊術師ネクロマンサー達の孫娘よ」

　自分が何者であるかは、自分を愛した人だけが決めてくれるのだと、シュガーリアはどこまでも、迷いのない声で言った。













第七章　魂の輪郭







　──殺して欲しい、と少女は言った。

　──殺すのは得意だと、男は言った。

　快諾をしたようでもあったが、それでもシュガーリアの願いを叶かなえようとは、ヨクサルは微み塵じんも思いはしなかったのだ。

　街の人を救うと言われても、そんな筋合いはないと思った。ましてや自分に自由など、もはや必要もない。

　けれどシュガーリアは、ヨクサルの助けが得られなければひとりでもやるつもりのようだった。その様子に、呆れて笑ってしまう。

　人を、殺すということが、どういうことかわかっちゃいないと思った。

　シュガーリアが、やるくらいなら。

　自分が殺すのが、一番はやいとヨクサルは思った。

　理由にしては馬鹿らしい話だった。煙にまかれたようにさえ感じた。けれど、人を殺すのに正義などはいらないというのが彼の自論だった。

　そして。

　かつて黄金の島と呼ばれた島は、その名をほしいままにするかのように、黄金が、宝石が、それこそ星のように降った。

　精霊のごとき美しさで、黒いレースのすそを翻ひるがえし、光をばらまくのはシュガーリア。そして彼女のほどこした術が、黄金と街の人々の幻を、魂を、急速に結びつけていく。

　しかし、それは──蘇そ生せいではない。

　蘇よみがえりとは名ばかりの、狂気に吠ほえることしか出来ない亡もう者じやがそこにはいた。

「ヨクサル！」

　そして狂乱の中で、シュガーリアが叫ぶ。

「行ける!?」

　その声に、悪魔背負いの大罪人、ヨクサルはにやりと濃く笑う。

「もっと、しっかり命じてみろよ」

　嬢ちゃん、とヨクサルは言う。その両手を鳴らしながら。

「人に言われて、力を振るうようなことは、慣れてないんでね」

　その言葉に、シュガーリアはぎゅっと拳に力を込め、瞳の力を強めて。

　ありったけの力を込め、叫んだ。

「行って──。行きなさい！」

　そしてはじまる殺さつ戮りくは確かに、手慣れているというには……残酷すぎるものだった。

　悪魔の力を持っているはずのヨクサルは、たとえばそれと念じれば亡霊達の頭を吹き飛ばすことも出来ただろうに、決して亡もう者じやを殺すためにその力を振るわなかった。あくまで、人が、人の力をもって、人を殺そうとした。

　それはある種の、死者への尊重でもあったのかもしれない。亡もう者じやに成り果てこそしたが、人を、人のまま死なせるために。

　人の身体に死を刻みつけるには、人の手がなによりもふさわしいことだろう。

　はるか古代から、異形が殺した人の数よりも、人が人を殺した数の方が多いのだから。

　ヨクサルの手によって、今度こそ絶命をした亡もう者じや達は、砂のように土に還かえっていった。返り血はなかったけれど、その四肢は、表情は、ひたすらな抵抗を見せた。

　拳を固め、歯をむき出し、もう、意思はなくとも。否、意思がないなど、一体誰が決めたのだろう。

　少なくとも、その身体は告げていた。

　抵抗をし、錯乱をし、絶叫をし。

　死にたくはないと。

　しかし、それを切り捨てるように、潰し尽くすように、ヨクサルの細いナイフが蹂じゆう躙りんしていった。

　返り血のない亡もう者じやであるから、血が落ちたとすれば、それは、ヨクサルのものにほかならなかった。

「ヨクサル！」

　シュガーリアが名を呼ぶ。

　街の外れ、ある一角の人々を殺し尽くし、まだ動くものはないかと血走った視線を送った時だった。

「もういい」

　その腕を、冷たいシュガーリアの手が止めた。

「今夜は、もういいわ」

　ふう、ふう、とヨクサルの胸が痙けい攣れんのように上下していた。その横顔は、生はえ際ぎわを切った爪痕から流れる血で汚よごれていた。

　感傷はない。快楽も、憔しよう悴すいもない。ただ、金属のように鋭い目をしていた。

「あなたも怪け我がをしてる」

　シュガーリアが取り出したのは、包帯でもなく、薬でもなく、宝石をひとつ。それは、島の財宝ではなく、彼女の……彼女のための宝石だった。

「いらない」

　強い力で振り払い、ヨクサルは言う。

「俺は死者じゃないんでね」

　無意識の言葉だったのだろう。シュガーリアが傷を治す姿は、まるで死者の蘇そ生せいのようだと。

　その言葉に、シュガーリアは思わず深く傷つき、目を伏せる。

「…………そうね」

　けれど次の瞬間には、傷ついたはずの表情を晴れやかにし、触れることはなくともいたわる仕草を見せた。

「ひとまずは休みましょう」

　もう死んでいる者とはいえ、彼らは、死ぬことを認められない魂達だ。本来であれば死ぬような傷を受けても、立ち上がり咆ほう哮こうを上げる。

　その彼らに何度でも刃を振り上げる、完全に殺すまで。

　ヨクサルの手にはかすかなためらいもなかった。

　けれど、楽なはずはないとシュガーリアは思う。

　しんどくない、はずがない。けれどヨクサルは自分の手の甲で、鬱陶しそうに己の血をぬぐうと、なんでもないことのように言った。

「念入りに殺すことは、慣れている」

「夢に見るほど？」

　思わずシュガーリアは聞いていた。その問いかけが果たして正しかったのかは、わからない。まだ血管の浮いたヨクサルの眼球が、ぐるりと動いた。

　シュガーリアは遅れて気づく。そうだ、この記憶は、自分のものではなかった。夢に苦しむヨクサルの姿は、ムムカが見ていたもの。

　踏み込んではならない場所だったのかもしれない。

　殺されるかもしれないなとシュガーリアは思う。

　ムムカのように、街の亡もう者じやのように刃で貫かれて。

　だって、自分もあの亡もう者じや達とどう違うのだろう。自分は。その違いを、ヨクサルはわかってくれるだろうか。すでにシュガーリア自身にも、違いがあるのかなんてわからないのに。

　殺されるのかもしれない。彼らのように。二度と目を覚まさないように、念入りに。

　ぞくぞくと恐怖が背中を這はう気配がする。その一方で、この恐怖に安心するような、奇妙な気持ちもあった。

　まだ、死ぬわけにはいかないけれど。もしも亡もう者じやとなったなら……ヨクサルに殺してもらえたならば、どんなにいいだろう。

　シュガーリアのそんな思考をヨクサルは意にも介さず、そのまま視線をそらし、街から遺跡へと戻っていった。慌ててシュガーリアはその背中を早足で追いかける。

　やがて、石を並べられただけの、牢ろう獄ごくのような遺跡に戻るとヨクサルは乱雑な仕草で火を焚たいた。

「寒いの？」

　シュガーリアは尋ねる。

　ヨクサルは答えなかったが、そのうち火の中から、丸い玉のようなものを蹴り上げた。

「やる」

　黒く焦げたそれをシュガーリアの足下に投げてよこす。

　おそるおそるとり上げて見れば、それはこの島においてよく食べられていたのだろう果実の一種だった。

　焦げた皮の中からは、かぐわしいパンのようなにおいがしている。

「あんた、ろくに食べていないだろう」

　食欲なんて、湧わかないだろうけどな。

　シュガーリアはその果実をまじまじ眺めたのちに、ふっと眉を下げて笑うと、「そうね」と近くに腰を下ろす。

「俺は寝る」

　ヨクサルはそう小さく言って、どさりと横たわった。すぐに寝息を立てるのかと思ったけれど、その呼吸の浅さは、眠りを誘うようなそれではなく。

　どこか痛みがあるのかもしれないとシュガーリアは思う。けれど、問いかけたところで答えてくれることはないだろう。
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　だから、シュガーリアはヨクサルの頭のそばに、そっと身を近づけて。

「眠るまで、話を聞きましょうか」

　と小さな声で尋ねた。

　ひとりで食事をするのも、味気ないし。

　ヨクサルはすぐには答えなかったが、しばらくあとに、低くかすれた声で言う。

「……なんの？」

　寝床で母親に尋ねる子供のような言葉だった。

　シュガーリアは淡く笑う。

「なんでもいいわ。でも、出来たら、あなたのことがいいかしら。あなたのこれまででもいいし、あなたがあの悪魔に会ってからでもいい」

　少しでも、なにかを話して。

　──あなたがどうか、悪い夢を見ないように。

　とは、思ったけれど、言わなかった。

　シュガーリアは、たびたび、自分の中にムムカの記憶が溶けているのを感じる。彼女自身では決してない。けれど、強烈な記憶は、ふとした時にあぶくのように湧き上がるのだ。

　ムムカはシュガーリアと同じように、浜辺で拾ったヨクサルの力を頼りとしていた。介抱している間に、決して恋愛のような感情は抱かなかったが、それでも、慈愛をもって接していたのだろう。

　ヨクサルはしばらく、考え込むように黙っていたが。

「…………面白いことなんざ、なんにもないがね」

　その言葉を皮切りに、目元を腕で覆いながら、とりとめのない話をした。

　ツェークェンツクというのは彼の家名ではない。彼が生まれた辺境の土地の名前だ。怖おぞ気けがするような土地であったから、ツェークェンツクのヨクサルと名乗ることで、知っている人間は顔を歪ゆがめて忌避することだろう。

　その恐れと嫌けん悪おは正しい、とヨクサルは思っている。

　かつてそこには、独裁と侵略で出来た砂上の楼閣のような国があった。国と呼ぶにもおそまつな一団で、奪えるものは奪い、殺せるものは殺し、そしていつか自滅するように消えてしまった国だ。

　そんな土地で生まれた。

　一番古い記憶は痛みだ、とヨクサルは言った。

　父もなく、母もなかった。もしかしたらどこかから奪われてきた子供だったのかもしれない。その土地では、子供は家畜と同じだった。

　乳も出なければ食用にもならない、その家畜に教え込まれたのは、文字でも数字でもなく──人を殺す術だった。

「俺には、才能があったんだろう」

　従順に、人を殺す技術を覚えた。同じ境遇の子供が幾人もいたが、気があうと思うくらい言葉を交わしたのはその中でひとりだけで……そいつは、人を殺す才能がなく、不幸なことに、生まれながらの学があった。

「この国はおかしい。自じ分ぶん達の扱いはおかしい。自分は外の国を見て……そして、この国のあり方が間違いだと君に伝えると、そいつは言って」

　二度と帰ってこなかった、とヨクサルは淡々と告げた。

　シュガーリアは揺れる炎を瞳に映しながら、それらの言葉を聞いた。

　ヨクサルがその国で家畜として使い物になるまえに、国の方が先に滅びた。どんな聖者が現れたわけでもない、単に、内部の争いが激化しただけだった。

「俺には才能しかなかった」

　悪党の国で生まれたにふさわしい、悪党の才能だ。ツェークェンツクが滅びても、他のなににもなれなかった。ツェークェンツクのヨクサルでしかなかった。

　出来ることは他になかったから、欺し、奪い、殺した。

「なんでもやった」

　淡々と、ヨクサルは言う。

　悪いことなら、なんでも。

　不思議なほどに、ヨクサルは饒じよう舌ぜつだった。意識の途切れる前の朦もう朧ろうさが、長かった孤独が、彼に言葉を紡つむがせているのかもしれない。

　シュガーリアは、小さく頷うなずくままに、その言葉を聞いた。

　欲しいものなんてなにもなかったし、やりたいこともなかった。

「いつしか、盗賊まがいになってたな」

　なんでもよかった。なんでもよかったけれど、宝石を選んだのは。

　いつか、いつだったか、もういない友が、遠く宝石の輝きを見て、「星のようだね」と呟いたからだった。

　生きていくのには目的が必要だった。人を殺すにも。それしか出来ることがないのに、目的がなければ、ただの狂人でしかないから。

　雇われ兵として戦争にも出たことがあるとヨクサルは言った。

　そこでもまた、たくさん殺した。

「あんな嫌な殺しはなかった」

　心の底から反へ吐どを吐くようにヨクサルは言った。

　人を殺して褒められるなんてまっぴらだと思った。英雄になるのだけは嫌だったと。

　だから、戦場からも姿を消した。

　いつしかヨクサルの生活は、金銀財宝と宝石に溢あふれていた。集めることは虚むなしかったが、目的のない人生はもっと虚むなしかった。

　ある日唐突に役人に捕まり、これまでの罪を贖あがなえと言われた。

「贖あがなえるものなら贖あがなってやるさ」

　殺した数だけ腕に傷を刻まれた。もちろん、ヨクサルでさえ覚えていない数を、その役人とやらが正しく知り得るわけもなかった。

　身体を痛めつけられたのち、海に流された。

　幾日も荒れた海を漂流し、嵐に吞のまれた。ああ、こんなものかと、こんなもので、贖あがなえる罪などあるものかと思っていたのに、──打ち上げられたのは、黄金の島と呼ばれるこの小島だった。

　つかの間視力を失い、ムムカの介抱を受け。

　悪夢のない眠りを与えられても、まだ、なお。

　目が覚めた時には、ナイフをとっていた。

　ムムカに対して、恩義はあった。恩義しかなかったといってもいい。その一方で、殺す理由なんてひとつもなかった。

　ただ、生きていくことが、奪うこと、殺すことでしかなかったから。

　けれど、死の間ま際ぎわに、ムムカは懇願した。

　金銀財宝のありか。それとともに。

　この島の、悪魔もまた奪っていってくれと。

　その言葉のとおりにヨクサルは島の遺跡に踏み込み。そして。

「……最後にその王子を殺した」

　誰に命じられたわけでもない。

　遺跡の地下。

　悪魔の贄にえとされていた、幼き少年の空虚な瞳を見た瞬間。

　殺さなければならないと思った。

「……どうしてだろうな」

「悪魔のせい？」

「いいや」

　あれは、俺の意志だろうよ。

　悲惨で、残酷なその話を、ただ黙って、シュガーリアは聞いていた。

　そうしてヨクサルが継承した悪魔は、殺さつ戮りくの味を覚え、気がつけば、島の人々は皆殺しになっていた。

　長らく島に黄金をもたらしていたはずの悪魔が、この島を守ることさえしなくなったのは、きっと自分のせいだろうとヨクサルは言う。

　悪魔背負いの生いけ贄にえに、遺跡を守る神官達、その他の多くの島の民ではなく、王族の血を必要としていたことからも、そう推測した。

「……確かめようは、なかったけどな」

「悪魔マーラーと、話をしたことはないの？」

　本来であれば、契約を交わした悪魔とは、なにより近しい存在になるはずだろう。

　けれど。

「あるわけない」

　くっと喉の奥で、冷笑してヨクサルは言う。

「あんたと一緒に現れた、あいつの声を聞いたのは、契約の時以来だ」

　悪魔と契ちぎったことさえ、忘れるような静寂だったとヨクサルは言った。

　遺跡にいればひとりで。

　あの街を歩いても、誰もヨクサルのことを目にもとめない。声もかけない。触ることも、殺すことも出来ない。

「想像もつかないわ」

　と、ぽつりとシュガーリアが呟つぶやいた。

　たったひとりって、どんな気持ちだろう。死霊術師ネクロマンサーの洞窟を抜けたシュガーリアも確かにひとりきりではあったけれど、それでも、声をかければ力になってくれる人がいて。星のように行く先を照らしてくれる宝石の輝きがあった。

　そして、生きるに足る強烈な目的と、確かに愛された記憶があった。

　だから、シュガーリアには想像もつかない。

「……それは、どんな日々だったのかしら」

　不用意も不ぶ躾しつけも承知で、ぽつりと尋ねれば。

「そりゃあ、ちっぽけな人間の、ささやかな人格が変わるほどだ」

　ヨクサルはシュガーリアに背を向け寝転びながら、投げやりに言った。

　最初の数年は、不思議とおだやかな気持ちになった。

　その気持ちを認められるまでにまた何年もかかった。馬鹿げている。こんなにも殺しておいて、こんなにも殺すことを当然だと思っておいて。

　まさか、自分が、もう殺さなくてもいいのだと、安堵することになるなんて。

（だとしたら、俺の生き方は、一体なんだ）

　それはこれまでの自分の否定でもあった。けれど、己で己を否定したところで、否定された自分を惜しんでくれる人もいないのだ。

　もちろん、苦しみはあった。

　さみしさも……なかったとは言わない。けれど、ヨクサルはむしろ、ようやく得たような気がした。

　犯してきた罪の……ふさわしい罰というやつを。

　そんな中で、ヨクサルは考えた。

　孤独とは、なにか。

　孤独を力に変えるとは、一体どういうことなのかと。

　答えは出なかったけれど。

「お前は頑丈だと悪魔あいつは言ったよ」

　普通の人間の子供なら、数日とたたずにその思いで狂乱すると。狂乱してきたと。

　無む垢くな子供ばかりを与えられていたのは、その方が、長く保もつからだったのだろう。

　けれど。

「俺は……俺だって」

　ゆっくりと呼吸が深くなっていくのを感じた。眠りの淵ふちにおりているのかもしれない。いかにほどなく治癒するとはいえ、その痛みと疲れは本物のはずだ。

　そしてまどろみの中で、ヨクサルは囁ささやくように言った。

「……狂ってない、わけがないだろう」

　シュガーリアは、まだ熱を持っていた手の中の果実を置き、控えめで、ささやかな仕草でヨクサルのその手に重ねた。

　振り払われるかと思ったが、指先ひとつ、動くことはない。

　熱があるのかもしれない、とシュガーリアは思う。ヨクサルの手は温度が高かった。その熱を感じながら、目を細めてシュガーリアは言う。

「あなたは狂ってはいないわ」

　その言葉は一体どうヨクサルに響いただろう。返事はない。重ねてシュガーリアは言った。

「少なくとも、わたしには優しかった」

　いつの間にか固く目は閉じられ、これ以上答える声はないかと思ったが、ゆっくりと手を払われ、石の寝台で寝返りを打ちながらヨクサルは言った。

「そうさせたんだろう」

　その声には睡魔が色濃く滲にじみ、もはや、口を開くことも億おつ劫くうそうではあったが。

「あんたは……なんだか、人に優しくさせることが、得意そうだ」

　そう、独り言のように告げたあとはもう、気配は眠る者のそれになってしまった。

　シュガーリアは振り払われた自分の手を見て、それからヨクサルの疲れて丸くなった背中を見て。

「……だったら、よかったわ」

　そう、ひとりごちる。

　優しくすることは多分、誰にでも出来るけれど。

　むしろ自分は、誰かに優しくしてもらうことに価値があるのだろうと、シュガーリアは思う。

（愛されるために、ここまできた）

　眠る横顔を後ろから輪郭だけ眺めながら、シュガーリアは思う。

（でも今は、そのことが、少しだけ悲しい）

　悲しい。

　ただ、悲しいだけだけれど。

　その思いにひたっていたシュガーリアの耳に、小さな声がひっかかった。

「……しゅがー、りあ」

　シュガーリアはそれに気づき、肘を突き上げるように腕を持ち上げる。その腕を駆け上がるようにして、シュガーリアの懐ふところに隠れていたラモが姿を現した。

　ラモはシュガーリアの肩に乗り、そしてヨクサルを見下ろすようにして言う。

「ねむっ、た？」

　シュガーリアは頷うなずく。

「そう、眠ったわ。静かにね」

　その答えを聞き、ラモは飛び上がるようにしてヨクサルの傍かたわらに降りる。そして、彼の形をかたどるように、周囲をぐるりと駆け回った。

　その姿に目を細め、シュガーリアが尋ねる。

「もう、怖くはないの？」

　最初にヨクサルとあった時には、ラモはヨクサルのことをしきりに怖いと言っていた。今も、彼の目に止まるようには出てくることがない。

「……こわく」

　動きを止めたラモがなにかを言おうとしたけれど、それを遮ったのは、シュガーリアではなく、かといってヨクサルでもなかった。

「！」

　ラモが飛び上がり、隠かくれ。シュガーリアもまた、息を吞のんで立ち上がった。

　ヨクサルは目を覚まさない。

　けれどそれが、果たして、彼だけの意識であったのかどうかは、怪しいことだと……あとになってみれば、シュガーリアはそう思った。

　今はただ、シュガーリアの頭も身体も硬直していた。

　冷たい遺跡の地下。薄暗い明かりしかない場所で。

「……残酷ね。あなた」

　こんな時だけ、出てくるのねとシュガーリアは言った。

　きっと、ひとりぼっちであったヨクサルの呼びかけには……ずっと、応えることはなかったのだろうに。

　大きな影としてそこに現れたのは、見間違えることなどない、孤独の悪魔、マーラーだった。

　──残酷なのは一体どちらだ？

　マーラーはやはり金属のような耳みみ障ざわりな笑い声を上げてシュガーリアに言った。シュガーリアは言葉を探すように唇を嚙かんだ。

　そして、毅き然ぜんとした顔で、石畳を踏みしめて言う。

「わたし達を、止めにきたの？」

　孤独を生み出すための装置として、あの街をつくったのはマーラーだったとヨクサルは言っていた。

　それでは今、シュガーリアとヨクサルが行っている、「魂の殺し直し」を止めにきたのかとシュガーリアは思ったのだ。

　けれど悪魔は笑い声を上げながら否定をする。

　──いいや。我もまた、楽しませてもらっているぞ。

　そして悪魔は、煙のように中空をぐるりと回りながら言う。

　──人を殺すことしか知らなかった男から、人を殺すことを取り上げることが孤独ならば。

　──またその男が人を殺すことを思い出せば、またその時に現れる孤独はまた格別だと教えてくれたのだからな！

　圧を感じるほどに、強く大きくその声は響くのに、横たわるヨクサルには、気配のひとつも届いてはいないようだった。

　──まったくヨクサルは頑丈だ。

　──これまで捧ささげられてきた、一辺倒に泣いて眠るばかりの、子供とは大違いだ！

　シュガーリアは奥歯を嚙かみながら、マーラーをにらみつける。

　憎むことも、恨むことも筋違いだと心を抑える。ひどい奴やつにつかまってしまったと、ヨクサルを哀れむことも筋違いだろう。

　彼の力を使いたいと思うシュガーリアにはきっと、その資格がない。

　マーラーは悪趣味な哄こう笑しようを響かせてヨクサルには聞こえない言葉を中空から降らせる。

　──予言をしてやろう。

　──お前の愛が、この男を孤独にするだろう。

　にらむ力だけを強く、シュガーリアは言い放つ。

「……そうしたら、あなたが、そのすべてを力にかえてくれるのでしょう？」

　シュガーリアの返答は、マーラーの哄こう笑しようをより高らかにした。岩にぶつかる波のような笑い声を上げながら、マーラーは言った。

　──ああ！　まったく貴様は、悪魔よりも悪魔のような女だ！

「……光栄よ」

　とシュガーリアは冷たく答える。

　あなたにそこまで、言ってもらえるなら。

　そして捨すて台詞ぜりふのように、シュガーリアは言った。

「……彼がこれ以上力を手に入れた時……真っ先に殺されるのは、あなたかもしれないわよ」

　返答は、高らか。

　──殺されてやるのも一興だ。

　──少なくとも、殺すことよりも面白いに、違いない!!

　そうか、とシュガーリアは思う。少なくとも、それは、マーラーにとっては面白いことなのか、と。

　であれば、悪魔がそれを後押しするには、十分なことだろう……。

　シュガーリアはその思いを決して顔に出しはしなかったが、マーラーはその赤い目ですべてを見通し、言うのだ。

　──感謝するぞ。死霊術師ネクロマンサーの孫娘。

　──せいぜい、その男に、愛を注ぎ続けるといい……。

　そうして生暖かい風が、頰をなでて。

　次にシュガーリアが短いまばたきから目をあけた時には、もう、悪魔の姿はあとかたもなく。

　ただ、耳の奥に、その悪趣味な哄こう笑しようが残るだけだった。

　ヨクサルの奥に隠れていたのだろう。ラモが飛びつくようにシュガーリアを駆け上がり、ひしとその腕にしがみついた。

「うん」

　怯おびえるラモをなでながら、シュガーリアが言う。

「わたしは……わたしは、大丈夫」

　そして、わたしがいるから、あなたも大丈夫よと、ラモをいたわって。シュガーリアはヨクサルを見下ろし、ため息をつく。

　異端であるのは、自分も同じ。

　非道であるのも、自分も同じなのかもしれないと思いながら。










　翌日、目が覚めるとヨクサルの傷はもうほとんどがふさがっていた。シュガーリアは正直に、彼が眠っている間に悪魔が現れたことを告げた。

　ヨクサルはしばらく、信じられないというように呆ぼう然ぜんと聞いていたが、話を聞き終えて、シュガーリアの肩を強く摑つかんだ。

「なに？」

　シュガーリアが、至近距離からヨクサルのことを見上げる。その長い前髪の隙間から、見開いた目がシュガーリアを射貫いていた。

「どうしたの？」

　わざと、ゆっくりと、シュガーリアが聞いた。その目が不安で揺れていたような気がしたから。

「……いや」

　ゆっくりとした言葉が、ようやくヨクサルの脳まで回ったようで、ヨクサルは後ずさるように手を離し、

「あんたが」

　かすれた声で、言葉を選び、戸惑いながら言った。

「次は、あんたなのかと……」

　その言葉に、今度驚くのはシュガーリアの方だった。思いもよらなかった。そうか、そんな可能性があったのだろうか。

　かつてヨクサルが誰かから、悪魔の契約を奪ったように。

　また、今度は、誰かに、奪われることがあるのではないかと。

　シュガーリアは思いもよらなかったが、彼が思ったとしてもおかしくはなかった。その上で、シュガーリアは肩をすくめて、困ったように笑った。

「死霊術師ネクロマンサーの孫娘で、悪魔背負い？　それはそれは、華々しい肩書きね」

　孤独なら、確かにシュガーリアにもあった。

　力が欲しいという気持ちならば、ヨクサルよりも強く持っていたかもしれない。彼の力を求めてここまで来たのだから。

「でも、あいにく、あの悪魔はわたしなんかより、あなたにご執心みたい」

　シュガーリアの言葉に、ヨクサルは返事をすることはなかった。沈黙が答えであるようだった。

　その横顔を見上げながら、シュガーリアは尋ねる。

「……ねぇ、捨てようとは思わなかったの？」

　この島を。あの悪魔を。

　こんな契約を違う誰かに押しつけて。すべてを捨てて。逃げ出そうとは思わなかったのか。もちろんそれは……己の命を粗末にする行為であったかもしれないけれど。

　シュガーリアの問いかけに、ヨクサルはしばらく、黙したままで言葉を返さなかった。それでも、長い長い沈黙のあとに。

「……こんな形で生きるのも馬鹿らしいが」

　ぼそりと、シュガーリアから目をそらして、言う。

「俺以外の誰かが、こんな形になるのも馬鹿馬鹿しいだろう」

　置いて逃げるには他の犠牲が必要で。

　連れて逃げるにも、別に、いきたい場所などどこにもなかったとヨクサルは言った。

「ただでさえ、いるだけで海を黒く染めるような面倒なお荷物だ」

　俺を最後にここで死ぬのなら、それでいいだろうと。

　その答えに、シュガーリアは心底、ヨクサルを損な性分だと思いはしたが、口に出すことはなく。

　ただ、まぶしいものを見るかのように彼を見上げ、自分の胸を押さえた。困惑に近しい気持ちが湧わいた。

　あんなにも自信があった、愛され方を忘れるような、愛し方を忘れるような、奇妙な気持ちだった。

　その気持ちの名前を……シュガーリアは知らなかった。

「行くぞ」

　ヨクサルがそう一声かけて、歩き出す。けれどふと、歩みを止め。

「いや、違うな」

　顎を持ち上げるように、シュガーリアを斜めに振り返って言った。

「行くぞ、と、あんたが言うところだろう」

　その言葉に、シュガーリアは眉を上げて、慌てたように、踵かかとを持ち上げ駆け出した。

　向かう先は、死と狂乱の戦場でしかないけれど。それでも、二人は決して、ひとりきりではなかった。










　亡もう者じやが倒れたあとには、砂と、骨に似たひとかけらが残った。シュガーリアはそのひとつひとつを丁寧に埋め、ラモが小さな石を置いた。

　墓のつもりだった。どれほど小さく慎つつましやかでも。

「必要かい、それは」

　シュガーリアを横目で見ながら、低い声でヨクサルが尋ねた。

　術のひとつなのかと聞いたのだった。死霊術ネクロマンシーの、必要な工程の一種なのかと。シュガーリアは手を止めずに言う。

「これは、わたしの、気持ち」

　誰のためでもないしなんのためでもない、とシュガーリアは言う。

「だから、あなたに手伝ってとは言わないわ」

　これはエゴだと、シュガーリアもわかっていた。けれど、エゴを通すのだ。それが生きているということだから。

　いくつもの墓をつくり終わり、組み合わせた手を額に押しつけ、神のいない祈りをして。

「死んだ人は、ここにはいない」

　ぽつりと、シュガーリアが言う。

「でも、生きていた人がいたってことなのよ」

　ヨクサルは、答えなかった。

　そして二人と一本は、徐々にその墓地を広げていく。

　それが葬送であるのか殺さつ戮りくであるのか、いつしか二人にも判別がつかなくなっていた。

　傷や痛みだけではなく、疲労もあったことだろう。

　ヨクサルはひとりの亡もう者じやを殺すたび、なにかが切れるのを感じていた。

（なにか、糸の……ような）

　血の、流れのような、細い力が、ぷつりと切れて、断絶する。強烈なさみしさがくる。孤独がくる。死のかおりとともに。

　どくりとその度に、心臓が大きく跳ねる。人間ではない力を、またひとつ得る。

　──孤独とは、断絶である。

　そして死は、絶対の断絶である。生命あるものがモノにかわる、明確な変化である。死に続ける人々は……それだけで、悪魔にとっては孤独を生み出す血流のようなものだった。

　糸が、切れる。

　孤独の血脈が、途切れる。

　軽くなる。それは……ひどく、さみしい軽さだった。

（そして、あなたは自由になるの）

　ヨクサルの丸まった背中を見ながら、シュガーリアは思うのだ。この街ひとつ分の、孤独を彼の中に喰くわせて。

　彼を連れて──シュガーリアはビルク大帝国へ向かうつもりだった。

　彼女自身の、復ふく讐しゆうを果たすために。

　シュガーリアの勝手に、爪の先ほどの興味も持たずに、ヨクサルは己の殺しに没頭していた。どのような相手を殺すことにもためらいを持たなかった。あたかもその姿は死神のようでもあった。

　けれどそんな彼が、一度だけ、手を止めた時があった。

　対たい峙じしたのは、小さな少年だった。

　泣いていた。死にたくないと、狂気に駆られて。出来る限りすみやかに潰さねばならなかった。

　死を死で塗り潰し続けるヨクサルはその姿に、もういない友の幻を重ねた。友であったのかはわからない。

　世界の、正しさを教えると言って。

　無残にも──殺された……。

「…………っ」

　はっと、ヨクサルが集中を取り戻す。ささやかな間だった。それが、……命取りになった。

「！」

　ごう、と音を立てて、亡もう者じやが黒く肥大し、ヨクサルを吞のみ込こまんとする。物理的な攻撃ではなく、その身体と魂を、とり込まんとする動き。

　波に吞のまれ、さらわれるような感触。

「ヨクサル！」

　シュガーリアが声を上げ、地を蹴る。それまで決して亡もう者じやとは対たい峙じすることのなかったシュガーリアの金の髪が、広がった暗闇の中でキラキラと光った。

「来るな！」

　ヨクサルが叫ぶ。

　これは自分の役目だと。

　けれどシュガーリアはすでに、彼の手が間に合わないことに気づいていた。

　今彼を失うわけにはいかない。

　マーラーは契約相手であるヨクサルをむざと殺させはしないだろうが、腕の一本や二本、持っていかれることに抵抗はないだろう。

　それは、どうしても避けたかった。……シュガーリアの、本当に個人的な希望だ。

　だから。

「おいで」

　闇に手を伸ばす。肥大した亡もう者じや。

　感情と記憶。生者さえもとり込もうとするそれを。

「……砂糖菓子みたいに、溶かしてあげる」

　喰くえるとすれば……自分だけだ。

「シュガーリア！」

　最後に名を呼ぶ声が聞こえた。

　ラモではない。

（ああ）

　シュガーリアは思う。じじさま。ばばさま、と答えてみて。それは違うと、心が答える。

　それは違う。この呼び声は違う。これは……わたしの出会った、悪魔を背負う、あなた……。

　そこで、意識は唐突に混濁した。

　幾度も幾度も、目の前で光がはじけて、その度に、新しい記憶が生まれて消える。誰のものかはわからない。自分のものかもわからない。

　生まれ、生き、死ぬ。

　断絶を繰り返す。

　死。

　死。

　死だ。

「わ、た」

　シュガーリアは必死になって、言葉を紡つむごうとする。まだ、視界に世界は戻らないけれど。

「わたし」

　自分が誰かと、何度も問いかけて。溶けていく、いくつもの生に。魂に。命に。負けることがないように。

　どれほど変質をしようと。どれほどちっぽけであろうと。

「わたしは」

　わたしは──。

　その時、強い力が、シュガーリアの肩を摑つかみ。

「……シュガーリア！」

　鋭い叫びが、耳を打った。それは呼び名だった。シュガーリアが愛するためにつけられた呼び名だ。愛されることしか知らない名前だった。

　どれほどの魂を喰くっても。

　何者の魂が溶けても。人をやめても生者でなくても。悪でも。

　わたしは……わたしだと、シュガーリアは思う。

「わたし……は……死霊術師ネクロマンサーの孫娘……」

「ああ」

「名を、シュガーリア……」

「そうだ」

　繰り返し、頷うなずく気配は、力強かった。ようやくその目に光がもどり、焦点があい、次の瞬間見えたのは、不安げに顔を歪ゆがめた、ヨクサルの姿だった。

　かつて彼は聞いた。

　そんなことまでして、人間のつもりなのかと。

（人間のつもりよ）

　シュガーリアはかすかに笑い、心の中だけで答える。

（こんなわたしを、人間だと愛してくれた人がいたのだから）

　シュガーリアはゆっくりと、両腕をのばし、ヨクサルの胸を押しのけた。本当は、じじさまやばばさまがそうしてくれたように、ヨクサルの腕にも抱きしめられたかったけれど。

　そうされるには、自分の身体は冷たすぎると思った。

「……平気なのか」

「ええ」

　ふと、視線を上げれば、ヨクサルの頭の上に、心配げに覗のぞき込こむラモの姿があった。

　笑って、しまう。二人がまるで、仲良しになってしまったようで。自分の笑いがひきつっていることは自覚していたけれど。

「大丈夫よ」

　自分に言い聞かせるように、そう呟つぶやいて。

　ゆっくりと自分の手のひらを見た。この手が誰の手か。それを思い出さなければならないと思った。

　魂と魂が混じる時、一番強いものが勝つだろう。わたしは勝つ。勝ち続ける。この身の、ここにある限り。

（ごめんね）

　小さく思う。自分の手を、胸にあてて。

（あなたの墓も、残せなくて）

　きっと生きていたはずなのに。

　輝く命であったはずなのに。

　すべて溶かして……喰くらって、しまって。

　そして黙りこくってしまったシュガーリアを、難しい顔でヨクサルは見下ろしていた。怒りもしなかったし、謝罪も、礼も、言わなかった。

　ただ。

「なにか」

　かすれた声で、ヨクサルが聞く。

「なにか、必要なものがあるか」

　そう、聞かれたので。

「……タルト」

　小さく笑うと、シュガーリアが言う。

「クルミのタルトが食べたいわ」

　その言葉に、ヨクサルは呆あきれたように立ち上がる。その頭の上から、跳ねるようにラモがおりてきた。

「しゅがー、りあ！」

　そしてひしと抱きつくラモをなでながら、シュガーリアは言う。

「それがだめなら、他になにも、欲しいものは、ないけれど」

　ゆっくりと、自分の声を確かめるようにシュガーリアが言う。

「わたしの思い出話を、聞いてくれない？」

　わたしの、一番強い思い出の話。わたしがわたしである祈りの話。

　自分が他でもない自分だと、そう思うために、一番の力を発するだろうとわかっていたから。

　乞われたヨクサルは半身でシュガーリアをにらみつけ、ため息をつくと、傍かたわらのがれきに腰を下ろして。

「……タルトを作るよりは、ましだ」

　そんな風に、無愛想に答えた。

　本当に損な人だ、とシュガーリアは笑ってしまった。










　シュガーリアは自分の記憶をなぞるように、ゆっくりと語った。

　あんなにもたくさん愛されていたのに、一番強く覚えているのは、別れの時のことだった。

　それは、とても唐突に届いた。たとえば星が降るように前触れもなく。けれど、はるかな昔から備えでもしてあったかのように粛々と受け止められた。

　大きな鐘が鳴り、人のようで人ではない、聖なるからくりが舞い降りた。

　白いシルエットを覚えている。シュガーリアが見ることが出来たのはそれだけで、あとはもう、逃げる背中にしか気配を感じることはなかった。

　ひとりの男が一隊を率いていた。真っ白な鎧よろい。真っ白なマントをまとい。

　異端審問軍であると、男は名乗りを上げた。

「人のために。人の生きる人の世のために！」

　悪魔を狩り。

　異端の魔術を狩る。

　その標的として、見せしめとして、死霊術ネクロマンシー使いに行き着くであろうことは、彼ら自身も遠からず予測していたことだった。

「ついにこの日が来た」

「あやつらはなんだと」

　深い洞窟のまた深くに隠れながら、行き交う魔術師達の言葉をシュガーリアは聞いた。

「魔術を捨てろ。もしくは……我らが軍門に降くだれと」

「馬鹿げた話だ」

　憤いきどおりのままに、師達は叫んだ。

「人の世のため、人の生きる人の世界のため。そんなものは詭き弁べんでしかない。己が国を、己が力を！　より強くするためだけの暴虐である！　我らがそのように術を捧ささげれば」

　我らの術は、人の倫理を必ず外れるだろう。

　そう言う彼らの目は血走り、声は冷たく、とうにすべてを決めた顔をしていた。

「シュガーリア！」

　厳しい声で名を呼ばれた。悪い予感がした。とてもとても悪い予感だ。この呼び声に答えてはならないような気がした。

　シュガーリアは、別れには、人一倍敏感だったから。

「シュガーリア。ああ」

　それでもシュガーリアを見つけたキュイエは、シュガーリアを抱いた。その豊かな身体で、温かい肌で、恐怖に冷え切ったシュガーリアの身体を温めてくれた。

「ばばさま」

　なにを言われる前に、シュガーリアは必死になって首を振った。

「いや。いやよ」

「泣くんじゃないよ。小さなシュガーリア」

「いやよ。いや……」

「そんなにアタシを困らせないで」

　額に押しつけられた唇は、祈りにとてもよく似ていた。

「いいこと。アンタは外の世界に行くのよ」

「ばばさまは？　じじさま達は？　ねえ、みんなは？」

「アタシ達は、ここから出られない。何度も言っているでしょう？」

「どうして。どうしてわたしだけ？」

　自分だって、ひとりきりでなんて生きてはいけないとシュガーリアは思った。物心ついた時からずっとこの洞窟にいた。血のつながりはなくとも、たくさんの人ひと達に愛されて、守られてきた。だから生きてこられたはずだった。せめて。

　せめて最後まで一緒にいたいと思って、どうしていけないんだろう。

「どうしてアンタだけかって。それは……」

　その時、キュイエの目から、ひとつぶの涙がこぼれた。何度仲間を見送ろうと、何度悲しい過去を思い出そうと、涙を流さなかったキュイエが。

　濁った色の涙を落とし、シュガーリアの背中に腕を回して抱きしめながら言った。

「それは、アタシ達のわがままよ」

　ごめんなさいね、とキュイエは言った。

「一緒に死なせてあげるべきなんでしょうね。でもね」

　喉の奥。指先が震えている。

　後悔と。それでも、罪を、重ねる覚悟で。

「みんな願ってしまったの。一日でも長く。……アンタが、この世界を生きて欲しいって」

　美しいものを見て。

　幸福な気持ちになり。

　ほんのささやかなことでもいい。やりたいことを、為なしなさい。

　その願いがあまりに一方的で身勝手であると……キュイエ自身もはっきりと、わかっていたようだった。

　身勝手だっていい、とシュガーリアは思う。愛した人は、わがままでいい。願いたいことを、願ってくれていい。それを叶かなえられるなら、もっといい。

　でも。

「でも、いやだよ」

　小さく首を振りながら、シュガーリアは言う。涙はこぼれなかったけれど、喉の奥が絞られるようだった。

「ひとりはいやだよ」

　愛していたから。

「シュガーリア」

　いつの間にか、たくさんの師達が、シュガーリアとキュイエの周りに集まってきていた。あれほど思い詰めた顔をしていたはずの皆は、一様に穏やかに目を細めて、シュガーリアの金の髪を梳すいた。

「ひとりではないよ」

　口々に言う。

「お前はひとりではない」

　わたし達の魂が、お前を生かすだろう。

　その時、シュガーリアは気づいたのだ。自分はたったひとりなのだということ。そして、たったひとりだから、生きていけるのだということ。

　彼ら、ひとりひとりが、すでに死を選び、覚悟をして。その先に……自分の魂をもって、シュガーリアの道行きを照らそうとしているのだということを。

　終しゆう焉えんを見た魔術師達の、それが祝福だったのだと。

　シュガーリアは、死霊術師ネクロマンサー達の孫娘だった。最後の最後まで、愛されたたったひとりだったのだ。

　そして彼女は、多くの呪具をさずけられた。数々の宝石。数々の貴金属。それらはただ磨かれただけの美しいもので、洞窟を逃がされ、一歩一歩夜を進む度、輝きを増した。

『シュガーリア』

　もう声は聞こえない。

『我らが愛いとしき孫娘よ』

　けれど、光が輝く度、魔力が満ちる度に、彼女を愛した師達がひとり、またひとりと、自分の命を絶っているのだと思った。

　秘術を守り、傲慢な利己主義者に渡さないために。

　そして最後に、幼い小さな孫娘のために。

　ひとつ、またひとつ。

　天の星が墜おちていく。

　シュガーリアは眠ることも泣くことも出来ず、ただ洞窟を抜け、山を越え、林を抜け、野に出た。そしていつしか夢にまでみた青空の草原に出て、ようやくそこで、へなへなと力尽きたように座り込んだ。

　荷物を開く。肩から下げた四角い鞄かばんには、数々の宝石があった。山のような貴金属があった。

　そのひとつひとつを並べながら、シュガーリアが思い浮かべる。

　渡された時とは違う輝きが、そこにはあった。

　──これは、魂だ。

　自分の愛した、自分を愛した、数々の師達の。

　そしてその鞄かばんの奥底に、もうひとつ紙箱があることに気づいた。潰れないように丁寧に詰められた、その箱を開くと。

　そこにあったのは……もはや冷たくなった、クルミのタルトだった。

（誕生日には空が見たいわ）

　無邪気な自分の言葉を、思い出す。

（くさっぱらの中で、みんなで）

　なにも知らなかった。

　なにもわかっていなかった。

（クルミのタルトを食べるのよ）

　あんなこと、言うんじゃなかった。

　小さく口をあけて、タルトをかじる。なんの味も感じられないと思ったのに、ただ、甘く、ただ、甘く。

（ねえ、じじさま、ばばさま）

　宝石と貴金属にまみれて。

　美しい青空と、遠くまで広がる草原の中。

（──みんなで、ピクニックにいきましょうね）

　こんな形で、叶かなえられたくなんて、なかったのに。










　ひとつひとつ、大切な思い出を語る度、霧が晴れるようにシュガーリアの意識が明瞭になっていった。

　どこまで自分が自分であるのか。証明は出来ない。確かめようもない。けれど、自分のことは覚えている。

　十分だ。

　愛された記憶がある。

　そして愛した記憶がある。

　それだけで、自分はきっと、まだ戦える。

　眠ったように黙したままで、シュガーリアの話を聞いていたヨクサルは、話を終えたシュガーリアの前に立つと、億おつ劫くうそうな目で見下ろしながら言った。

「あんた、どうするつもりだ？」

　唐突な問いだった。なにを聞かれているのか一瞬、シュガーリアはわからずにいた。

　重ねてヨクサルは言う。

「この街の人間全部に墓をたてて」

　こうして時に、死者の魂とも溶けあって。

　死霊術師ネクロマンサーではないというのに。

「その、審問軍とやらに……復ふく讐しゆうを果たしたとして」

　そんな、先のことを話すのは、はじめてのことだった。

　その言葉に、シュガーリアは、淡く笑って。

「やりたいことなんて、別にないって言ったら？」

　そう尋ね返す。

　ヨクサルは虚を突かれ、それから気まずげに首元をかいて。

「それならそれで、どうでもいいが……」

　ぼそぼそと、小さな声で言った。

「あんたは、もっと、わがままな人間のような、気がする」

　欲しいものを欲しいという、自分の欲望のためなら、なんでもするような。そして、欲望に、命を懸けられるような。

　その言葉に、シュガーリアは淡く、本当に淡く、笑った。

　たとえば、シュガーリアがヨクサルのことを、損な性分だと言った。それが正しかったように、シュガーリアがわがままだというのならば。

　それは、本当にそのとおりなのだろう。

「そうね」

　そして微笑ほほえむままに、シュガーリアは言う。

「それじゃあ……どこかの街で」

　ここではないどこか。

　いつかの未来に。

「一緒に、タルトを食べましょう？」

　甘い甘い、クルミのタルトを。

　その言葉に、ヨクサルは顔をしかめ、甘いものは好きじゃないと答える。

　死と弔いに溢あふれる中で。

　未来の話をした。

　互いに、叶かないはしないと、わかっていながら。













第八章　白き聖者よ来たれり







　月のない夜だった。

　島の空には、溢あふれるほどに星が散っていた。誰から聞いたのだったか、どこかで読んだのだったか、人は死ぬと星になるのだという。

　なるほど、人が死んだ魂は宝石になるのだから。

　星と宝石が似ているのも、道理だとヨクサルは今更のように思った。

　まほろばの街に生きる人は、日を追うごとに小さな墓へと存在をかえ、島からは、人の気配が消えようとしている。

　シュガーリアは眠っているのだろう。あの小さな身体で、この過酷な日々によく耐えているものだとヨクサルは思う。

　シュガーリアは、自分は死霊術師ネクロマンサーではないと言っていたが、その術は、本物だ。孫娘であるということは、人の死を扱うことに長たけているということなのだろうか。

　ヨクサルにとっては、もう、作業のような死だが。

　シュガーリアは、そのひとつひとつに、心を痛めているようだった。

　割り切ってしまえばもっと楽だろう。心を寄せなければ、すぐに忘れることだって出来るだろうに。

（頑丈というのは、ああいう奴やつの、ことをいうんじゃないかね……）

　半ば呆あきれながら、そんなことを思い、ひとり煙草たばこを吸っていたヨクサルのそばで、かさりとなにかが動く気配がした。

　目線だけをそちらに向ければ、ヨクサルの足下でゆらゆらとゆれる、愛らしい小枝の姿があった。

　珍しいなと、ヨクサルは思う。目が覚めている時も、眠っている時も、この小さな人形は、主人であるシュガーリアのそばを離れなかったはずなのに。

　そう思っても、言葉を交わすつもりはなかった。放っておけばいなくなるだろうと思っていた。

　けれど、ラモは、ヨクサルの足下で、小さな声で言った。

「来る、ヨ」

　その声が届かなかったわけでもないだろうに、ヨクサルは、視線を向けようとはしなかった。

「コワイ、奴やつらが、来る」

　ヨクサルはシュガーリアの話を思い出している。

　師達を殺し、シュガーリアがひとり逃がされた、その、正義の軍隊とやらのことを。

　異端ということを思う。

　死霊術ネクロマンシーのことを、そして悪魔のことを思う。

　自分の腕に刻まれた、傷と罪について思う。

　そして、ヨクサルの足下を引く力を感じる。

「逃げ、テ」

　かすかで、弱い。けれど必死な力で。

「しゅがー。りあ、と」

　逃げて、と声がする。

「もういい、でしょ、ウ」

　それは、ヨクサルに対して言ったことのようにも聞こえたし。

　シュガーリアに対して、言ったことのような気もした。

　しばしの沈黙ののち、ヨクサルはゆっくりと、嚙かみしめていた煙草たばこから唇をはなし、その火ごと握り潰した。

「なんっつったっけな……」

　それからようやく、自分の足下に視線を落とし。

「ラモ、だったか」

　長い前髪の奥の目を、細める。

「お前は、あの嬢ちゃんのそばにいてやれよ」

　言うまでもないことだろうけれど。

「ひとりじゃ、さみしいだろうからな」

　その言葉に、ラモはしばらく沈黙していたけれど。

「ひとり、じゃ、なくても」

　ひしと、ヨクサルの足首にしがみついて言うのだ。

「さみしいヨ」

　その言葉に、ヨクサルは一瞬虚をつかれ。

「──ああ、全くだ」

　大勢の中にあっても。

　誰かといても。

　さみしさは、時に鋭く心を切りつける。

　それはなにも特別なことではなくて……こんなものを抱えて生きていくなんて、どうしてやっかいなものだと、ヨクサルは呆あきれたように、小さく笑った。










　花を摘むように人の命を摘んだ。

　そして、宝物をしまうように、小さな墓をつくった。

　そうして最後のひとりまで、砂に返した、まさにその日のことだった。

　悪魔の島に鐘が鳴る。

　黒い海を越えて、白い聖者がやってくる。

　その音を聞いた瞬間、シュガーリアは地下の遺跡から地上に出て、久方ぶりに天を見上げた。それから黒い点のようなそれらを目に止め、感極まるように、呟つぶやいた。

「間に合ったの……？」

　もうずいぶん軽くなってしまった、腰に下げた革袋をなぜて。

　万感の呟つぶやきだった。

　その肩をぐいと引く力があった。

「なにがだ」

　そう言ったのは、ほんのしばらく、短い間ではあったが……二人、相棒として力をあわせてやってきた、ヨクサルだった。

「へえこれはこれは……久々に、この島に豪勢な客が来たみたいだな」

　彼らの侵入を、ヨクサルは読めなかった。それは、島に上陸するまで、マーラーも気づかなかったということだった。

「わざわざ行ってやる、手間が省けたんじゃないか？　まあ、だとしたら……あの街ひとつ滅ぼす、意味もなかったってことか」

　シュガーリアは震える唇を強く嚙かんで、怒りに顔を真っ白にしながら、かすれた声で、言った。

「戦って、くれる……？」

　強い、強い相手と。

　正しさを掲げる、排斥の力と。

「…………」

　ヨクサルは答えなかった。シュガーリアの顔を覗のぞき込こむように、かがみ込んで。

　答えのかわりに、囁ささやいた。

「ここから先の入り江の洞窟に、まだ使える古い舟があるはずだ」

　場所はあんたの使い魔に教えてあると、ヨクサルが言う。まだ意味のわからないシュガーリアに、ヨクサルははっきりと告げた。

「逃げろ」

　当然のように。

　決まり事のように。

「もう十分だろう」

　シュガーリアがヨクサルに命じたように、強い言葉で、今度はヨクサルがシュガーリアに命じるのだ。

「あんたは十分──この島の、弔いをした」

　やりたいことをやって。

　生きたいように生きたのだから。

　ひとりで、逃げろと。

　シュガーリアは、青い瞳を見開き、薄い色の唇をわななかせて聞く。

「あなたは？」

　返答は短かった。

「迎え撃つ」

　それが、……あんたの望みだろうと。

　ぱっと、シュガーリアが顔色を変える。

「いやよ！」

　怒りを爆発させるように、シュガーリアが言う。

「ひとりはいや！　わたしもいく！」

「あんたにはラモがいるだろう」

　甲高い声に、顔を歪ゆがめて、ヨクサルはシュガーリアの顔を覗のぞき込こむのをやめ、顔をそむけた。

「別に、あんたのためじゃない」

　シュガーリアのことは関係ないのだと、その傷跡だらけの腕で、天を指して。

「俺は、俺を殺しにくる奴やつらを、自分と同じように悪党だと思っているだけだ」

　そうやってこれまでを生きてきた。

「だから、どいつもこいつも、俺が殺せばいい」

「わたしだって、わたしだって──……」

　十二分に悪党だと、言い返す言葉は遮られて。

「あんた」

　突き放すように、言う。

　ヨクサルの目は、ほんの少し、おだやかに微笑ほほえんでいる。

「あんた、いい女になるよ」

　悪党でもなく、罪人でもなく。

　自分とは違う世界で、生きていけと言うように。

　シュガーリアはいやだと何度も繰り返す。

　いや、いやだよ。

　ひとりはいやだよ。

　けれど言葉は、届かない。

　洞窟を追われた、あの時もそうだったように。

　ヨクサルは振り返ることなく、シュガーリアを置いていく。

　その背には、悪魔が笑っている。シュガーリアにだけは見える。悪魔は、自分に向けて笑っているのだろう。

　その愚かしさを。その浅ましさを。

　力尽きたように手で顔を覆ったシュガーリアの背に、ラモが乗り、囁ささやく。

「しゅがー、り……あ……なか、ない、で」

「ごめんね」

　その細い身体をなぜて、シュガーリアは言う。

「そうだね。泣くことなんて、ないわ」

　次に顔を上げた時、シュガーリアの目からは涙が消えていた。その目は強く、燃えるように輝いている。

「──わたしは、間に合ったのだから」

　悪魔の島に断罪の刃が降る。

　白い雨が。正義の雨が。










『白はく聖せいの司つかさ』と呼ばれるその機構からくりは、まったくヨクサルが触れたことも見たこともない仕組みで動いているようだった。

　姿はそう、鳥に似ていた。

　白い骨組みに特殊な魔術回路を組み込み、その回路は発動する度に鐘のように大きな音を鳴らす。

　合間には、キイ、キイ、と海鳥のようなきしみをもらす。

　そして鳥の首に縄をつけて飼うように、地上においてはひとりの男が部隊を率いていた。前時代的な白銀の鎧よろい。

「──降伏せよ」

　鐘の音の合間に、無機質な声が混じる。

「人のために。人の生きる人の世のために」

　繰り返し繰り返し繰り返し。

「退け、悪魔よ」

　呼びかける声がする。

　しかしそこに、人のぬくもりはない。

「気にいらんねぇ」

　ヨクサルは何度も自分の拳を握り、開きながら、ぶつぶつと呟つぶやいた。
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「己は安全なところで高みの見物をしておいて、こんな玩具に戦わせるってえのは、どうにもな……」

　しかも玩具はどこまでも玩具、心を持たないからくりだ。悪魔や異端者を屠ほふるのに、人の手を汚す必要さえないと言うようだった。

　たとえばどれほどの魔力、どれほどの命が、この擬似的な鳥達に捧ささげられているのか。それはヨクサルには知ったことではない。

　復ふく讐しゆうというシュガーリアの悲願さえ、自分には関係ないと、ヨクサルは思っていた。

　いつか、正義をまとう誰かが現れて。

　背負った悪魔ごと、殺してくれるのならばそれでもいいと思ったことがあった。それが、自分の受けた罰の果てならば。

　けれど、それでも、こいつらには嫌だとヨクサルは思う。特別な理由なんてないし、自分に正義はもっとないだろう。

　やりたいことをやることが、生きることだと言った少女がいた。

　これが、特別やりたいことだとは、思わないけれど。

「……足をどけろよ」

　白はく聖せいの司つかさ、その硬い金属の靴の足下には、無残にも踏み散らされた、小さく、簡素な……墓があった。

「くそ野郎」

　腕を持ち上げ、顔を歪ゆがめる。何度使っても、慣れない力だ。ヨクサルが背負う、マーラーの力は、身体と命を分け、変質させ……最後には、狂わせる。

　塩で固めた竜のように。

　生命ではないものさえ、狂わせる力だ。

　その力を使い、すべてのからくりを狂わせるつもりだった。

　ナイフも持たず、ヨクサルはその腕に熱を持たせる。悪魔の名を呼び、その力を存分に使うために。

　耳元で、鐘の音にまじり哄こう笑しようが聞こえる。

　悪魔の笑い声だ。なにがおかしいとヨクサルは思う。なにが、おかしい。笑いたいのならば笑えばいい。

　しかし、不思議だった。こんなにも近く、こんなにもはっきりと、マーラーの気配を感知しているなんて。

　まるで、ひとりではないような気がするなんて。

　その時だった。一羽わのからくりが滑空をはじめ、旋回していた一隊が、それに続く。

　ヨクサルががれきの山を蹴り、腕を振り上げた。

　力を固める。風を、編み、つくり出したのは獣だった。狂気をうえつけられた四つ足の、鳥を狩る獣が絶叫を上げる。

　しかし、正体のわからない力にも、騎士は臆することはなかった。

「とらえよ」

　対たい峙じした騎士が、お飾りのような大きな剣を構える。天に掲げ、低く、宣言した。

「悪魔に、死を」

　その瞬間だった。

　キイ────と、耳を貫く、滑空の音。一羽わ一羽わが刃とかわり、天から降り注ぐ。

「なっ」

　思わず困惑の声を上げたのは、その刃が刺さったのが、ヨクサル自身ではなく。

　──なるほど。

　──これが、痛みか。

　ぼう、と中空に浮かび上がった、孤独の悪魔、マーラー、その全身だった。

　白き騎士が声を上げる。

「灼やけ落ちよ。そして──逆流せよ」

　その声とともに、白い爆発を起こした鳥は、確かにマーラーの目玉と身体を灼やき、雄お叫たけびのような声を上げた。

「アア……」

　時を同じく、ヨクサルも膝をついた。

「ア、アア……！」

　ヨクサルに走る痛みは、ただの刃のそれではなかった。光とともに焼け付くようだ。彼の背負う、悪魔から。

　孤独と力が逆流してくる。

　心臓に熱した鉄を流し込まれるようだった。

　それが正義の鉄てつ槌ついなら。これが悪の報いなら。自分にはあまりに相応なのだろう。こうして、ハゲタカにされるようについばまれることが似合いなのかもしれない。

　けれど、地に叩たたきつけられても、ヨクサルはまだ意識を失うわけにはいかなかった。切り刻まれるわけにも、喰くい散らかされるわけにもいかなかった。

　──ヨクサル。

　絶叫の中でも、声が、聞こえる。

　悪魔の声が。

　──お前は、簡単には狂ってくれるなよ。

　こんな痛みを受けても、笑う、声が。

　──そうでなければ、面白くない。

　当たり前だと、ヨクサルは拳を固める。目の前が赤く染まっていたが、それがなんだ。目が見えなくなっても耳が飛んでも。

　たとえ心臓が爆発しても、報いなければならない相手がいる。

　報いることが出来なかったとしても、せめて、シュガーリアがこの島を出るまで、もたせなければならない。

　美しい少女だった。けれど美しかったから輝いていたわけではきっとなかった。

　彼女の美しさは、彼女の受けた愛そのものだろう。

　彼女が逃げる、それは祈りだとヨクサルは思った。

（俺も祈る）

　神様も知らなければ。

　悪魔にでもないけれど。

（シュガーリア）

　あんたが、どこかで。

　これからさきも、生きたいように、生きていけるように。

　これからさきは、もう少し。平和で、優しい望みを持てるように。人を殺すことなんて思いつきもしないで。

「……っ」

　焼け付く痛みは毒のように体中にまわった。それでも、奥歯を嚙かみ、悪魔の力が使えなければ己の力を振るうまでだと思った。

　人間だけしか、相手にしたことはなかったけれど。

（殺す、だけなら）

　自信が、あった。

（俺は、得意だ……）

「──！」

　もう一度剣が振り上げられ、新しい鳥の一群が降り注いだ。

　鋭い鐘の音とともに、耳みみ障ざわりな鳴き声とともに。

　滑空する鳥達。

　それらは悪魔を地面に縫い付け、次には標的をヨクサルへとかえた。

　契約者を殺せば、悪魔はこの世界において、極端に振るえる力が制限されるはずだった。そうして白はく聖せいの司つかさはいくつもの契約者を殺し、村まで灼やいてきた。

　白い雨のように降る、それらが。

　次の瞬間、雪のように散った。

「──!?」

　鳥の残骸。それから……黄金と、宝石だった。

　ヨクサルの視界の端に、躍り出る。金の髪美しく。

　黒いレースのシルエットは両腕を広げて。

「ねぇ、なにをしているの!?」

　強い言葉で、出会った時から、一度も迷ったことのない声で叫んだ。

「シュガー…リア……？」

　逃げたはずの少女が、くずれた壁の上に仁王立ちしていた。そして、命じる。この孤独の島で、絶対の力を持っていた、悪魔と……その、悪魔背負いに。

「あいつらを、殺してちょうだい！」

　正義でもない。

　悪でもいい。

　欲望のままに。

「わたしの願いを叶かなえて！」

　そして、最後に、彼女が、笑った。

　逆光で見えもしないのに、ヨクサルにはそれがわかった。




「愛しているわ」




　次の瞬間には、鳥達の正義の刃が、シュガーリアを千々に切り裂いていた。

「シュガーリア!!」

　ヨクサルが絶叫とともにその力を振るった。人を殺す彼の腕に、悪魔の狂気を宿して。その力は、砂さ塵じんを巻き上げながら白い鳥を焼き尽くす。

　けれど、シュガーリアはすでに、身体を射貫かれ、木の葉のように天を翻ひるがえって地に伏せていた。

「シュガーリア！」

　ヨクサルが名を呼び、その肩を摑つかむ。シュガーリアは自分の身体を抱きしめたままで。

「ごめんね」

　小さくそう言った。

「シュガーリア、あんた、なんで……」

　逃げろと、言ったはずなのに。

　言いつのろうとしたヨクサルが、砂さ塵じんの中でようやくシュガーリアの傷だらけの身体を見た。

　ぼろぼろの身体だった。

　その自慢の顔にまで、傷をつくって。けれど、その傷から流れでていたのは……血では、なかった。

「ごめんなさい」

　シュガーリアがそう言い、かすかに持ち上げた指先は、ヨクサルの頰にたどりつくことなく地にさがった。

　そうして無理矢理に、笑みだけを浮かべた。まだ、鐘の音の鳴り響く砂さ塵じんの中で。

　傷ついた肌から流れるのは、赤い血ではなく。

　──人とは遠い、銀の光をはなっていた。

　その小さな身体から、命を、とろけるようにこぼれさせて。

「この身体も……もう、おしまい」

　そう、かすれた声でシュガーリアが言った。

「どういうことだ」

　ヨクサルが、乾いた口の先だけを動かしそう呟つぶやく。問いかけというには弱く、呟つぶやきというには悲痛に。

「どういう、ことだ……！」

「ごめんなさい」

　そう、優しく、やわらかく、シュガーリアが言う。

　もう何度目かの謝罪だった。表情を凍らせたヨクサルを、それでも愛おしそうに目を細めて見て。

「あなたにこんな仕打ちをする、わたしをどうか許さないで」

　そうしてシュガーリアは自分の手を見た。

　刃をうけた傷跡から、醜く崩れていく自分の身体を。

　そこに通う液体は血ではなかった。熱した砂糖菓子のように溶けて流れる、水銀だった。

「もう、限界だったの、この身体」

　自分の身体を抱いて、シュガーリアが笑う。

　これは、愛する師がくれたもの。

　この身体は、この生命は、彼らの愛と……禁忌の形だった。

「──間に合って、よかった」

　時間は、限られていた。この魔力が尽きるよりも先に。この身が崩れるよりも先に。シュガーリアは、この瞬間にたどりつかなければ、ならなかった。







　かつて、死霊術師ネクロマンサーの洞窟に、ひとりの高貴な女が訪れた。

　腕の中には、死した娘を抱えていた。

『どうかこの子を、生きかえらせて下さい』

　どんな方法でもいい。

　どんな禁忌でも構わない。

　けれどそれは出来ないと死霊術師ネクロマンサー達は答えた。腕の中の子供はもう、息絶えているのがわかったから。

　死した身体に魂を込め直すことは、ましてや道具ではない、命の模造をつくることは。

　彼らのもちうる秘術の中でも、禁忌の中の禁忌だった。

　女は嘆きのままに、娘の亡なき骸がらを洞窟に置いて去っていった。国を追われた高貴な女性だった。これから山を越え海を越えて、遠い大陸まで逃げねばならないのだと言った。その時に……子の亡なき骸がらを抱えては走れないと。

　涙ながらに弔いを頼んだ。

　けれど、残されたその子供の身体に、まさに禁忌を吹き込んだ死霊術師ネクロマンサーがいた。水銀を血に、魔力を命に代えて。

　目を、覚ませよと。

　なぜ、こんなことをと仲間に問われ。

　──だって、こんなに、可愛かわいいんだもの、と、死霊術師ネクロマンサーの老婆は言った。

　結局は、隠居での孤独が、彼らに過あやまちを犯させたのかもしれない。その一点に関しては、悪魔も外げ法ほうも、やはりかわりがないのかもしれなかった。

　禁忌を行った老婆……キュイエのことを、死霊術師ネクロマンサー達は責めることはしなかった。その罪は、死霊術師ネクロマンサー達全体で背負うこととした。

　間違いだとはわかっていた。

　罪だとは知っていた。それでも。

　やわらかい手で、愛らしい声で、美しい金の髪をきらめかせて笑う、小さな少女を。

　孤独な死霊術師ネクロマンサー達は、愛さずにはいられなかったのだ。

　そうして少女は、シュガーリアと名付けられた。

　そうして少女は、最初にして最後の、死霊術師ネクロマンサーの孫娘となった。







「……わたしは愛玩よ」

　自分の身体を抱きながら、シュガーリアは叫ぶ。もはや身体に巡らされた魔術は崩壊をはじめていた。水銀の涙をその大きな瞳からこぼしながら。

「ぬけがらで、人形よ。じじさまやばばさま達の」

　天を向き、宣言をする。

「世界一、愛された玩具おにんぎようだわ」

　遠くで鐘の音がしている。

　禁忌を殺す正義の声がする。

「それで、なにが悪いの」

　叫ぶ。ヨクサルに対してではなく、ましてや白はく聖せいの司つかさに対してでもなく……多分、自分のために。

「愛玩が愛してくれる人を愛して、どうしていけないの！」

　みんな死んだわ、とシュガーリアは言う。

「みんな、わたしのために死んだのよ」

　あの最後の日を、決して忘れない。

「わたしに青い空を見せるために死んだの」

　生きろと、口づけをくれた師達のことを。

「わたしに広い海を見せるために」

　そのために、自ら命を絶ち、孫娘の助けとなるため、魔力の宝石とかわることもいとわないと。

「わたしに美しい世界を見せるために!!」

　ただ、生きろと。

　すでに、呼吸も止まっている身体に……なんと、酷な願いであったことだろう。

「だから、わたしが」

　すでに魔力も消えかけた身体だというのに、瞳の光だけは強く、強くヨクサルを射貫いた。

「わがままに、わたしの願いを叶かなえて、どうしていけないの」

　あの人ひと達の死が。正しかったなんて、絶対に言ってはやらない。間違いでもいい、間違いでいい。

　偽にせ物ものでも、生きろ、生きろ、生きて、ひとつ、傷のひとつでもいい。

　正義という、偉大な聖者に──復ふく讐しゆうを。

　挑むようなその言葉に、ヨクサルは自分の奥歯を強く嚙かみ。

「それなら、なおさら、こんなところで……！」

　こんなことが、願いになるかとヨクサルは思った。無駄死にではないかと。

　なぜ逃げない。

　なぜ、生き続けない。

　復ふく讐しゆうのためでもいい。なんだっていい。こんなところで、こんな風に死んで、一体なんになる──？

　その歪ゆがんだ顔を、シュガーリアはやはり、ぬくもりを感じながら受け止めた。

　優しい人だと思った。

　優しい人。ここまできてもまだ、自分のために、顔を歪ゆがめてくれるなんて。生きろと言ってくれるなんて。

　シュガーリアはずいぶんな時間をかけて、力を込めて、なんとかその手を持ち上げ、ヨクサルの頰に触れた。

「冷たい手で、ごめんね」

　その時ふと、ヨクサルは気づくのだ。

　これまで、シュガーリアから触れてきた時にはいつも、彼女は指先に確かなぬくもりを宿していたが。

　それは……その直前に握っていた、蛍石のぬくもりだったのかもしれないと。

　ずっと、ずっとシュガーリアは、指先まで冷たかった。

　それでも、ヨクサルに、温かな手を、かざそうとしていたのだと。

　そうして今、シュガーリアは微笑ほほえみ、優しい声で言うのだ。

「あなたがくれたブレッドフルーツ、美お味いしかった」

　わたしはずっと、食べ物を必要とはしていなかったけれど。

　それでも、あなたのくれた果実は、タルトみたいに甘く感じた。

　多分それは、愛情の甘さだと、シュガーリアは思った。

「ここで死んで……なんになるかって？」

　まだ、わからないのね、とシュガーリアは、笑う。

　愛されたことがないって、そういうことなのかもしれない。シュガーリアは、愛されたことしか、なかったから。

　ねぇ、だって。

「愛すると決めて、ここまで来たの」

　山を越え、黒い海を越えて。

「決めていたけれど……その相手が、あなたでよかった」

　優しい人で、ずっと、嬉うれしかった。

　悪人かもしれないけれど、優しくて、損ばかりする人。

　そして、自分はやっぱりわがままだとシュガーリアは思う。

　ヨクサル、とシュガーリアは、名前を呼んで。

　自分の望みを、口にした。

「──あなたに、わたしの物語をあげる」




　　　＊




　シュガーリアの師である死霊術師ネクロマンサー達を追い詰め、そして命を絶たせたあれらは一体なんであったのか。シュガーリアはその正体を探した。

　足をつかい、術をつかい、出来うる限りのことをして。

　ひとつの王国、ひとつの神を信じる「白はく聖せいの司つかさ」と呼ばれる軍団の噂うわさに行き着いた。

　しかし、その国を前にして、シュガーリアが出会ったのは、聖者ではなく……ひとりの老人だった。

　道で横たわっていたその老人に声をかけたシュガーリアは、これから行かんとしていた国の話をした。

　老人は分厚い外がい套とうの下で、シュガーリアに言った。

「行けば、死ぬだろうて」

　きっと、あの軍団には敵かなわない、と老人は言った。

「敵かなわなくてもいいの」

　とシュガーリアは言った。心からの言葉だった。ほんの一いつ矢しでいい、ほんの一太刀でよかった。名乗りを上げるだけだって構わない。

　あの時逃げてしまったことが、いつまでも後悔でしかないから。

　せめて、悔いのない終わりを迎えたいのだとシュガーリアは言った。

「君を愛した者から与えられた命を、無駄に使うつもりかね」

　そう重ねて言われたことに、胸が痛まなかったといえば、噓うそになるけれど。

　うつむくシュガーリアに、老人は言った。

「君にはすでに、十分な物語が与えられた」

　ゆっくりと、嚙かみしめるような言葉だった。

「しかし、強きよう者じやの力を振るうためには、今一度、その編曲が必要だ」

　平凡とは、弱者だけに与えられた幸福である、とその老人は言った。

　そしてこの島に行くことを囁ささやかれたのだ。この島にいる悪魔背負いが、君に最後の物語を与えるだろうと。

　この島には、財宝と死者と、そして悪魔が眠っている。

　力を得るのは君か、その悪魔背負いか……。

　詩人の歌のような言葉を、シュガーリアは天啓のように聞いた。突然見知らぬ人から囁ささやかれるには、あまりに荒唐無稽な話ではあった。信じるのも信じないのも君次第だと手放されて。

　最後にシュガーリアは、ふと、気になっていたことを聞いた。

「あなたって、本当は」

　確信があったわけではない。

　ただ、感じたのだ。そのままに、言った。

「おじいちゃんではないんでしょう？」

　わたし、わかるの。じじさまやばばさまと、ずっと一緒にいたから。

　シュガーリアがそう言うと、道に横たわっていた老人はにやりと笑った。

　そして外がい套とうを脱ぎ捨て、空中に浮かぶ。

「この姿の方が、君が話しやすいかと思ったんだけどね」

　現れたのは、金の髪をした、男とも女ともつかない美しい人間だった。そしてその背には。

　──赤い目をした、異形の悪魔が寄り添っていた。

　悪魔という存在を、シュガーリアはその時はじめて目にした。禍まが々まがしく、恐ろしく、そしてどこか、本当にどこか、かすかに、愛あい嬌きようさえ感じさせた。

「いかにも」

　悪魔を背に、美しい人は両手をひろげ、名乗りを上げる。

「いかにも僕は、さすらいの悪魔語りだ」

　寄り添うように現れた、異形の悪魔の名は、ブラームス。

　運命を編曲する悪魔だという。

「愛されることしか知らない死霊術師ネクロマンサーの孫娘よ。その愛をもって、君が本当に強きよう者じやとなりうるのか、証明してみせるがいい」
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　あの島で待つのは、孤独を力に変える悪魔背負いだと悪魔語りは言った。

　もう何年も、その孤独を悪魔にくべ続けているけれど、今はまだ、その力は白はく聖せいの一隊にも敵かなわないだろう。

　けれど。

「君なら……その死をもって、悪魔にこれまでにない力を与えることが出来るかもしれない」

　そしてその時、その一打はもしかしたら。

　天をも穿うがつかもしれないと。

「待って！」

　遠ざかる悪魔語りに、シュガーリアは手を伸ばす。

「わたしと一緒に戦ってはくれないの!?」

　悪魔を傍かたわらに寄り添う彼は、きっと聖者達の排斥の対象となるはずだった。そうであれば、自分と同じ敵を持つはずではないかとシュガーリアは思ったのだ。

　けれど、悪魔語りはその手を取らなかった。

「──僕らはすでに、彼らに一度討たれた」

　故郷を失い、仲間を失い、自分の身体でさえも一度は失ったのだという。

「君と一緒だ」

　その言葉は、シュガーリアの耳に刺さった。けれど、そのあと続いた言葉は、笑みさえ浮かんでいた。

「だからこそ、僕はすでに、こうして自由だ」

　何者にも縛られず、何者にも追い立てられることはないと言った。

　それはすでに、彼自身が悪魔と同化しているからなのかもしれないとシュガーリアは思った。

「今は君きみ達の物語を見届けることが、僕の望みさ」

　さあ、行きなさいと悪魔語りは言った。

　この世で最後の、死霊術師ネクロマンサーの孫娘よ。

　時間は決して、長くは残されていないのだからと。




　　　＊




　そうしてきしむ冷たい身体に鞭むちを打ち、シュガーリアはここまでやってきた。

　孤独の悪魔に、その悪魔を背負う悪魔背負いに、己の物語を捧ささげるために。

「あなたに、わたしの物語のすべてをあげる。わたしは、わたしの愛された物語のすべてをもって、あなたを愛したわ。そして多分、あなたはわたしを愛してくれたでしょう？」

　なんと傲慢な言葉だったのだろう。

　なんと、わがままな言葉だったのだろう。

「愛した者を失うこと。これが、わたしがあなたに与えられる、最大にして、最後の孤独よ」

　そして、シュガーリアは宣言する。ヨクサルにではなく、その背後に息を潜め寄り添う……狂気の悪魔に。

「これでいいでしょう、マーラー」

　ごう、と、いつの間にか無音となっていた世界に、轟ごう音おんとともに音が戻り。

　そして、悪魔の哄こう笑しようが響き渡った。より深き孤独。より強き力を得て。

　聖なる鐘もかき消すように。

　──確かに受け取った！

　──甘露、まさに甘露である!!

　その歓喜の声を聞きながら、ヨクサルは吐き捨てるように、言う。

「どいつもこいつも……勝手を、言う……」

　滲にじんでいたのは、どこにもぶつけようのない怒りであり、憤いきどおりだった。彼はあまりに、運命に翻弄されすぎていた。

　そのことを、シュガーリアも哀れと思う心がないわけでもないけれど。

「ごめんなさい」

　少女らしい傲慢さで。謝ることを繰り返した。許してもらえないことも、わかっていたのに。

「……もう、顔の傷も、なおせなくて」

　あなたが、綺き麗れいと言ってくれたのに。

　綺き麗れいなままで、いられなくて。

　それだけが悲しいと、シュガーリアは思った。

「ねぇ、ヨクサル」

　すでに手には力が入らず、身体はどんどんと崩れていった。魔力を失い、骨も溶け、砂にも黄金にもかわらない。

　彼女が死者の魂を喰らうことが出来たのは、すでに彼女が死者であったからなのだと、唐突にヨクサルは気づく。

　寄せ集めた魂は、交じりあい、強いものだけが残る。そう言っていたのは、シュガーリア自身で。

　しかし今、器となる身体は限界を迎えていた。

「わたしのことは、許さなくていい。ただ、これだけは、疑わないで」

　水銀の涙をこぼし、シュガーリアは最後に伝えた。

　力のためだった。

　復ふく讐しゆうのためだった。

　けれど。

「あなたを好きになったこと。それだけは、噓うそじゃなかったわ」

　背後では、孤独の悪魔が狂乱の声を上げている。

　──命なき死体に心寄せる様子は、いたく滑稽であったぞ！

　しかしそれも歓声のごとく受け止めて。

　最後まで、シュガーリアは、傲慢な少女であり続けた。

「わがままを、許して」

　謝罪と嘆願を織り交ぜて。

「お願い」

　最後まで、彼女は、自分の望みをつらぬき通すようだった。

「逃げろなんて、言わないで」

　もう、十分に逃げた。

　十分に生きたのだ。

　最後の望みは……ひとつだけ。

「一緒に来いって、言って。──……大嫌いよ、あんな奴やつら」

　その言葉を最後に、シュガーリアは黒いレースのドレスだけを残し、完全に、融解した。

　生きたいように生きた、水銀糖の少女。

　最後の言葉が、甘い言葉でもなく、謝罪でもなかったことが、あんまりに彼女らしかったけれど。それを嚙かみしめる余裕も、ヨクサルにはなかった。

　美しかった魂がどこにいったのか。死霊術師ネクロマンサーではないヨクサルにはわかりようがない。

　──さあ、どうする。どうする孤独の悪魔背負いよ。

　背後では、哄こう笑しようばかりが響いている。それから、また鐘の音が強く、激しくなってきていた。

　一群を倒され、その数を数倍にもして。

　天をも刻むような大群がやってくる。

　その中で、どうする、と悪魔は問う。

　──我を殺すか？　それさえも叶かなうかもしれんぞ！　今のお前であれば。

　そして心中を果たすならば。

　その小娘と死ぬのならば、今しかないとマーラーは囁ささやくのだ。

「……うるさい」

　すでに溶けて蒸発した、ぼろぼろになったシュガーリアのドレスを握り。

「うるせえよ。どいつもこいつも……勝手が、すぎる……」

　ヨクサルは、怒りにまかせてそう言うと、ゆっくりと立ち上がる。

「しかし……まぁ、そうだな」

　うつむいて、ぼそぼそと、誰にともなく告げた。

「そうだな……俺は、今まで、自分の望みってものが、なさすぎたのかもな」

　他の誰かが苦しむのならば、俺でいいと。別に、なんの懺ざん悔げでもなく、別に、償いでもなかった。

　自分の人生なんてどうでもいいと思っていたから。

　どうでもいいまま、終わるのが似合いだと思っていたに過ぎない。

　けれど、こんなにも勝手にされて。虚こ仮けにされて。このままでいいとは、到底ヨクサルにも思えなかった。

　悪党に生まれ、悪党に生きた。最後までそれでいい。

「俺も……俺の、わがままを通す」

　その手始めに。

　ついてこいとヨクサルは手を上げた。

　もう振り返ることはなかったけれど、その背に、マーラーを確かに感じて。

「煩うるさい白蝿はえを……灼やき尽くしてやる」

　誰のためでもなく。

　別に、シュガーリアのためでもない。

　俺は俺の好きにやると、そう……自分の心に決めたのだ。










　白い騎士と、黒い悪魔の戦いは、夜が更ふけ、明けるまで続いた。いつしか黒い海をも青く変え……一時的に、それほどすべての魔力を使い果たして、最後に遺跡に立っていたのは、白はく聖せいの司つかさではなく。

　孤独の悪魔背負い、ただひとりだった。

　最後の一刃は、魔術ではなかった。彼自身の、小さくちっぽけな刃が、白い騎士の鎧よろいを割った。

　──割った、中は。

　空洞でしかなかったけれど。それでもそれらを灰にかえて、自分はやったのだろうかとヨクサルは思った。

　殺せたのか。倒せたのか。

　一撃となり得たのか。一いつ矢しとなったのか。

　ヒュウヒュウと、天を仰いで肺を鳴らして、膝をついて、まだ生きていることが不思議だった。自分ひとりだけが、まだ、生きていることが。

　静寂は訪れた。

　息の根は止めたとは思わない。ただ、今いるだけの、ここに向かってきただけの、あの白い鳥達はすべて、その魔力をもって灼やき尽くした。

「俺はやった」

　血を吐き、泥を吐いて、今はもういない、藻も屑くずのような黒いレースに拳を叩たたきつけ、ヨクサルは言う。

「やってやったぞ、シュガーリア」

　あんたのためではないけれど。

　嬉うれしいと、ありがとうと、あんたが、褒めてくれないのはおかしいと、ヨクサルは思った。あまりに強く、思ってしまったものだから。

「ならないのか」

　これまで決してしたことがないことを……彼は、した。

「貴様、悪魔マーラー、この、……馬鹿シユガーリアを」

　虚こ空くうに、背中に、吐き捨てるように。長年沈黙を守り続け、また語りかけることもしなかった相棒に告げた。

「どうにか出来ないのか」

　頼るような、すがるようなことを、言うのははじめてのことだった。罵倒をしたことはあった。憎んだことも、吐き捨てたこともあったけれど。

　どうせ返らぬ答えだと思って、話しかけたことなんて、ついぞなかった。

　祈ったことも。願ったことも。

「人の魂を切り離したり、こねまわしたり……そういうことは……得意だろう」

　だから、これも、きっと返らぬ答えだろうと思ったけれど。

　──確かに。

　虚こ空くうから、いとも簡単に言葉は戻った。

　──確かに我にはその力があるが、相棒よ。

　──その者には、依より代しろとなるべき身体が、もうないだろう。

　それは、悪魔自身もつまらないと言うようだった。あの、死してなお、つくりものの生命を与えられてもなお、苛烈で傲慢で美しかった少女のことを、惜しんでいるようでもあった。

　黄金を探せばいいのかとヨクサルは思う。

　どれほどの宝石を、どれほどの財宝を、そうでなければ、どのような死体を手に入れたら、あの少女を取り戻すことが出来る？

　そう、悪党がどこまでも悪党らしく、頭をめぐらせているその時に、小さな声が、耳についた。

「ぼく、の」

　最初は、どこから声がしているのか、わからなかった。

「ぼくの、からだをつかって」

　そう言いながら、黒いレースの藻も屑くずから身体を出したのは、シュガーリアが寄せ集めたこの島に漂う魂の残骸──小枝のラモだった。

「なんだ、お前……」

　まだ、息があるのかと驚いた。シュガーリアが朽ちた時に、彼女の魔術はそのまま泡となって消えたのだとばかり思っていた。

　いつも、シュガーリアのそばを離れず、ヨクサルをおそれ、悪魔をよりおそれていたように見えたラモは、今。

　かすかに震えながら、ひとりと一匹の悪魔に対たい峙じするのだ。

　自分の身体を使ってくれと。

「なにを言ってるんだ、お前の身体なんて……」

　小枝一本で、なにが出来るとヨクサルは言った。その時はまだ、気づいていなかった。なにもわからず、なにも察せることが出来ない。彼は、魂にはあまりに疎うとかった。けれど。

「おにい、さん」

　そう呼ばれた時に、ヨクサルは気づいたのだ。

　はっきりとわかった。

　この、魂のカケラが……一体誰の、カケラであるのか。寄せ集めだとシュガーリアは言っていた。けれど、一番強い魂が、核となるのだと。その魂の正体なんて、わかるはずがなかった、のに。

「ぼくを、じゆうにしてくれて、ありがとう」

　その面影はない。

　その記憶も、どこまで確かにあるのかはわからない。

「ぼくのために、ぼくをころして、くれて、ありがとう」

　けれど、彼はそう……ヨクサルが最後に、殺した、人の子……生いけ贄にえとされた、最後の王子だったのだ。

　──そうか！

　──そうだ、その身体がある！

　背後で悪魔が歓喜の声を上げる。あの黄金の中に。墓のように積まれた、財宝の下に。それはきっと、なによりも禁忌だろう。悪魔の力を使い、孤独の力を使って。人の道を外れることだろう。けれど。

　禁忌がなんだ。

　悪がなんだ。

　今、ここに、それを、願う命がある。

「シュガーリア、が、しぬ、のが、いちばん、いやだ」

　そして最後に、ラモは小さく囁ささやいた。

「おにいさん」

　懐なつかしい呼び名で。

　小さく震えながら、もう魔力も多くは残っていないのだろう。パタンと小さく、倒れて。

「ねぇ、聞いて」

　最後に、言った。

「ぼく、かあさまに会ったんだ」

　あの、まほろばの街で。

　編み物をくれたよ。

　ぼくのことを、ぼくだとは、わからなかったけれど。ぼくも、かあさまだとは、わからなかったけれど。

「編み物を、くれたよ……」

　ぼく、かあさまに会ったんだ……。

　その、言葉を最後に。ラモは、小枝に変わり果てた。

　──さあ、どうする？

　悪魔が囁ささやく。

「俺は」

　血まみれの、泥まみれのままで、ヨクサルはうなだれ、ひとり、言う。

「生きているだけで孤独だ」

　もうずっとひとりだったし。

　これからもひとりであろうとヨクサルは思った。

「それは変わらない」

　悪魔が喰くったところで、この孤独が消えるわけでなく。たとえば誰を愛したところで、この孤独が満たされるわけでもないのだろう。

「だから、貴様に、逆に問うよ」

　そしてどこを見ればいいのかわからなかったから、夜明けの色をした虚こ空くうを見ながら、ヨクサルは言った。

「たったひとつやふたつの愛玩で。俺の孤独は、消えると思うか？」

　返ってきたのは、耳を割る哄こう笑しようである。

　──否、否々々々々々々々々！

　歓喜のような、叫び高らかに。

　──貴様の孤独は生来の孤独である！　誰を愛そうと、愛されようと、そこからまた孤独は生まれることだろう！

　だからこその、我の相棒よと、悪魔は笑った。その時ようやく、ヨクサルは口くちの端はを曲げ、笑うことができた。

「そうだ」

　長い年月を経て、ようやく、この悪魔と、本当の契約を得たような気持ちにもなった。

「俺は、ずっと孤独だ」

　消えることなく、癒いえることない、悪魔の孤独だ。けれど。

「孤独でいい」

　このまま、傷のある腕のままで。

　孤独のままに生きるだろう。その生の中で。

「……ひとりくらいは、綺き麗れいな顔をした人形が、俺のそばにいたって、いいんじゃ、ないか」

　そして。

「あんたも、ともに来るか？」

　今なら、それさえも出来るような気が、自分にはしたのだ。

「マーラー」

　この島の楔くさびを、力をもって解き放ち、世界に害悪をまき散らすかも知れないけれど、それも承知で。

「……ここまで来た、腐れ縁だ。連れていってやるよ」

　どこまでも行こうと、返事は求めず、小さく言った。













エピローグ　少女と男







　天てつ辺ぺんを見上げきれないほどの、大きな船が港にとまっていた。

　山のような貨物を積み、豪ごう奢しやな乗客をのせ、長い旅に出る船だった。

　船の周りでは、乗客が暇を潰すために口々に海と陸、大陸から大陸に渡る噂うわさを言い合っている。

「聞きまして？　また、審問軍が異端狩りの最中に、悪魔の痕跡を見つけたんですって」

「おそろしいわ。この船も、いつ襲われることか」

「はやく根絶されないものかしら。外げ法ほうも悪魔も、新しい世には必要がないものだわ」

　貴婦人達のそんな噂うわさ話ばなしに聞き耳を立てて、黒いレースのドレスをまとう少女が旅行鞄かばんを上げ下げしていた。

　──そんなにもそわそわしていたら、あやしまれるんじゃないのか？

　その少女の耳元に、なにかが囁ささやく。

　少女の背後には海が広がるだけであるのに、少女はもう、と頰を膨らませて言った。

「そわそわなんて、していないわ」

　金の髪に、白い肌。桃色の頰をした、美しい少女だった。

　けれどその少女は、人でごった返す船着き場で、他の誰の耳にも入らない声と会話を交わしていた。

　──そんなにも気になるなら、あいつら、本当に襲ってやろうか？

「だめよ。あなたがこんな所で力を振るったら、海の魚たちがみんな死んでしまうでしょう」

　だから、おとなしくしていてね、とまるで、出来の悪い兄弟をいさめるように、少女が言った。

　その懐ふところには数々の宝石があり。

　その身体には、多くのつぎはぎの傷がある。

　けれど、その表情はいつも、晴れやかで明るかった。

　そして、少女を呼ぶ声が聞こえる。

　乗船の用意が出来たのだろう。長袖を着た、すこしくたびれた様子の正装の紳士が、片腕をあげて少女に言うのだ。

「行くぞ、シュガーリア」

　その声は、決して大きくはなかったが、確かに少女のもとまで届き、少女もまた、片手をあげて答える。

「ええ、ヨクサル」

　にこりと笑って、走り出す。

　二人は決してひとところにとどまらない、放浪の生活をしている。

　追われる身であり、生きるだけで異端という罪である。だからこそ、生きることで抵抗をしている。

　少女は男の愛玩であり、人形である。いつまで続く命かはわからない。命なきそのあり方をもって、永遠に傍かたわらの男に孤独を与え続ける存在である。

　悪魔は時折問いかける。己を背負う、孤独の男に。

　──人形をはべらせて、満足か？

　その言葉に、男は笑う。口うるさく傲慢な、美しい少女に多くをねだられ、命じられながら。

　満足かと、問われれば。

　──知ったことか。はべらされてるのは、俺の方だ。

　どれだけ愛しても、どれほどともにいても、男の孤独は癒やされることがない。けれど孤独のままでいいと、彼はもう思っている。

　平凡とは、弱者だけに与えられた幸福であり。

　孤独とは、強きよう者じやだけが持ちうる力である。

　彼らは異端のままに生き、悪人のまま戦い続ける。

　そして行く先々で、甘いタルトを頰張りながら。

　二人、気づけばいつも、死と孤独の話をしている。

　死は、恐怖であり。

　恐怖のままである。

　そして孤独は、力であり。

　どこまで力にかわっても、孤独のままである。

　その中でひとかけらの愛が生まれたとして……。それは、本物でも、偽にせ物ものでもない、ただ、それだけの、確かなものだった。











ＥＮＤ









[image: ]







あとがき　どこにもない世界の物語







　ただがむしゃらに小説を書いていたアマチュアの頃、上う手まくなれば自由になるのだと信じていました。書きたいものが書けて、自由になるって。

　でも、全然そんなことはなくて、いや、そういう側面も確かにあるのだけれど、それが全てではなくて。

　デビューから十年の月日がたち、手に入れた技術だってあるはずなのに、こんなにも不自由なものなのかと、この作品を書きながら思い続けました。キャラクターは抵抗するし、情景はなかなか浮き出ないし、本当に書きたいことは、いつまでたっても削り出せない。

　でも、同時に、この不自由さが、もどかしさが、星に手を伸ばすような無謀さが、私にとってのファンタジーである、とも感じました。

　電撃文庫での前作、『毒どく吐はき姫ひめと星の石』から、七年半という月日がたちました。その間にたくさんの物語を書きましたが、この世界のことは、忘れたこともなければ、遠く感じたこともありませんでした。私にとってはずっとともにあった世界の物語ですが、お届け出来るのは、これまで支えてくれた全ての方と、そしてこの本を手に取ってくれたあなたのおかげです。

　今、ファンタジーを書くにあたり、書きたいことがあったはずでした。長い間書ききれなかった命題と、私の果たしきれなかった思いとして。美しい少女の、命を懸けた恋を。死という恐怖の克服を。孤独の痛みと力を。そして、定められた宿業への、反逆を。

　でも、書き終わった今では、そんなことは些さ末まつなことだったんだなと思います。

　ただ、ここに、物語があるだけでした。

　私はあまりに無力だし、無力なりに、この物語に寄り添ったつもりです。どんな風に届くのか、どんな風に受け入れてもらえるのか、不安もあるし、なるようにしかならない、というどこか清すが々すがしい気持ちもあります。

　イラストの赤あか岸ぎしＫさんには、書いている最中から、私に足りないものを補ってもらえるのだろう、という信頼がありました。そして、その信頼以上のものを描いて頂きました。『悪魔語りのテオ』というタイトルを雑誌に連載していた時から、この悪魔に連なる物語では、赤あか岸ぎしさんの絵が、なくてはならない最後の仕上げでした。本当にありがとうございます。

　次のファンタジーがいつになるのか、どんな形になるのかわかりませんが、私はこれからも書き続けていきます。だから、あなたが願う限り、きっとまた会うこともあるでしょう。

　どこにもない世界というのは、思ってくれる人がいる限り、必ずここにあるのですから。





紅こう玉ぎよくいづき　　
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紅こう玉ぎょくいづき

数年、日本中を転々としていたが、結局石川県金沢市在住。夏生まれ冬が好き。ペンネームは誕生石のルビーから。第一子はみんなから「こりんごちゃん」と呼ばれ、いろんな人のお世話になりながら、やっぱり小説ばかりを書いている。
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イラスト／赤あか岸ぎしＫ

イラストレーター兼漫画家。

夜中に近所の自販機までジュースを買いに行くのが日課。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「紅玉いづき先生」係

「赤岸K先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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悪あく魔まの孤こ独どくと水すい銀ぎん糖とうの少しょう女じょ








紅こう玉ぎょくいづき
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本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)Kougyoku Iduki 2018





※2018年5月10日発行の電撃文庫『悪魔の孤独と水銀糖の少女』初版に基づき制作
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